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序

豊かな自然に恵まれた秋田県には、我々の先人達が営々と築き上

げてきた歴史があります。地中に刻まれた埋蔵文化財もその歴史遺

産の一つであります。

国道103号道路改良事業に伴い、山王岱遺跡を昭和62年度、平成

元年度に引き続き 3年度も発掘調査を実施いたしました。

その結果、縄文時代と古代の竪穴住居跡、中世の空堀@橋@土塁@

竪穴建物跡@掘立柱建物跡、中世から近世にかけての火葬墓など多

くの遺構と、それに伴う遺物が発見されました。

本書は、これらの調査成果をまとめたものでありますが、埋蔵文

化財保護へのご理解と郷土の歴史解明にご活用いただければ幸いで

す。

最後に本書を刊行するにあたり、ご援助、ご協力を賜りました秋

田県土木部、北秋田土木事務所、大館市教育委員会、比内町教育委

員会並びに関係各位に対し心からの感謝を申し上げます。

平成4年 3月17日

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信
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l 本書は、国道103号道路改良事業(通称大館南バイパス)に係る大館市餌釣字山王岱地内

に所在する山王岱遺跡、の発掘調査の報告書である。

2 本遺跡は、昭和62年度に第一次調査、平成元年度に第二次調査、平成 3年度に第三次調査

が実施された。第一次調査の成果は、昭和63年 3月に秋田県文化財調査報告書第170集r国道

103号大館南バイパス建設事業に係る塩蔵文化財発掘調査概報…山王岱遺跡-Jとして刊行

された。

3 本遺跡については、上記概報のほか現地説明会(平成3年 8月10日入秋田県埋蔵文化財発

掘調査報告会(平成4年 3月8日)で公表してきたが、本蓄を正式な報告書とする。

4 遺跡名については、昭和60年度の国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財分布調査の結

果、中世城館「餌釣館」に隣接する遺跡であるとして、小字名をとって「山王岱遺跡」とした。

しかし、昭和62年度に実施した第一次調査の結果では、「餌釣館Jの範囲に含まれるものであ

ることが判明した。その後の第二次調査、第一次調査匿北隣の大館市教育委員会による山王

台遺跡発掘調査の結果も踏まえて、大館市教育委員会から平成 2年に刊行された『秋田県大

館市違跡詳細分布調査報告書』では、中世城館「餌釣館Jの範囲を拡大し「山王岱遺跡」と「山

王台遺跡Jもふくめて「餌釣舘jとしている。本来 lつの遺跡に複数の遺跡名を付すことはお

かしいが、「山王岱遺跡Jとして継続して調査していたことから本報告も「山王岱遺跡Jとし

fこO

5 掘立柱建物跡については、県立由利工業高等学校建築学科五十嵐典彦教諭に建物プラン

の分析図と玉稿をいただいた。

6 本遺跡から出土した陶磁器類のうち、須恵器系中世陶器の鑑定は国立歴史民俗博物館古

岡康i楊教授に、その他の陶磁器の鑑定は金沢大学文学部考古学研究室佐々木達夫助教授と、

佐賀県立九州陶磁文化館大橋康二資料課長にお願いした。

7 本遺跡第一次調査で出土した人骨の鑑定の報告書は、札幌医科大学解剖学第 2講j車両々

幸雄教授のはからいにより、昭和63年 3月に札幌医科大学解剖学第 2講鹿鈴木隆雄助教授

からし¥f;.こだし¥f;.こO

8 本報告書に掲載した航空写真は、第三次調査中に株式会社パスコに委託して撮影したも

のである 0

9 本書に使用した地形図は、国土地理院発行25，000分の 1r大館JGr扇田」、大舘市発行2，500

分の 1r大館市都市計厨図Jである。
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10 本報告書挿図中に使用した土色表記法は、農林省農林水産技術会議事務局、財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版標準土色帖J4版1973(昭和48)年を使用して表記した。

11 本遺跡の発掘調査@整理に捺して諸機関@諸氏のご指導@ご教示を賜った。記して謝意を表

したい。(順不同@敬称略)

板橋範芳(大館市教育委員会) 秋元信夫@藤井安正(鹿角市教育委員会)

工藤清泰(青森県浪岡町役場) 小山彦逸(青森県七戸町教育委員会)

本津慎輔(岩手県平泉町教育委員会) 小山純夫(よねしろ考古学研究会)

荒川保徳(大館史遊会) 坂本洋一(青森県埋蔵文化財調奈センター)

鷲谷豊(北羽歴史研究会) 遠藤正夫(青森市教育委員会)

村田健二(財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団)

高島成倍(八戸工業大学建築学研-究室) 宏明(北海道余市町教育委員会〉

小山岳夫(長野県御代田町教育委員会) 加賀真樹(珠洲市教育委員会)

驚藤経悦(大舘市役所) 関 直(岩手県立釜石北高等学校)

萩原三雄(財団法人山梨文化財研究所) 本堂寿一(岩手県北上市立博物館)

珠洲市立珠洲焼資料館

12 本書の執筆は、第一次調査分の草稿を大野憲苛が、第二次調査分の草稿を高橋学が、ー-

次調査分のうち縄文時代の遺構@遺物の草稿を小山内透と藤岡光男が執筆し、その他を桜田

隆が執筆した。また、桜田隆が第三次調査の成果を併せて全体を構成し、執筆@編集した。
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凡 例

1 本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は国家座標第X系による座標北を示す。

原点CMA50)とした秋田県土木部北秋田土木事務所の打設杭CSTA.No120)の座標値は、

X : 27860.7590Y :…21279.3905である。この原点における産標北と磁北との偏角は

東に0
0
9' 48"である。

2 遺構番号は検出願に連番としたが、精査過程において欠番となったものもある。なお、遺

構番号は、第一次調査が 1'"'"'、第二次調査が50'"'"'、第三次調査が100'"'"'の番号を用いている。

ただし、掘立柱建物跡と柱列については、建物プランの確認順に1'"'"'43の番号を、柱列プラン

は確認)1聞に44'"'"'54の番号を用いた。

3 遺構の種別を表す略号は以下の通りである。

SA……柱列 SB……掘立柱建物跡

SD……空堀@溝状遺構 SE……井戸

SF……土塁 S 1 .…ー竪穴住居跡

SK……土坑 SKF…フラスコ状土坑

SKI…竪穴状遺構 SR.…・・土器埋設遺構

SX…...火葬墓@被火骨出土遺構 SN……焼土遺構

SM.…υ 橋

4 土層註記は基本層位にローマ数字を用い、遺構埋土@盛土にはアラビア数字を用いた。ま

た撹乱(木根等)はKで表示した。

5 挿図中の遺物実測図には通し番号を付した。それらは図版中の遺物写真の とも対応

するO

6 摺立柱建物跡の柱穴の呼称、は、本来的には梁行方向と桁行方向で統一して行うべきであ

ろうが、本遺跡では東西方向(見かけの東西方向も含む)をX軸、南北方向(見かけの南北方

向も含む)をY軸とした方眼を作り、柱穴はその交点のCX，Y)で表示した。

7 柱穴および柱穴様ピットの深さは、床面あるいはプラン確認面からの深さと共に、基準高

からの深さも(井記した。

8 掘立柱建物跡の柱間寸法で、メートル法から出尺に換算する場合には 1尺を30.3cmとし

た。メートル数値を30.3cmで、除算し、小数点第 3位で四捨五入している。

9 縄文時代中期の竪穴住居跡に付設されている「炉jを、火を焚いた石囲の区画(石関部)と

それに連続して床面が掘り込まれた区域(掘り込み部)が 1セットになったになった形態で
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あることから『所謂「石困複式炉jの形態Jと呼称している。本来「複式炉Jとは、「士.器を利用

した火つぼと、石で構成した炉が lセットとなっているもの』である。これが現在「複数の空

間から構成される炉」と拡大解釈されて100複式炉」と使用されている。

本報告書では、簡便に炉の形態を説明できる用語として『所謂「石囲複式炉Jの形態』として

使用した。また、石閣の窪田の中に土器を埋設している形態の炉を『土器埋設石困炉』と呼称

しfこO

10 須恵器系中世陶器(珠洲焼@珠洲系陶器)の拓影図は、縄文土器の拓影図と異なり左側に内

面の拓影、右側に断固を配置している。この場合、断面は、左側が内面側となり右側が外面側

となるよう作図した。陶磁器の実測図も同様に配置した。

11 挿図中に使用したスクリーン@トーンは以下の通りである。

一炉@かまど@床面堆積の焼土 巴ヨ粘土堆積引床

~I 埋土中の焼土 巴ヨ灰(禾本科横物灰)

医翻白頭山@苫小牧火山灰 田国炭化物@炭化材

柱材の痕跡、

土器の黒色処理部位

土器付着炭化物(煤状@糊状)

石器の被火熱部位

仁ゴ石器の光沢部位

士器片

炉石の被火熱部位

須恵器

石器の擦痕@磨痕

石器の凹み部

石器@剥片@磯

12 竪穴住居跡の床面積は、牛方商会製マイクロコンピュータ内蔵麗標計算式精密面積線長

測定器(商品名:ウシカタエリアカーブメータ X司 PLAN360)を使用して 3回測定して平均

値を求め小数点第 2位で四捨五入し、第 1位までとした。

13 縄文土器は時期と文様構成等から下記のように分類した。

I群土器 縄文時代前期の土器で綾絡文が施されているo

E群土器縄文時代中期の土器

a類 貼付!盗帯で口縁部文様帯を区画し、日縁部文様帯には撚糸圧痕文が施さ

れ、体部には綾繰文が施されるものO

b類 縄文地文に縦位の沈線(懸垂文)が施されるものO

c類 b類の文様にさらに東日突文が施されているものO

d類 曲線的な沈線が描かれているものO

e類 後数の沈線によって曲線的な文様が描かれるものO

E群土器縄文時代後期の土器

一-v一一



a類 縄文地文に横位の沈線が施されるものO

b類 沈線区画の磨消し縄文が施されるものO

c類 焼成前の穿孔をもつものO

d類 降@沈線文で!x画するものO

e類 口縁部に平行沈線が施されるものO

f類 縄文地文に 2条 l組の逆U字状に沈線を施し、沈線屈曲部の上位に円形

刺突文をもっ径12mm程のボタン状貼付文を施しているものO

rv群土器縄文時代晩期の土器

a類 羊歯状文が施文されるものO

b類 沈線文が施されるものO

c類 沈線区画の磨消し縄文が施されるものO

V群土器 I'""-'rv群のいずれに所属するか判別し難いもの、区画文や沈線文が施文されず、

縄文や撚糸文のみが施文される粗製土器

14 石器の説明文中、表面とは実測図左側の面を、裏面とは同右側の面を指す。
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第 1節発掘調査に変るまで

第 l章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

県土木部北秋田土木事務所は、国道103号線の大館市内における交通混雑の緩和を目指し、

昭和55年度から国の補助事業として大館市山舘を起点とし、大館市根下戸を終点とする延長7，

677mの国道改良工事(国道103号大館南バイパス)を計回した。路線は、山館から萩ノ台までは

大舘市東部に延びる山地から連なる台地 tを通り、萩野台から北西部では市街地を避けて、沖積

地を通って根下戸の台地上に計画されたが、路線のうち山館から萩ノ台に至る間は、標高70'""'-'

90mの段丘縁辺部にあたり、各種調査及び大館市への問い合わせの結果、計画路線内に埋蔵文

化財が包蔵されている可能性があることが判明した。この事実確認と今後の対応について県教

育委員会に調査と指導の依頼があった〔昭和60年4月25自付北土-320 土木部北秋田土木

事務所長から教育庁文化課長あて「国道改良工事(国道103号大館南バイパス)に伴う;埋蔵文

化財の調査について(依頼)J。

県教育委員会では、昭和60年10月8日、 9日の 2日間分布調査を実施する旨回答〔昭和60年9

月20日付秋教文諜発第400号教育庁文化課長から土木部北秋田土木事務所長あて「国道改

良工事に伴う埋蔵文化財の調査について(回答)J Jし、調査の結果、埋蔵文化財包蔵地及び

包蔵地と推測される地区は 6地域であり、今後範閤確認調査が必要であることと、範閤確認、調

査の結果記録保存の必要なものについては発掘調査を実施すべきことを回答した(昭和60年10

月19日付秋教文課発第83号教育庁文化課長から土木部北秋田土木事務所長あて「国道103

号大館南バイパスの埋蔵文化財の諦査結果について(回答)J J。

昭和61年度に、上ノ山ト上ノ山豆@餌釣@山王岱(遺跡推定範囲の一部)の 4ケ所の範囲確認

調査を県埋蔵文化財センターが実施し、記録保存のため発掘調査が必要であることがわかごι
昭和62年度に上ノ山 I遺跡と上ノ山H遺跡、及び山王岱遺跡の一部(市道の東側地区、第 1次

(設 2)

調査)の発掘調査が実施され、調査報告書:(上ノ山 1遺跡@上ノ山E遺跡)と概報(山王岱遺跡)を

刊行した。山王岱遺跡の発掘諦査後、山王岱遺跡を南北に横断する市道の西側地区の範囲確認

(設 1)

を実施した。

昭和63年度に、同改良事業の計画変更があり、路線幅が拡幅されることになった。昭和62年

度に発掘調査を終了した 3遺跡(調査区)も拡幅部分の発掘調査を追加することとなった。

(註5)

このため、平成元年 5丹から上ノ山E遺跡第 2次発掘調査、同年 7月より山王岱遺跡第 2次

発掘調査(市道の南東地区)を実施した。
Citt6) 芯 7)

平成2年度に餌釣遺跡発掘調査と上ノ山 I遺跡第 2次発掘調査を実施した。また、山王岱遺
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第 l節発掘調査に宣るまで

(設乱〕

跡の拡l幅部分と上野遺跡の範囲確認調査を実施した。この結果、山王岱遺跡の調査対象面積が

10，200rrr、上野遺跡が2，400rrrとなった。

平成3年度には、山王岱遺跡第 3次発掘調査と上野遺跡発掘調査を実施することとなった。

一証

1 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書:第155集

1987(昭和62)年

2 秋田県教育委員会 『国道103号大館南バイパス建設事業に係る場蔵文化財発掘調査報告書 I

上ノ山 I遺跡@上ノ山E遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第173集

1988(昭和63)年

3 秋田県教育委員会 『国道103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査概報

一山王岱遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第170集 1988(昭和63)年

4 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布諮査報告書ー』秋田県文化財調査報告書第174集

5 秋田県教育委員会 『間道103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書E

上ノ山 E遺跡第 2次調査 』 秋田県文化財調査報告書-第193集

1990(平成 2)年

6 秋田県教育委員会 『国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財ー発掘調査報告書亜

餌釣遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第210集 1991(平成 3)年

7 秋田県教育委員会 『国道103号道路改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書班

…上ノ 11Jl遺跡第 2次調査 』 秋田県文化財調査報告書第211集

1991(平成 3)年

8 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財諦査報告書第217集

1991(平成 3)年

第 2節調査の組織と構成

所在地

調査期間

秋田県大館市餌釣字山王岱 3番地、 12番地の 2、30番地のし外

第 l次調査昭和62(1987)年 5月6日"-'7月14日

2次調査平成元(1989)年 7月17日"-'8月31日

第 3次調査平成 3(1991)年 5月13日"-'11月9日

第 1次調査 3，450rrr (対象面積3，890rrr)

第 2次調査 2，300rrr 

調査面積

-3 
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調査主体者

総務担当者

調査協力機関

第 3次調査 10，200rrf

(総面積 15，950rrf) 

秋田県教育委員会

第 1次調査

大野憲司 (秋田県埋蔵文化財センタ

第 2次調査

高橋 学(秋田県埋蔵文化財センタ

藤原 司 (秋田県埋蔵文化期センター非常勤職員)

(現大出市立大曲中学校教諭)

第 3次調査

楼田 隆 (秋田県理蔵文化財センター文化財主査)

高橋 学 (秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

小山内 透 (秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

藤岡 光男 (秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

石川 真一 (秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

第 1次諦査

加藤 進 (秋田県埋蔵文化財センター主査)

(現秋田県民会館施設課長)

高橋忠太郎 (秋伺県埋蔵文化財センター

第 2次調査

佐田 茂 (秋田県塩蔵文化財センター主査)

高橋忠太郎 (秋田県埋蔵文化財センター主事)

(現秋田県立農業科学館主任)

第 3次調査

佐凹 茂 (秋田県埋蔵文化財センター主査)

佐々木 真 (秋田県埋蔵文化財センター主任)

秋田県土木部北秋田土木事務所

大舘市役所企画室市史編さん係

大館市教育委員会生涯学習課

大館市社会福祉協議会

比内町教育委員会
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第 l節遺跡、の位置と立地

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の位置と立地(第2図、図版 1) 

山王岱遺跡の所在する大館市は、秋田県北東部、奥羽脊梁山脈の西縁に位遣する大館盆地に

あり、北緯40度9分から40度26分、東経140度28分から140度44分の地域を占めている。大館盆地

には、米代川とその支流群によって形成された段丘面が発達している。この段丘函は、小支谷

の水流に開析されて台地群となっている。

遺跡は、大館市街地の南東側に広がる標高70'"'"' 80mの台地群のうち、最も南の台地上に立地

第2図 遺跡間辺地形と調査区

-5 



第 2章遺跡の立地と環境

する。遺跡の所在する台地の東側は餌釣沢によって関析され、西側は池内方面に続く沖積地と

なっている。このため、遺跡部分は平面的には、南に突き出た二等辺三角形の半島状を是し、

北東から南西に向かつて緩やかに傾斜している。西側沖積地との比高差は約17mである。

台地を形成している黄褐色粘土質火山灰層の上位は波状を呈しており、この凹部に大磯を含

む砂磯震が堆積している。それらの上位に所謂黒ボク土が堆積している。この所謂黒ボク土の

中に十和田火山噴出物である大湯浮石層が不連続的に堆積している。

台地の西縁近くにB古神社(1日山王大権現)が鎮座するが、神社境内を区画するように大きな

空堀跡が巡っている。このため『秋田県の中世域館』においては、この神社境内を「餌釣館」
(註 1)

の範囲としている。発掘調査の範囲は、この「餌釣舘Jの北東側を南東から北西に横断する道

路建設予定区域であるが、その後に公刊された『秋田県大舘市遺跡詳細分布報告書Jと『秋田

県遺跡地図(県北版)Jでは、 「餌釣館」の範囲を北側に拡大し、山王岱遺跡も含めている。

台地の中央部を南北に近世の脇街道である「扇田道」が通っているO

第 2節歴史的環境(第3図@第 1表)

山王岱遺跡では、縄文時代、古代(平安時代)、中世、近世及び現代の遺構@遺物を検出@出土

したが、大館盆地には、旧石器時代から近世までの遺跡、が数多く知られている。

ここでは、山王岱遺跡の周辺にあって発掘調査され、類似の様相を呈する遺跡を中心に歴史

的な環境を概観する。なお、遺跡名は、 『秋田県大館市遺跡詳細分布報告書jと『秋田県遺跡

地図(県北版登載の遺跡、名とした。文中()内の数字は『秋田県遺跡地図(県北版)Jでの遺跡

登録番号であり、第 3図@第 1表と対応する。

米代川流域は、縄文時代から北と南の「文化閤」の接触地帯であったと言われており、大館地

方は、古くは「ひない」と呼ばれ、火内@比内@把内と記述された地域である。史書『日本三代実

録Jに、元慶 2(878)年に蝦夷12ケ村による秋田城襲撃が起こった際に「火内」が奥地の村の 1

っとして参加したことが記されているのが初見である。

大館盆地内で旧石器時代の遺跡として知られているのは、大型石刃の出土した松木高館平(4-

30) 1カ所だけである。

縄文時代の主な遺跡としては、中羽立(4-6).福館橋桁野(4-13).鍛冶屋敷(4-32).長瀞 1(4-38). 

餅田屋敷添付-43).諏訪台(4-51).塚ノ下(ι53)・玉林寺跡 (4-56)・萩ノ台II(4-67)池内 (4-68)• 

上野(A).餌釣(C).山館上ノ山(ι71).野沢岱m(ι78).上聖 (B)・家ノ後(D).萩 11~(4-81) .鳶

ケ長根II(ι121)・鳶ケ長根m(4-122) 0鳶ケ長根町(4-123)・芋掘沢(4-125)ベ鳥滝(4-41).横沢(12時

13) ・本道端(12-19).柏木(15-8).矢石館(15-12)の各遺跡がある。このうち、これまでに発掘調
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第 2節歴史的環境

(誌の

査され、報告書等が刊行された遺跡は、福館橋桁野@鍛冶屋敷@餅田屋敷添@諏訪台@塚ノ下@玉林
(註 2)

寺跡@餌釣@山館上ノ山@萩1I中鳶ケ長根rr.鳶ケ長根班@鳶ケ長根N.芋掘沢@鳴滝@柏木@矢石館@

本道端吋黄沢@上野@上竪の20遺跡である(家ノ後遺跡は刊行準備中)。

早期の遺跡としては、鳶ケ長根N.本道端@山館上ノ山@横沢遺跡があげられ、鳶ケ長根町@横

沢遺跡では尖底貝殻文土器が出土している。前期の遺跡としては、福館橋桁野@山館上ノ山@芋

掘沢遺跡があげられ、福館橋桁野では竪穴住居跡 1軒が、山舘上ノ山では竪穴住居跡とフラス

コ(袋)状土坑などの遺構と捨て場等が、芋掘沢遺跡では土器棺 1基が検出されている。中期の

遺跡としては、福館橋桁野@玉林寺跡@餌釣@山舘上ノ山@野沢岱盟@鳴滝@柏木@本道端@横沢遺跡

があげられ、福館橋桁野では竪穴住居跡 1軒が、玉林寺跡では竪穴住居跡 1軒が、餌釣では竪

穴住居跡 l軒と焼土遺構 l基が、山館上ノ山遺跡では竪穴住民跡が、野沢岱藍では青竜刀形石

器が、鳴滝では竪穴住居跡 2軒とフラスコ状土坑 2基などが、柏木では竪穴住居跡6軒などが、

本道端では竪穴住居跡23軒と土坑 6基など、横沢では竪穴住居跡 1軒やフラスコ(袋)状土坑25

基などが検出@出土している。後期の遺跡としては、諏訪台@塚ノ下@餌釣@家ノ後@萩JI中@鳶ケ長

根Nがあげられ、諏訪台では竪穴住居跡2軒とフラスコ状土坑3基などが、塚ノ下では目に天

然アスファノレトを埋め込んだ土偶などが、餌釣では竪穴住居跡 I軒が、山館上ノ山遺跡では竪

穴住居跡とフラスコ(袋)状土坑などが、家ノ後では竪穴住毘跡 4軒と土坑などが、萩1I阜では竪

穴住居跡10軒と土坑20基が、鳶ケ長根Wでは竪穴住居跡 l軒が検出@出土している。晩期の遺

跡としては、山館上ノ山@家ノ後@鳶ケ長根直@矢石館遺跡があげられ、山館上ノ山では竪穴住居

跡とフラスコ(袋)状土坑など、が、家ノ後では土坑と土壌墓などが、鳶ケ長根班では竪穴住居跡

6軒と土坑33基が、矢石館では組石棺墓 5基を検出している。

続縄文@弥生時代の遺跡は、粕田(4-8)・釈迦池(4-10)・片山館(4-44)・諏訪台@鳶ケ長根町@鳴滝@

柏木の 6遺跡が発端調査されている。粕田では土坑から砂沢式の意形土器が出土し、片山館で

は竪穴遺構10基から江別直b式土器片@天王山式土器片が出土している。諏訪台では竪穴住居

跡 5軒と焼土遺構5基などのほか砂沢式の土器が出土している。諏訪台は、米代川流域で弥生

時代の竪穴住居跡が初めて調査された遺跡である。鳶ケ長根町では天王山式の土器片が多く出

しているO 柏木では頭骨に小形扇平片刃石斧が副葬された土壌慕と配石土墳墓のほか小坂X

式に近い土器の出土した土坑が検出されている。

古代の大館地方の情勢については、元慶 2(878)年の秋田城襲撃(所謂「元慶の乱J)の際に「火

内」の村が参加しており、律令収奪体制の北進とそれに対する在地住民の抵抗の様子を窺うこ

とができるとともに、この時陸奥田から小野春風らの援兵が j二津野(鹿角)から米代川沿いに西

進@南下して秋田城に入っており、当時既に陸奥国と/1¥羽国を結ぶ最北ルートとしての交通路

があったことも盟解できる。 r吾妻鏡』によれば、古代末期には農耕生活に基づく経済力と武
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カを身につけた在地領主としての河田氏が「陸奥国杷内郡」に君臨していた。その河田次郎は、

文治 5(1189)年に肥内郡費柵で平泉の藤原泰衡を殺害し、鎌倉幕府の日指す中世封建制による

5) .粕田

り除く役目を果している。古代(平安時代)の遺跡としては、大館野(4-

@塚ノ下@扇田道下(4-65)0池内(4-68)0上野@餌釣@山館上ノ山@横沢@大日堂前(1

2-7)袖ノ沢(12-12)0谷地中館(12-24).細越(12-25)の各遺跡が発掘調査されている。大館野で

は、[ムラ」を区画する道路@溝が、 64軒の竪穴住居跡.20棟の掘立柱建物跡・ 3基の製鉄遺構.2 

基の井戸等が検出され、扇田道下では竪穴住居跡約70軒@掘立柱建物跡12棟が検出されている。

池内では埋土中に降下火山灰(大湯浮石層)が堆積する竪穴住居跡 1軒を検出し、底部に砂粒を

させている土師器翠形土器所謂「砂底土器」が出土した。横沢では土坑の埋土中に降下火山

@苫小牧火山灰)が検出された。上野では擦文土器の伴出する竪穴住居跡 l軒を検出

している。この地域の古代の遺跡では、噴出源の異なる 2枚の広域降下火山灰が検出されてお

り、遺構の構築 廃棄の年代と遺跡相互の関連および所謂「砂底土器」の年代を検討する好資料

となっているO また、古代の住居が近世になって大館市真中出川と板沢の二カ所で、洪水に洗わ

れて出現した、所謂増没家屋についての記録も菅江真楼の随筆 fさくらがり』に残されており、

住居の上屋構造を知るでがかりとなっているO

中世の大館地方の情勢は以下のとおりであり、この状況の中で、城館が多く構築されたと考え

られる。

鎌倉幕府の中世封建制による全国支配の中で大館@北秋田の所謂比内地方にも幕府御家人で

ある甲斐源氏の浅利氏が地頭として入部している。元弘3

334)年に南部部行に比内郡南河内の支配権を付与する国宣が発せられたことから浅利氏(浅利

清連)は建武 3(1336)年に北朝を奉じて鹿角田代成田小次郎が守護する大里城等に対し攻撃を

開始している。建武 5(1338)年に南部師行が畿内で戦死したのを境に南朝方の勢力が衰え、比

内地方の南部氏は一掃され、比内が浅利氏の所領に復していたことが文和3(1354)年の比内浅利

氏の惣領とみられる沙弥浄光の f譲状Jからうかがわれる。また、天文19(1550)年の子浅利興

市侍分限』からは、戦国立~の浅利領内では村落名を姓とする武士関が広範に分布し、在地支配

体制が確立していたことを知ることができるO 永禄 5(1562)年に浅利則祐が安東愛季に長岡城

で敗死させられ、天正11(1583)年と天正14(1586)年には浅利頼平がi自領回復のため津軽大浦為

信の後援を得て比内に攻め入り、文禄 4(1595)年にも浅利頼平が秋田実季と合戦している。

天正末期に秋田実季の領有に帰した比内郡は、陸奥国から出羽田に区砲され秋田郡に含まれ

たが慶長 7(1602)年の佐竹入部により中世支配体制が終わり、近世大名知行制へと移行した。

中世の遺跡は、矢立廃寺(4-4).大舘野@長森(4-15).白沢(4-9).福館(4-12ハ七ッ舘(4-20)0花

開城神山(4-21).釈迦内古館(4-25).釈迦内館(4-26).高館(4-29).押館(4-39).片山館り11口館(4-4

10 



第 2節歴史的環境

第 1表周辺遺跡地名表

地図番号 所 在 地

4-4 松原字ハゲノ下

4 -5 1大館野|白沢字大石@上ハ野・大館野

4 -6 1中 )j)j 立 j粕田字道ノ下

4 -8 1 粕 田|花岡字大森上岱

4 -10 釈迎油商人留字大沢口

橋桁字前田

4 -12 椙館 釈迦内字福館

4 -13 福館橋桁野 橋桁字前田

花岡町字大森

4 -18 根井下 花岡町字根井下

4 -19 十三森 花岡町字根井下

4 -20 1七ッ館!花岡町字七 y舘

4 -21 花岡城・神山 花岡町字神山、アセ石

4 -25 釈迦内古舘 釈迦内

4 -26 釈迦内館 釈迦内字館

4 -29 高 館 松木字高館平

4 -30 松木高館王手 松木宇高館平

4 -31 松 木 松木字家後

4 -32 鍛冶屋敷 沼館字鍛冶屋敷

4 -34 沼 館 沼舘字細越

4 -38 長瀞 I 沼館字長瀞

4 -39 押 舘 )11日字十三森

4… 41 I q島 滝 )11日字下鳴滝岱

4 4211ll 口 1川口字
4… 43 餅出屋敷添餅田字中道下屋敷添

4 -44 片山館片山字上抗上岱

4 -45 1土飛山館|字宗福寺後

4 -46 I大 館 城|大館市宇中城・三の丸・桂城・長倉・片!日1

4 -51 1 諏訪台 i大茂内

4 -53 1 J家ノ 下|茂内字塚下

茂内字膳棚下

4 -55 鬼ヶ城 茂内字鬼ヶ台

4 -56 玉林寺跡 茂内字鬼ヶ台

雪沢字水沢谷地

4 -63 太平山 初i明堂後

4 -64 小館花館 小館花

遺 構 遺 物

跡礎石建物跡、掘立柱建物跡、柵列、カワラケ、珠洲

系胸器、白磁四耳壷、クソベラ

j集落跡!平安時代竪穴住居跡、竪穴建物跡、掘立柱建物臥

掘立柱倉庫跡、井戸跡、製鉄炉

|遺物包含地|フラスコ状ピ y ト、縄文土器片付3期・大木10式

土器)

i集落跡|平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物跡、砂献土拡

土師器、須恵器陶器

l館 跡|空堀、民師器、須恵器、叩器

集落跡竪穴遺構・縄文土器(前~晩期)、弥生土器、石

器

遺物包含地 縄文土器(後期・晩期)

舘 跡 空堀

集落跡 縄文時代竪穴住居跡、縄文土器(前期・中期・晩

期)土師器

造物包含地 珠洲系陶器(短頚壷、白磁四耳壷)、土師器

遺物包含地 縄文土器片(中期・円筒上層式)

遺物包含地 円墳状遺構、縄文土器片(前期・晩期)、土師器、

須恵器中世陶器

!遺物包含地・館跡|堀、段築、縄文土器(晩期)、土師器、須恵器、中世

間器、石器、石製品、土製品

館 跡 空堀、土姉器、須恵器、中世陶器

遺物飽含地 段築、空堀

造物包含地 空堀、段築、中世陶磁器

館 跡 空堀、段築

遺物包含地 大型石刃

遺物包含地 縄文土器(前期・円筒下層aob式)

遺物包含地 縄文土器(後期)、土師器、須恵器、石器

館 跡

遺物包含地 縄文土器(中期~晩期)、石器

館 跡 空堀

集落跡 縄文時代竪穴住居跡、フラスコ状ピット、組石土

坑、縄文土器(中・後・晩期)

(館一
遺物包含地 不整円形土坑、縄文土器(前期・円筒下層a.b式)

館 跡続縄文時代竪穴遺構、掘立柱建物跡、中世竪穴遺

構、空堀、土塁、後北C式土器、鉄器

館 跡 i空掘、段築

館 跡|内肱土居

集 活 跡|縄文・弥生・平安時代察穴住居跡、配石遺構、縄文

土器(前期~晩期)、弥生土器、石器

集落跡i縄文・平安竪穴住居跡、フラスコ状ピ y ト、石囲

炉、縄文土器(中期・円筒上層式)

造物包含地 縄文土器(中期・円筒上層a.b式)

舘 鶴、 空堀、段築、桝形遣構

寺院跡 縄文時代擦穴住居跡、土坑、中世配石土坑、縄文

土器(中期)、陶磁器

遺物包含地縄文土器(晩期)、土製品

館 跡空堀、段築、土師器、中世陶器

-11 



第21)者追跡の立地と環境

j由国番号:i遺跡名 「いし
プ
七 開別所 治

国
E
e
p
 遺 構. "室 物

4 扇間道ド!扇町道下

4 -67 I萩ノ台 rrl小館花字萩ノ会@池内字上野

4 -68 I池 内!池内字上野

4 -69 1 館釣館|館釣字山王岱・柄沢字山王台

4 -70 1 LLI 舘 IIlJ館宇館の上

4 -71 1 山館上ノ IlJI LLJ館宇!こノ山

4 -78 I野沢岱盟|曲田宇野沢岱

4 -81 1 萩 峠 i軽井沢字萩IIJ事

4 -82 I軽井沢新掠|軽井沢字新館

4 -83 I葛 原 館 i葛原字吉舘・期間・館FF'弧森噌tm
4 -89 1 5.JIJ 所館|思IJ所字ーの地

4 -90 I トニ所古館!ート二所字中藤原

4 -91 I トニ所城 lト二所字合・真山岱・藤原

4 -92 I大滝古館|ト二所字古館

4 -94 I二井閉館 i二井田字舘

4 -97 I本宮館 l本宮字煎ノ下

4 -102 1前田館 l比内前回字前田山根

根

根

根

臼

梨

上

長

長

長

出

ツ

ノ

地

上

ケ

ケ

ケ

沢

三

林

披

宅

坂

敷

鳶

鳶

鳶

姥

字

{

子

大

館

上

屋

字

字

字

宇

内

内

字

字

字

字

沢

沢

沢

沢

子

子

披

崎

崎

石

井

井

井

杉

大

大

大

揮

櫨

赤

軽

経

軽

館

館

上

館

館

館

館

H
刑
制

W

旬

、

子

明

次

長

棋

沢
べ
γ

ノ

披

崎

ノ

一

石

長

長

長

ウ

一

ー

一

戸

ケ

ケ

ケ

杉

大

林

大

植

高

赤

鳶

鳶

鳶

q
u
ζ
リ

ρ
h
u
n
6
Q
υ
n
u
-
-
f
i
n
d
n
d
u

n
u
n
u
n
u
n
U

ハH
V

-

J

-

ょっ
ω

ワ
ω

円

4

4
4
A
q
A
8
4み

4

4

4

A

A

4

4 -125 I芋堀沢 l餅回字程下戸道下芋堀沢

4“ 126 I根下戸道下 Iill(:B3字根下戸道下芋堀沢

12-6 I独鈷 |比内町独鈷字大日堂前3-1外

12-7 1大日堂前 l独創i字大日堂前10外

12-8 I ト狐城|独鈷字大i二i字舘間22外

12-12 1袖 ノ 沢|味噌内字宿内袖ノ沢67-2外

12 -13 I横 沢 Ii諸国字横沢3外

12-15 1横 沢 11話回字横沢128-1 

12-16 I真 館|新館字真館100-1外

12 -17 I長問城 i嵐田字長田41外

12-19 1本道端 Ii言問字本道端44外

12 -20 I中野八幡台館 l扇回字中野八幡台42外

12-21 1中野城|扇町字中野八幡台10外

集落跡|平安時代竪穴住居跡@掘立柱建物跡、土坑、縄文

土器(tllJtfJ・後期)、土師器、須恵器

造物包含地|縄文土器(前期@中期)

集落跡 l平安時代竪穴住居跡、土師器、刀子

館跡・集落跡 i縄文@平安時代竪穴住居跡、建物跡柱穴、土坑、空

堀、溝、縄文土器(前期~晩期)、土師器、須恵器、

中国陶磁器、珠洲系陶器

館 跡|土師器、中世陶磁器

集落跡!縄文e平安時代竪穴住居跡、土坑、フラスコ状ピッ

卜、縄文土器、石器、土師器

造物包含地|縄文土器、青竜刀型石器、磨製石器

集落跡!縄文時代竪穴住居跡、中世空堀、縄文土器(後期)、

土師器、中世陶磁器

造物包含地|土師器、中世陶器

館 跡 i空堀、土師器、須恵器、中世陶磁器

館 跡|郭、段築、空堀

館 跡 l郭、空堀

館 跡 lこと師器、須恵器、鉄棒、中世陶磁器

館 跡|土日rT器、中世陶器

館跡i
館 跡 l郭、空堀、中世陶磁器

館 跡|竪穴住居跡、掘立柱建物、板堺遺構、谷地期、土師

器、中世陶器、木製黒塗り椀

館跡

館跡

遺物包含地 1;石器片

館 跡|郭、空堀

館跡|

館 跡 i空堀、こ!こ師器、中世陶器

館跡|

集落跡|土壊、縄文土器(!晩期)、石器

集 落 跡 i縄文時代竪穴住居跡、土坑、縄文土器(晩期)、石器

集落跡|縄文時代竪穴住居跡、埋護炉、埋設土器、土坑、縄

文土器(早~晩期)、弥生土器

造物包含地 i石蓋カメ棺、縄文土器(高].中期)

i毒物包含地|縄文土器(後期)、土師器

館 跡 i郭、空堀

館 跡|竪穴住居跡、講状遺構、土坑、縄文土器j-Y、土師器片

館 跡 I!部、空堀

集落跡|平安時代竪穴住居跡、::Jこ坑、溝状遺構、柱穴様土

坑、土師器片

集 落 跡|縄文・平安時代竪穴住居跡、土坑、フラスコ状土

坑、板状土偶、縄文土器j午(J早期~中期)、土師器

片

造物割合地 i土師器片

館 跡 1 r竪穴住居跡、土坑、土師器j十、須恵、器

館 跡|腰郭，Wj跡

集落跡 i竪穴住居跡、土坑、集石遺構、縄文土器(早~中・

¥ I挽期)

館 跡|土師器片

舘 跡 i空堀、郭

12-
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地顕番号 追跡名 所 在 地 語 日4 遣 構 1、11包 物

12-24 谷地中館 在地中字谷地中20、21 館 踊; 竪穴住居跡、焼土遺構、縄文土器(前@後@晩期)、

土闘器片、須恵器

12-25 高田 越 lff館宇細越60外 集落跡 竪穴住居跡、土師器片、笥恵器片

12-26 笹館域 笹館宇笹館189- 外 館跡

12-33 八木橋城 八木橋字八木橋63外 |館跡 郭、空堀

15-3 赤 JII 赤JII字組森 造物包含地 縄文土器(前期，円筒下層ヤc式)

15-4 茂屋下岱 茂毘 造物包含地 縄文土器片(前期・月間下関a---じ式入山偶

15-7 越山向館 右瀬字越Illf右]館9-2 遺物包含地 縄文 1:.器(中期)

15-8 柏 木 dl田字柏木1-2 造物割合地 組イゴ i二墳墓、単穴住居跡

11 ド館務沢 山田字下館務沢 館 跡

15-12 矢石館 早口宇矢石館60 何日 石 石棺状紹石、縄文土器、土師器、須恵器片

15-17 越山薬Rrji堂ト 右瀬字越山 造物包含地 縄文土器片

15-18 越山館 岩瀬字越LlI 舘 跡 空堀

15-19 野突館 山田宇野丹 館 助: 空堀、陶器片、鉄棒

15-20 山田館 111田字山由171 館 跡 空堀

15-21 向家下館 山田字向家下 館 跡

15-22 一本初fl館 山田字向家下 館 跡

A 上 野 大舘市池内字ヒ野 集落跡 縄文・平安時代竪穴住居跡、土坑、フラスコ状土

坑、縄文土器(前~晩期)、弥生土器片、石器、土師

器、須恵器、擦文土器、小刀、刀子

B 上 聖 曲旧字上聖3-2外 集器跡 土坑、焼土遺構、縄文土器(官官~晩期)、石器

C 家ノ後 曲旧字家ノ後96-2外 集落跡 縄文時代竪穴住居跡、土墳墓、粘土採掘坑、土坑、

焼土遺構、土器捨て場、縄文土器(中~晩期)、石器

D 餌 釣 餌釣字館27タト 集落跡 a舘跡 縄文 e平安時代竪穴住居跡、中世竪穴建物跡、建

物跡柱穴、空堀、柵列、積石壕、縄文土器(中期~

後期)土師器、中国陶磁器

2) .土飛山館(4-45).大館城(4-46)・鬼ケ域.小館花館(4-64)・餌釣 a山館(4-70).萩 11時@軽井

沢新館(4-82).葛原館(4同 83).別所館(4-89). 1 ‘一所古舘 (4-90) ー ~I一二所域 (4-9 1) .大滝古館(ι92)• 

二井旧館(4自 94)ー本宮館(4-97).前田舘(4-102).杉沢館(4-103)ー大子内館(4-105).大披舘(4-108)。

横i崎館(4-109).高戸谷舘(4-110)。赤石舘(4-111).独鈷(12-6)・一!一狐域(12-8).真館(12-16).長岡城

(12-17) .仁!こ!野八幡台館(12-20).中野城(12-21).谷地中館e径舘域(12-26)・八木橋城(12-33).下館

務沢(15-11).野月館(15-19).山田舘(15-20).向家下館(15叩 21).一本榔館(15-22)が所在する。発

は、矢立廃寺@大舘野@長森 a片山館せ耳釣e萩 11恥前田館@真館@谷地中館の 9遺跡でおこな

われたが、 j片守れ礼!は心掻詰i古ι白.江@寸E餌耳釣.*引仰手萩枕夫却l仲11

矢立廃寺@大館野@長森の 3遺跡は集落@祭紀遺跡である000館.00城と名称、されていても館

主。創建年代@規模の明確なものは少ない。館主については、七ツ館は出羽の庄司@浅利定頼、花

岡域十I11山は;浅手IJ則頼e定頼e次郎吉、釈迦内館は浅手IJ家の女性、高館は工藤信久、片山館は片山弥

伝治(大学)，jll口館は佐藤兵助、大宮宮城は浅利勝頼e秋田実泰、小館花館は小立塙兵部、山館は山

館)flj音s.山館右衛門、軽井沢新館は額匹!淡路、 1- -所域は十二所信濃 s五城日兵庫、一二井lJJ舘はJlI

は本宮弥九郎、前田館は前田清左衛門、杉沢館は武田輿tiエ @四郎太豊俊@

杉沢数応、 てi官s"大披舘は武田太郎作斗fr，蔵掃部助、 1-1匹l戒は浅利員Ij頼.f[lJf右e

13 



第 2章遺跡の立地と環境

勝頼、真館は真舘九蔵、長岡城は浅利勝頼@頼平、中野城は浅利勝頼@頼広@片山駿河、笹館城は浅

利勘兵衛、八木橋城は浅利牛蘭、野月館は野突助三郎@野突助右得門、山田館は蟹沢庄兵衛と伝え

られている。

片山館は、空堀で区画された 2つの郭からなる舘跡で、腰郭と三重の土塁も現存していた。

郭内には角柱の擁立柱建物跡 3棟 D 5軒の竪穴建物跡・ 7基の土坑等が検出された。餌釣では、

空堀 1条寸冊列 1条@竪穴建物跡 4軒と12'""'13世紀の中国産自磁碗が出土しており、館跡と考え

られている。矢立廃寺では、 5次にわたる発掘調査の結果12世紀から13世紀初頭の中国産陶磁

器(白磁碗と四耳壷@珠洲系片口鉢)とカワラケが出土し、仏殿跡@総門跡@三門跡とされた建物

跡も他の建物跡、と想定され、定説化していた14世紀前半の禅宗寺院説が否定され、新たに12世

紀から13世紀初頭の建造物群である可能性が指摘されている。厩と考えられる土坑も検出され、

内部から食物残津である種子がクソベラとともに出土している。カワラケは、米代川流域では

初めての出土である。大館野では、竪穴建物跡 3軒と12世紀と思われる白磁片が出土している。

長森では、沢奥の水田中から13世紀初頭の珠洲系胸器の短頚壷 1偲と

水口祭りのような農耕祭杷が日われたことを想起させる。

2個が発見され、

一証

秋田県教育委員会 『秋田県の中世城舘J 1981(昭和56)年

この中で、餌釣館については以下のように記されている。「館は単郭で、南北約120m、東西約85mの

矩形の北西部に約45m、l幅約25mの張出部がつく。郭の南北は古米代川に向かつて台地を下刻した浸

蝕谷を利用して空堀とし、東側は両浸蝕谷を結ぶように幅約10mの空堀を配して台地と切り離してい

る。館の東側山王岱の台地上を南~!とに通る旧扇田道は、大館と扇田を結ぶ重要路である O 郭ーとの 16番

地には日吉神社が鹿すが、これは廃館後に杷られたたもので、館跡に霞接関係する信仰遺跡は不明で

ある。

この館に関する直接の記録は不明であるが、 『浅利興市{寺分限』に生内権助の名がみえ、当館の西

約100mに油内集落があって、生(池)内権助の居舘跡であったと考えられる。 r長崎氏旧記Jによる

と、生内権助は浅利勝頼を刺殺、勝頼の嫡子勝平の次男頼広が市里(館釣)で‘権助をみつけ、南部内

野まで追って討ち取ったという。山王岱15.21番が空堀、 16~20番が郭と改和図に明瞭にあらわれて

いる。J

補註 日吉神社は、明治時代初期の廃仏製釈前には「山王大権現Jとされていた。

佐藤久治氏は、日吉神社について「祭神は大山咋命(おおやまぐいのみこと)である O

浅利氏支配下の地侍が居住した餌釣館の館神であった。Jとしている O

佐藤久治 『秋田の神々と神社J秋田真宗研究会 1981(昭和56)年

ーは一



第 2節歴史的環境

2 山舘上ノ山遺跡、は、合計 7回の発拙調査が実施され、上ノ山 I遺跡、上ノ山E遺跡、上ノ山遺跡

等の遺跡名で報告書-が刊行されている。 諏訪台遺跡は、諏訪台C遺跡として報告書:が刊行されてい

る。

片山館は、 3回の発掘調査が実施され、いずれも片山館コの遺跡名で報告書が刊行されている O

参考文献

各々の遺跡は、以下の参考文献に示すもの以外は、大舘市教育委員会『秋田県大館市遺跡詳細分布

調査報告書J1990(平成 2)年、大館市『大館市史J第1巻1979(昭和54)年及び秋田県教育委員会何火田県

遺跡地図(県北版)J1991(平成 3)年による。

比内町教育委員会 『真舘緊急調査報告書』 1973(昭和48)年

比内町教育委員会 『谷地中「館」遺跡発掘調査報告書J 1978(昭和53):年

比内田]教育委員会 f本道端遺跡発掘調査報告書J 1986(昭和61)年

大館市史編さん委員会 『北秋田郡田代町山田字柏木岱縄文期竪穴群続縄文期配石土坑J

1971(昭和46)年

大館市教育委員会 『芋掘沢遺跡発掘調査報告書J 1972(昭和47)年

大館市史編さん委員会 『館コ発掘調査報告書第 1次J 1973(昭和48)年

大館市史編さん委員会 『福館遺物包蔵地、橋桁野竪穴住居社発掘調査概報J 1973(昭和48)年

大館市教育委員会 n自由遺跡、発摺調査報告書J

大館市史編さん委員会 『舘コ発掘調査報告書第 2次』

1974(昭和49)年

1974(昭和49)年

1975(昭和50)年

1986(昭和61)年

大館市教育委員会 『山舘上ノ山遺跡発掘調査報告書』

大館市教育委員会 『大館市玉林寺跡発掘調査報告書J

大館市教育委員会

大館市教育委員会

奥山溜

奥山活!

『大館市矢立廃寺発拙調査報告書J 1987(昭和62)年

『大館市山王台遺跡発掘調査報告書J 1990(平成 2)年

「松木鍛冶屋敷採集の石器Jr北海道考古学』第五輯 1969(昭和44)年

「福館遺跡Jr北海道考古学J第五輯 1969(昭和44)年

『池内発掘J 1973(昭和48)年

秋田県立大館関鳴高等学校社会部考古学班 『鳴滝遺跡発掘調査報告書J1966(昭和51)年

秋田県立大館鳳IJ鳥高等学校社会部考官学班 『鳴滝遺跡発描調査報告書J1977 (昭和52)年

秋田県教脊委員会 f塚の下遺跡発掘調査報告書J tUB日 Jパ山村間官却仲帝崎川

1979(昭和54)年

秋田県教育委員会 「鳶ケ長根E遺跡Jr鳶ケ長根E遺跡 r鳶ケ長根W遺跡Jr萩峠遺跡」

『国道103号線バイパス工事関係遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報

告書第84集 1981(昭和56)年



第 3章発掘調査の概要

秋田県教育委員会 n床噌内地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書袖ノ沢遺跡@

横沢遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第169集 1988(昭和63)年

秋田県教育委員会 『国道103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査概報一山王岱

遺跡-J 秋田県文化財調査報告書第170集 1988(昭和63)年

秋田県教育委員会 「由選103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1-上

ノ山 I遺跡@上ノLllll遺跡 』秋田県文化財調査報告書第173集1988(昭和63)'年

秋田県教育委員会 「国道103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書:ll 上

ノ山E遺跡第 2次調査 』 秋田県文化財調査報告書第193集 1990(平成 2)年

秋田県教育委員会 『諏訪台C遺跡発掘調査報告書一釈迦内地区農免農道整備事業-J 秋田県文

化財調査報告書第196集 1990(平成 2)年

秋田県教育委員会 『片山館コ遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第203集

秋田県教育委員会

1990(平成 2)年

『国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書直一餌釣遺跡 』

秋田県文化財調査報告書第210集 1991(平成 3)年

秋田県教育委員会 「国道103号道路改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書町一上ノ山 I遺跡、

第 2次調査 J 秋田県文化財調査報告書第211集 1991(平成 3)年

秋田県教育委員会 『国道103号道路改良工事に係る塩蔵文化財発掘調査報告書百一上野遺跡 J

秋田県文化財調査報告書第222集 1992(平成4)年

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

遺跡の立地する台地には、南西方向からの関析谷(沢)が入り込んでいる。この間析谷(沢)を

利用して中世城館の空堀が掘削され、その排土を土塁の盛土としていたことが、現地形からも

確認できるO 本遺跡は、現況が畑地@山林@宅地@道路であり、地山まで撹乱を受けている所

もあった。特に、現r=ll道東側の畑地では、耕作土である黒土採取のため重機で地山直上まで削

され地山の段丘傑層がむきだしになっていた。本遺跡の基本土層は、第 1次の調査区である

MB59グリッド付近のものであるが、第亜局は黒褐色の耕作土で、細かい浮石をまばらに含む。

E層は赤黒色土で、粒径O.5，..__，lcIll未満の浮石を霜降り状に含む。第蹴層は黄褐色~極日音赤褐

る火山灰層で¥十和田火山起源の大湯浮石層で、ある。 10CIll近い厚さに堆積している

所もあれば、痕跡程度の堆積しか見られない箇所もあるO 第IV層は黒褐色二!二で、ある。浮石
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第 2節調査の方法

まず、よくしまっているO 古代の竪穴住居跡はこの)脅から掘り込んでいる。第V層は所謂黒ボ

ク土と呼ばれる黒褐色土である。縄文土器がこの層の上位に散見されるO 第VI膳は極暗褐色の

地山漸移層である。第V層との境目が強く波打っているO 第四層は黄褐色~明黄褐色の地山土

である。地山土は所によって粘質土層(VIIA)であったり、砂磯!麗(四B)だったりして一様では

なし、。(第4図)

V層

VI層

VIIA・8層

第4関 図

第 2節調査の方法

l 調査区の設定

山王岱遺跡として発掘調査する区域は、南に突き出た二等辺三角形の半島状を呈する台地の

ほぼ中央を幅60mで東西に横断する形になっている。この区域は『秋田県の中世城館』にいう

狭義の「餌釣館」の北隣りに位置するが、拡大された「餌釣館jでは神社境内となっている郭

を仮に主郭とすればそれに付属する郭群を南側から E郭@盟郭.IV郭.v郭とすれば E郭の北東

区域@盟郭・IV郭の南側区域ということになる O

北秋田土木事務所が調査区内に打設した中心杭NO.120を原点として、これを通る座標北を

求め、 4mx4mの方般(グリッド)をつくるように杭を謁査区内に打設した。グリッドの呼称

は、 2桁のアラビア数字と 2文字のアルファベ y トを組み合わせて行うこととし、原点をMA

50とし、南北方向は原点から北が昇順(51.52.ー・・)、南が降順(49.48.・・・・)とし、東西方向は

原点から東にLT.LS.''LA.、西にMB.MC.'. MT.NA.NB.' .と付した。そして、グリッドの南

-17 



第 3章発掘調査の概要

東隅の杭でグリッド名を呼称することとした。なお、 とした中心1LNo.120の国家康標第

X系における鹿標値は、 X: 27860.7590 Y: -21279.3905である。この原点における座標北

と磁北との偏角は東に0
0
9' 48"である。(第 5図)

@ 

第 3次調査区

JLf91j 
8 S T A120 
方IIIU立4rn 4 rn 

第 2次調査区

第5図 グリッド設定図

2 発掘調査方法

昭和61年度の範囲確認調査の結果、縄文土器片と土師器片が出土しており、縄文時代と古代

の集落であると患われたため、それを念頭に置き調査を進めることとした。調査が進展するに

つれ、中世や近世と思われる遺構が確認されたため、 4つの時期の複合遺跡であるとの認識に

って進めることにした。!麗位毎に遺構プランの確認作業を繰り返し、検出した遺構には遺構

略記号を冠したあと種別を問わず一連の番号を付した。掘立柱建物跡の柱穴については、 Pを

冠し001から番号を付した。遺構の測量は、縮尺1/20を原則とし、微細図は縮尺1/10、地形

測量は縮尺1/50とした。また、遺構の一部を写真測量した。遺物は、出土層位と位置、レベ

ノレを記録してから取り上げた。掘立柱建物跡、の柱穴については、埋土の土色と土性を記録した。

第 3節 調査 経過

1 第一次調査の経過

第一次調査は昭平062年 5月6日から諸準備に入り、プレハブ事務所の設置、排土運搬車、ベ

18 



第 3節調査経過

ル卜コンベアーの到着を待って、 8日から粗掘りを開始した。粗掘りは調査区南端から始めた

が、焔の耕作土である黒色土を20cm'"'-'30cm除去すると段丘砂磯層に達するO 柱穴様の小ピッ卜

が検出されるも、建物プランとすることのできるものはなかった。 12日に調査区南部を東西に

通る農道の南側に 2本のトレンチを入れたところ、空堀跡であることが判明したのでこれをS

D01空堀跡としたo 14日からベルトコンベア の設置を行い、調査区北部からの粗掘りを開始

した。早速、焼土を伴う土坑(SK04土坑)の北東から!弓様の土坑が検出されたが、長方形の長

軸に直交するような張り出し部(溝状部)が伴っているので、これをSX05とした。 18日までに、

この周辺で溝状遺構などを検出したが、遺物はほとんど出土しなかった。 27日までに、調査北

端にあるSD09空堀跡と、やや中央寄りにあるSD10空堀跡の間の粗掘りと一部精査を終えた。

この間には、 SE12井戸跡、 SK08J二坑などから土師器が若干出土したのみで、遺物は相変わら

ず少なく、各遺構の年代推定を困難にした。また、 SX05火葬墓では精査中に人骨を検出した。

時期は不明だが火葬墓のようで¥.SK04.13も同様と考えられ、 SX04.SX13火葬墓とした。 SD1

0は調査前の現況でも帯状の浅い窪地となっており、空堀跡と考えられていたものであるが、

調査の結果、予想以上に浅い空堀跡であることが判明した。 SD10空堀跡以北の諸遺構の精@実

測を進める一方、その南側の粗掘り@遺構検出に努めたが、 6月13日に至っても明確な遺構を

検出できなかった。 27日までに、調査区南東部から平安時代の土坑(SK25土坑〉と縄文時代後

期の竪穴住居跡(S128竪穴住居跡)を検出し、 SD01空堀跡の全面掘り下げを継続した。 7月11

日までに検出した遺構の精査@実測@写真撮影をほぼ終え、 14日までに補足の調査を行って、発

掘調査を終了した。

2 第二次調査の経過

第二次調査は、平成元年7月17日より実施した。初日は、事務所@作業員休患用のプレハブ

周辺及び、調査区内に繁茂する雑草の刈り払いを行った。夏草の成長は著しく 1日では完了で

きなかった。 19日、調査区の大部分は畑地であるが、焔の土の一部が調査前に不法に土取りさ

れ、ーケ所に盛り上げられており、まずこの土を除去することがスコップを持つての第一の仕

となった。 24日にこの盛土内から縄文土器片@古銭が、 27日には土師器e陶磁器片が、 28日に

は土師器@陶磁器@金属器(lIIlo燭台)が少量出土した。 28自に盛土の除去がほぼ終了した。それ

にしても調査開始以来10日間雨なく、カラカラ天気続きのため風でほこりが舞いあがり、作業

には不快である。

31日から粗掘りを開始した。 LT39グリッドで耳付きの土師器餐形土器を確認した。遺構に

伴うのであろうか。 8月 1日にLT38グリッドで前日出土した耳部の対をなすと見られる耳部

が出土した。この東側で焼面、焼けた砂質系の石が確認でき、カマドであった可能性が高いが、
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一応8X50の名称を与えて写真撮影を行った。 3日に遺跡の北東方向に位置する山地中腹から

遠景写真撮影を行った。 4臼、本日も晴れ、 12日連続の真夏日となった。 10日'""16日はお盆休

みとした。

17日に調査区全体のジョレンがけを行い、遺構の有無ーを確認した。 18臼から第一次調査で確

認していた空堀跡(8D01空堀跡)の延長部分の掘り下げに入った。 8D01空堀跡の埋土上位から

煙管(キセル)が出土した。 23日に8K53土坑，..._，8K59土坑を登録し、確認闘での

施した。また調査区南東側の柱穴様ピット群のプランを確認した。同日午後、

障っ fこO

を

しい雨が

28日から8D01空堀跡掘り下げに時間がかかるため、先週で作業の終了した大館市片山館コ

遺跡の作業員を本遺跡謂査に動員した。また、地形測量開始。 29日には8D01空堀跡の土層断

面図及び写真撮影を行った。 30日になって8X50としていた遺構は精査の結果、平安時代の竪

穴住居跡であることが明らかになった。「館j期に伴う整地作業等で上部を削平されていた。従っ

て、焼土の広がりはカマドに、耳付きの土師器整形土器も本住居跡のほぼ床面出土となった。

同日、撤収の準備に入った。 8月31日午前、遺跡全景の写真撮影を行い第二次の調査を終了し、

同日午後には機(器)材を乗せたトラックと共に埋蔵文化財センターに戻った。

3 第三次調査の経過

第三次調査は、平成 3年5月13日に現地で作業員説明会のあと開始した。 14司から範閉確認

時のトレンチ排土の除去とメIJ払い、グリッド杭の打設を開始した心また、東側の山か

真を撮影した。 16日に遺跡基本土層ベルトを① MTライン、② 58ライン、③ MM70ぷ1L65-M

K60-MK57-範確トレンチ、④ 66ラインに設定した。 20日に現地形に明瞭に残る土塁(8F101.8

F102土塁).空堀跡(8D09空堀跡)の写真撮影と地形測蓋(20cm等高線)を実施(22日まで)した。8

F101土塁は、現長90m、高さ1.2m、基底幅 6，..._， 7mを測り、 8F102土塁は、現長70m、高さ1.

4m、基鹿i福4，..._， 7mを測る。調査区東側から粗掘りを開始。 23日に調査藍東側からの粗掘中、

1次調査で検出@調査していた8D10空堀跡のプランを確認した。 27臼にMJ56グリッドで南

壁にかまどを付設した古代の竪穴住居跡フ。ラン (81144竪穴住居跡)を検出。 ML53の黒色土中

に隅丸長方形に砂質粘土が巡るプラン (8K103土坑)を検出し、 を開始。 8D10空堀跡は、

東側から西側に延び、北側に屈曲したあとまた西側に続いていることが判明した。この鍵形に

屈曲する形態は、第 2次調査時の8D01空堀跡の形態と一致するo 30日に8K103土坑の北側で

南壌にかまどを付設した吉代の竪穴住居跡プラン (81108)を検出。また、土木事務所の工事と

して市道部分のアスファノレトと路盤の砕石の撤去作業が始まった (31臼まで) 0 31日から8DO

9空堀跡の粗掘りと、 8D10空堀跡の精査を開始した。 6月3日に81108竪穴住居跡を掘り込み、
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第 3節調査経過

SD10空堀跡に掘り込まれた溝跡のプラン (SD110溝状遺構)を検出。 5日に市道部分で土坑@

竪穴住居跡@溝跡フ。ランを検出。 7日から桜田隆文化財主査が現場に復帰し、それまで指揮

を執っていた高橋学学芸主事と交替した(高橋学学芸主事はセンターで「秋田ふるさと村j

の整理作業に従事)。天候に恵まれ、粗掘りとプラン確認が大いに進捗した。 11日にSD10空

堀跡プラン上を南北に横断する溝跡フロラン (SD113溝状遺構)を検出した。 18日に検出済みの各

プランに消石灰でラインを入れた。 19日にSD09空堀跡に設定したトレンチの横断面の土層断

と実測開始。 24日lこSD10空堀跡の底面lこ、空堀跡に誼交するように「溝」を多数検

出した。(この「溝」は、第 1次調査時にも確認されたが、その後の精査で空堀が埋没し始めて

から掘り込まれたものと確認された。)また、 SD09空堀跡も鍵形に問曲することが確認され、

3条の空堀が平行するかのように鍵形に屈曲しながら東西に延びていることがわかった。 28日

から柱穴様ピット群の掘り下げと実測を開始した。

7月4自に比内町立三岳小学校の 6年生一行(渡辺教諭引率)が社会科見学の途中、郷土学習

のため遺跡を見学。 5日からSD10空堀跡底面の「溝」の掘り下げと実測を開始。 11日にようや

く買収交渉が成立した東南区の草刈りを開始した。 16司には掘りドげ精査中のSD0geSD10空

堀跡の壁面地山が粘土質火山灰土層と磯層からなっているため、埋土との識別が国難を極めた。

しかし、 SD09空堀跡の鍵形屈曲部で、空堀の掘り下げ仕事の区域が明瞭に残っていたのを確

認できた。土木事務所から「調査区西側の工事区に進入する道路を他に確保できないので、調

査区内に工事用道路を作りたい」との要請があり、調査区北側に10m幅の道路用地を提供する

ととになり、その区域(通称10m道路〉の粗掘りを開始した心(工事用道路の工事自体は、現調

査範囲の航空写真撮影の終了する 8月15日以降という条件付きである。 )17.18日は、終日大雨

のため遺構内への流入水が多く、排水ポンプをフル稼働させても水没し調査ができなかった。

19日に現場を訪れた郷土史家の鷲谷豊氏から「空堀の形態からは、中世城舘というよりも近世

の城館ではないか」との疑問がだされた。 r餌釣館』そのものの年代に対する当初からの疑問

であり、この解明がこの発掘調査での課題のひとつとなった。 22日からSI108竪穴住居跡の精

査を開始した。 25日からSF101土塁の盛土撤去を開始した。 29日に古建築に詳しい県立由利工

業高校建築科教諭五十嵐典彦氏が来跡されたので、古代@中世の掘立柱建物跡と竪穴建物跡に

ついてご指導いただいた。

8月2日から実測作業の完了した遺構から航空写真撮影のための清揚と、消石灰のライン引

きを開始した。また、平行して地上写真撮影も狩った。 9日午前中に飛行機が飛来したが、

の状態が悪いため撮影できず延期となった。午後から発掘調査現地説明会の準備を行った。 10

日午後 2時から 3時30分まで山王岱遺跡発掘調査現地説明会を作った。参加者は127名であっ

た。 11日から18日までお盆休みとした。 19日に航空写真撮影が終了した。 20日にSF101土塁の
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第 3主主 発掘調査の概要

盛土下から張り出し部をもっ方形の竪穴建物跡フ。ラン (81176竪穴建物跡)を検出した。 21日か

ら精査を開始したところ、床面西側に禾本科植物灰が、柱穴の周囲に粘土質火山灰土が厚く堆

積していた。 22日に8F101土塁の盛土下から大観通費@白磁片@青磁片@万子(以上MR63)、珠洲

系揺鉢片(MT64)が出土した。29日に8D09空堀跡より北側の地区の最終写真撮影を行った。東

南区では、 8D10空堀跡を掘り込む溝(8D159溝状遺構)の埋土中から染付皿の破片が出土した。

また、第 1次@第 2次調査で検出していた8D01空堀跡の西側延長部分と、土塁の痕跡を検出し

fこO

9月2日に10m道路地区のプラン確認作業を行ったところ、縄文時代の竪穴住居跡 3軒(811

85.81187. 81189竪穴住居跡).土坑 1基(8K188土坑)を検出した。嵐倒木痕による撹乱を受けプ

ランが明確でなかったが、掘り下げ精査したところ、 81185竪穴住居跡では石囲炉に深鉢土器

が理設されていた。 81189竪穴住居跡では掘り込みのプランに比べて大きすぎる石囲炉が構築

されていた。 7日の午前中に10m道路地認の遺構実測と最終写真撮影が終了した。

9月9日から 2回目調査院(調査区全体の西側1/3)の粗掘りを開始したが、 1回目調査区か

ら排出された土砂が盛られているためその周囲を粗掘りした。 9月17日から20日の聞に土木事

務所の工事として、 l回目調査区から排出された土砂を l回目調査区に移動させた。

9月21日から10月 1日まで山王岱遺跡の西方約 1kmに位置する池内違跡と萩ノ台E遺跡の詳

細分布調査(範囲確認調査)に従事するため、山王岱遺跡の発掘調査を中断した。(この閥、台

風19号のためプレハブ事務所の屋根に被害を受けたが、遺跡自体には影響はなかった。)

10月2日に調査霞南西部から粗描りを再開した。 4口から測量業者によるグリッド杭打設開

始(11日まで)0 14日からプラン確認作業を北西側から開始した。縄文時代の竪穴住居跡群@

坑@土器埋設遺構のほか溝(8D168溝状遺構の延長).柱穴様ピット群などを検出した。

このころから雨天日が多くなり、調査が遅滞気味になった。 17日に財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業部の職員 3名が来跡されたので、関東地方に検出例が多く、第 1次調査特に検出し

た中世~近世の所産と思われる火葬墓@火葬施設についてご教示いただいた。 23日から各遺構

の掘り下げ@実測作業を開始した。縄文時代の竪穴住居跡には、五回炉に円~楕円形のくぼみ

が付属していた。 25日になって溝(8D168溝状遺構の延長)が南側で8D212.8D213溝状遺構と

複し、 8D09空堀跡に切られていることがわかった。

調査も大詰めになったが、雨も降り続き竪穴住居跡の精査に支障がでてきたので、雨対策と

して工事用足場と鉄パイプ及び4間x10聞の農業用ビニールハウスの透明ビニールで、各竪穴

住居跡に覆屋を作った。(この覆屋は、雨には有効であったが横風に弱い欠点があった。)久し

ぶりに晴天となった 7日に各遺構の最終写真と全景写真を撮影した。 8日に補充調査と撤収作

業に入った。 9日にすべての作業を完了し 3次にわたった山王岱遺跡の発摺調査を終了した。



第 1節検出遺構と出土造物

第 4章調査の記録

第 1節検出遺構と出土造物

3回にわたる発掘調査では、縄文時代@古代(平安時代).古代~中世@中世@中世~近世@近現

代@時期不明の 7時期の遺構@遺物を検出@出土した。この 7時期は、出土造物から時期の明確

な遺構、遺物の出土はないが形態から時期が判断された遺構、時期の明確な遺構との重複関係

から時期が判断された遺構、単独で検出され時期が明確でない遺構などがあり、統一された明

確な根拠に基づくものではなし」吉代~中世と中世~近世の時期区分に関しては、あくまでも

調査中のデータ(時期の明確な遺構との重複もなく単独で検出され時期が明確でない遺構であ

るが、プランの確認状況や層位@堆積土等)に基づくものであり、今後の他遺跡、に於いて類似遺

構の発掘調査成果次第で時期が変更となる可能性も含んでいる。時期不明という区分は、発掘

調査中にも判断できなかった遺構である。各時期の遺構の種別と数量は以下のとおりであるO

縄文時代

竪穴住居跡 14軒 (S 1 27.30.185.187.189.200.201.202.203.206.222 

223.2240225) 

フラスコ状土坑 1基 (SKF 29) 

土坑 5 (SK 182.188.228.229.232) 

土器埋設遺構 l基 (SR 226) 

配石遺構 l基 (SQ 177) 

吉代(平安時代〉

竪穴住居跡 5軒 (S 1 50.108.144A .144B 0160) 

土坑 9 (SK 08A.08Bo25.147.151.174.214.216) 

竪穴状遺構 (S K 1 19) 

焼土遺構 1 (SN 112) 

古代~中世

井戸跡 1基 (S E 12) 

土坑 5基 (SK 148.153.184=186=190) 

焼土遺構 2 (SN 115.116) 

溝状遺構 19条 (SD 110・121・122・123.124.125.129.145.146.150.162

163-167・168.169.170・17102120213)

ヰコ 一世
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第 4業調査の記録

空堀跡 3条 CSD 01.09.10) 

8カ所 CSF 101.102.251.252.2530254.255.256) 

橋跡 2カ所 CSM 257.258) 

竪穴建物跡 2 ~東 CS 1 210176) 

掘立柱建物跡 43~東 CSB 01.-_，43) 

土坑 1基 CSK 117) 

柱列 11条 CSA 44.-_，54) 

中世~近世

火葬墓 3基 CSX 04.05.13) 

被火骨出土遺構 4 CSX 14.15.16.26) 

溝状遺構 97条 CSD 113.136.137-138.140-149-158.159他

SD10空堀内溝89条)

近@現代

土坑 5 CSK 10301110173.2040209) 

時期不明

竪穴状遺構 1 C S K 1 54) 

溝状遺構 3基 CSD 06.07.52) 

土坑 15基 CSK 51-55.59.60.61.62.64.66.210-211.218 

219.220.221.230) 

焼土遺構 l基 CSN 231) 

柱穴 多数

以下、各時期毎に検出した遺構と遺物について述べる。

縄文時代の遺構は、調査区の東側と西側に検出したが、西側に濃密に分布している。地形と関

連させて言い換えると、東西に入り込む関析谷の縁辺部に竪穴住居跡@土坑a土器埋設違構が存

在し、中央部には自己石遺構が 1基存在するのみである。東西の縁辺部でも遺構の大多数が、関

析谷を挟んで山を望む東側よりも同じ高さの平坦面が広がる西側 している(第 6図)。

古代(平安時代)の遺構は、調査区の中央から東側に多く、山王台遺跡として調査された遺構

群をも考慮すると、縄文時代の遺構分布とは反対に台地東寄りに偏在している。竪穴住居跡は、

ほぼ南北方向に主軸をもち南側壁にかまどを付設している。大湯浮石!麗が埋土中に混入@堆積

しており、大湯浮石属の降下e堆積の年代と関連するO また、白頭山@苫小牧火山灰が埋土中に

堆積している土坑も検出した。
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第 i節検出遺構と出土遺物

中世の遺構のうち、空堀跡 3条は、台地東側の縁辺部から鍵形に屈曲しながら西側に延びて

おり、両側に土塁が付設している(第63064図)。空堀跡は埋没しきらずに細長いくぼみとして、

は道路として使用されていたが現地形からも確認できた。 掘立柱建物跡は43棟検出したが、

建物の性格と時期を追及するまでには至らなかった。また、掘立柱建物跡はいくつかのブロッ

クに分けることができる。各ブロックでは数回の建て替えが見られ、生活が長期間にわたった

可能性を示している。

中世~近世の火葬墓@被火骨出土遺構は、誠査区東側に集中して検出した(第63図)。

1 縄文時代の遺構と遺物
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母国 縄文時代の遺構配置図

(1)竪穴住居跡

S I 27竪穴住居跡(第 7図、隠版 3ぺ0)

調査区東側、LK40.LL40グリッドで、検出された。平面形は長径270cm、短径240cmの11塔円形を

呈するが、北東側で平安時代の土坑SK25と している。床面は地山面を15cmほど堀り込ん

でいでほぼ平坦であるが、地山に包含されている燥があちこちに出ており、たたき締められた

状況にはない。地床炉が床面の中央やや北東寄りにある。柱穴を床面に 2本、住居跡外に 3

検出しているが、本住居跡に伴うものか百かわからなし1。壷形土器(第 7図 1)が甫西側壁近く

にほぼ正立して、小型鉢形土器(第 7図 2)が炉近くの床面から

どから、本住居跡は後期後葉のものと考えられるO

した。 2つの土器の時期な
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第 4章調査の記録
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S 1 27土層断面註記

1 H者褐(10YR 94) 砂磯と炭化物を者千混入O

， ， 

第ア図 S 127・S130竪穴住居跡.S 127竪穴住居跡出土遺物
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第 l節検出遺構と出土造物

1 )は、体部上半を欠失するO 文様は、磨出し手法による弧状文が体部中位に描か

れ、下半は縄文である。その縄文は探りの強さの異なるLR、RLの原体を横{立に回転させて、

羽状縄文に見せている。底部中央部がややくぼんでいる。小型深鉢形土器(2 )は、体部上半に

弱い屈曲部を持ち無文である。口縁部に小突起を有し、弱い波状口縁をなす。

S I 30竪穴住騒跡(第 7園、図版 3) 

調査区東側、 MC45eMD45グリッドに位置する。地山(V1IB黄褐色i諜)麗)直上で石囲炉のみを

検出した。石間炉は長径140cmの楕円形と思われるが、その半周分が残っていた。炉内側と

囲炉に使用された河原石が焼けている。地山際層を掘り込んでいるのは炉部分のみで、緩いす

り鉢状に落ち込んでいる。竪穴住居跡全体のプラン@柱穴は確認できなかった。石囲炉の近く

から中期後葉と考えられる土器片が出土しているので、該期のものであろう。

S I 185竪穴住居跡(第 8'--'-10図、図版 4ぺ0)

調査区北西部のNE78グリッドに位誼し、検出屈は漸移層(VI層)上面である。平面形は長軸

360cm、組軸300cmの楕円形を呈し、長軸方位はN_7
0

-Eである。住居跡は地山(四A層)を20

cm掘り込み構築しているO 壁は外傾して急に立ち上がり、 は17'--'-38cmを測る。床面は北東

部が木根で境舌しされている外はほぼ平塩で、床面積は7.1rrfである。柱穴は11本検出したが、

配置@規模@深さからP1.2.4.7.8が主柱穴と考えられるO 炉は住居のほぼ中央に位置しており、

埋設された土器と石組からなる土器;埋設石田炉で、あるO 埋設された土器は胴部下半を欠く、深

鉢形土器であるO 石囲部は東側に20'--'-30cm大の亜角磯 4 しており、他に 1個

が床面からやや浮いた状態で検出されたc 炉の西側では石の抜き取り槙は認められなかったも

のの焼土の広がりと遺存する石の配置から、本来は北側に聞く馬蹄形に石組がなされていたも

のと考えられるO 床面の焼土は埋設された土器を隙み、北側に援形に広がっていた。炉の主軸

方位は住居跡の長軸方向にほぼ一致するものと推定される。床面積に占める炉の占有率は11%

である。

遺物は埋土の 2崩中に多く出土した。第 9図 1(五群a類)は炉に埋設されていた土器で、腕

部下半を欠く円筒形深鉢形を呈し、推定口径は約31cmである。口縁部はやや内湾する 4つの波

状口縁で、各波頭部下には橋状把手が付く。口縁部文様帯は粘土紐の貼り付け経帯と橋状把手

によって 4医固され、口唇部外側にも降帯が施される。 上下 2条の|盗帯上には撚糸圧痕文が縦

位に連続して施文され、降帯間には 8条の撚糸圧痕文が横{立に施文される。体部文様帯には、

末端結節LR縄文が横位回転施文されるO 結節部の綾絡文の間隔は約 5cmである。第 9凶2，--.-

15は2層から出土した土器片で" 2o 3(II群b類)は縄文地文に 2条 1組の縦位の沈線を搭き、

4 (丑群c類)は 2条の沈線の問に束Ij突あるいはもう 1条の沈線を施している。 5 (立群 d類)

は縄文地文に曲線的な沈線が描かれる。 6(盟群 c類)は焼成前の穿孔がある。 7(麗群d類)は

円
t
fつω



第 4章調査の記録
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S 1 185土l国断面註記

I 泉褐(lOYR53) 浮石粒少量混入

2 思褐(lOYRヲρ j手石粒・炭化物少量浪人

3 ゑ褐(lOYR~2) -暗褐(lOYR~'Í)小磯浪人
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S 1 185炉土層断臨註記

l 燈 (10YR%) 炭化物混入焼土

2 赤褐(lOYR%) 焼土

3 にぶい赤褐 (10YR~) 粘土質

4 様 (7.5YR%) 粘土質地山

s H =76.500m 

第8aJ S 1 185竪穴住居跡、.遺物出土状況図
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第 4章調査の記録

降沈線文で口縁部無文帯と下位の縄文部を区画している。 8(m群 e類)は口縁に平行して 3条

の沈線が施される。 9~11(盟群 a 類)は同一個体で縄文地文に横位の沈線が施される。

石器はおj片石器が 4点出土し、そのうちわけは石鉱 2点、石匙 1点、 1点である(第10

図16，...__18)。その他剥片や磯等多数出土した。 16は完形の凸基有茎鎌である。裏面の一部にや

や大型の階段状剥離痕が認められるほかは、 に細かなニ次加工が施されている。長さ38rnrn、

IP~13rnrn、厚さ 6 閥、重さ 1 g 17は16と悶様に凸基有茎錬に分類されるが、長さに対

して幅広で、厚さが極めて薄い。表裏両面共に縁辺に細かな二次加工が施され、中央部分には

素材の剥離面が残る。長さ32rnrn"Ijl高19rnrn、厚さ 4師、重さ 1g、石質頁岩。 18は末端に石核鹿面の

節理面を取り込んだやや縦長の剥片を素材とする。素材剥片の側縁打面側につまみ部が作出さ

れ、その反対側の側縁表面に二次加工が施され刃部が作出された横型石匙であるO 素材の末端

部にも二次加工が施されるが、元の形状を大きくは変形させておらず、必ずしも充分な整形加

工とはなっていない。長さ35rnrn"ljl高46閥、!享さ 7rnrn、重さ139 、刃部の長さ43rnrno19は

全体に不整形ではあるが、一端が尖頭状を呈し、他端が薄手に整形されていることから、ここ

-f-~ 専
16 

く〉

刊ム-- 可叫.../ 19 

く二:::> 17 

~~ 
ぷ?で二3

18 

第10儲 S I 185竪穴住居跡出土遺物(2 ) 
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第 i節検出遺構と出土造物

では石槍とした。横長剥片を素材とするとみられるが、二次加工は比較的大型で全面には及ば

ず、表面左上には素材の先行剥離面、裏面左側には素材の主要剥離面を残している。長さ77mm、

111話39服、厚さ20mm、重さ42g、石質頁岩。その他山部をもっ磨石が 2点 (82eRQ30) と際石 1

(86)が出土している。

S I 187霊穴住臆跡(第11図、図版 4)

調査区北西部のNF79.80eNE79グリッドに位置し、検出面は漸移層 ある。平面

形は長軸260cm、短軸200cmの楕円形を呈し、西側に存荘する風倒木を切り地山面まで掘り込ん

で構築されている。長軸方位はN-80
0

同WであるO 壁は北側から東側にかけては外傾して立ち

上がり、南側はやや緩やかな立ち上がりで、壁高は 6，.....15cmを測る。南西側の壁は掘り過ぎて

不明である。埋土は 6層に分題されるが、 4層を除き全体的に焼土が混入する培赤褐色系の土

である O 西側の壁寄りでは、長さ60cm、i臨30cm、厚さ約25cmの焼土塊が廃棄状況で、検出された。

床面は木根によって凹凸が著しい。床面積はおよそ3.8niである。柱穴は検出されなかった。

炉は東側で床面が火熱のためわずかに赤色硬化した範囲(35x 25cm)が認められた。床中央付

近には、火熱による赤色変化が認められる15'""'-'25 cm大の亜角磯3倍が床面からやや浮いた状態

口? 口|

台、3

。@。

υ| 

A 
立百二76.200m

i歯 8I
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! 日青赤渇 (5YRヲ6) 炭化物微録iIil人

小ミ

日青赤褐 (5YR'!:i) 炭化物滋人

潟 (7.5YR勾) 炭化物・枯土質地山牧混入

焼土

日音褐 (lOYR勾) 粘土質 主!!LLJ粒塊浪人
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第 4章調査の記録

で点在していたことから石間炉であった可能性が考えられる。

遺物は埋土中から少量出土したが、すべて粗製の縄文土器片で表面は摩耗が著しいo

S I 189竪穴住居跡(第12園、関版 5) 

調査~北西端のNJ81 グリッドに位置し、検出面は地山 (VIIA繕)上面である。平面形は

約210cmの円形を呈する。壁は北側が台地縁辺部の自然崩落により消失している外は、外傾し

て立ち上がり、壁高は 5'""14cmである。埋土は 7層からなるが、全層に多量の焼土と炭化物が

混入していた。下位には廃棄されたとみられる焼土ブロックがまとまって出土した。床面は中

央部が一段低くなっている。床面積は3.3rrfである。柱穴は床面および竪穴外とも検出されな

かった。炉は床面中央から南東壁に接して、長軸150cm、短軸100cmの楕円形で約 5cmの深さに

掘りくぼめ、さらに、そのほぼ中央を長軸72cm、短軸62cmの楕円形に約10cm程掘りくぼめて周

到に20'""30cm大の亜角擦を南東側に開く略馬蹄形に配置した石組炉である。炉の長軸方位はs-

55
0 

-Eである。火熱による赤色変化は石の内側面と石関部底面に限られる。石閤部に連続す

る掘り込み部の南東側の壁ドには援に沿って長さ80cm、幅30cmの長楕円形で、深さ約15cmのピッ

ト状の掘り込みがあり、底面からは10x 15cmの偏平な石が出土した。

遺物は埋土中から出土のスクレイパ-1点のみであるO 第12図 1は末端に自然、面を残す縦長

剥片を素材とする。表面左側縁ニ次加工を加え刃部を作出している。表面左側縁の刃部とは別

に右側縁上部にも微小な争Ij離痕があり、この部分も使用されたものと考えられる。長さ 71師、

111量50mm、厚さ14mm、重さ41g、刃部の長さ41mm、石質頁岩。他に自然に割れた頁岩塊が 2点、剥片

が6点出土した。

S I 200察穴住居跡(第13-14図、図版ト10)

調査区西部のNE68.69グリッドに位置し、検出面は地山(VIIA層)上面である。平面形は長軸

410cm、短軸360cmの楕円形を呈し、長軸方位は S-25
0

吟WであるO 現状での壁高は 2'"" 5 cm程

が残るのみであるO 住居跡の掘り込み底面は地山の砂磯層(VIIB層)で凹凸が著しい。

の観察では黒褐色土の埋土である下位に黄褐色土と小i擦が混合した薄い土層があり、明瞭に確

認はできなかったものの、貼床ではなし 1かと思われた。床面積は10.6rrfであるO 柱穴は 6本検

出したが、 P1'""P4が主柱穴と思われる。炉は南西側の壁に接し、石閤部と掘り込み部がセッ

トになった所謂「石間接式炉」の形態を呈する。炉の長軸は住居跡の長軸方向に一致するO

る石間部は自然、石を長紬方向に長い70x 60cmの方形に配し、東@西@南辺には20'"'-'

30cm大の亜角磯を一列に、北辺にはやや小ぷりの石を二重にしていた。揺り込み部と接する南

辺の石は他の 3辺に較べ一段低く埋置されていた。石岡部の内部は床面から 3'""8 cmの深さに

掘りくぼめられているが、火熱による赤色変化は石の内面に限られ、石組にII目まれた底面には

焼土@炭化物等は視認できなかった。掘り込み部は石囲部に接し、南西側壁とのi習に長軸135cm、

32 
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第 4章調査の記録
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5 1 2日o:tJ函断面討記 (51 20日炉も合む)

1 ，[，\~褐(I 0Y R 沿)と漬褐色i曲山土(I0YRYa)の混合 小磯多い

住民跡中央部に炭化物徴鼠含む

2 ;A， (10Y R ~f) 地山ブロック・小隊少盤浪人

3 !，U掲(I0YR勾) I世山粒子少盤混入 小路 1・2厨より少ない

4 烈褐(I0YR 勾) j由山粒子・小路少鼠浪人

5 !，思褐(I0YR3ゴ) 4脳よりi曲山性の浪人多い

6 !¥H同(10YRお) j也山塊・ 1立少滋浪人 炭化物・小磯少鼠i昆人D 
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第13図 S 1200竪穴住居跡・遺物出土状況図
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第 4主主 調査の記録

短軸100cmの楕円形で 2，...._， 5 cmの深さに鍋底状に掘りくぼめられ、さらに石組に隣接するよう

に長径60cm、短箆40c限、深さ 7cmの不整な楕円形を呈する浅~¥くぼみと南西側壁の下方に接し

て長径55cm、短経30cm、深さ 15cmの楕円形を呈するピット状の掘り込みを有する。床面積に占

める炉の占有率は16%である。掘り込み部底面はピット状掘り込みを除いて黄褐色粘質土で極

めて堅く締まっていた。掘り込み部の底面中央と壁下方のピット状掘り込み底面に同一個体の

深鉢形土器片が破砕された状況で出土した。ピット状掘り込み内では、胴部上半1/3周分の土

器片謹上に20x 10cmの車角礁が横置状況で、検出された。

遺物は、炉の掘り込み部から復元可能な一個体の土器と剥片2点@磯l点が出土した(第14図)0

l(V群)は深鉢形土器で口縁部がやや内湾し、推定口径23.7crn、推定底経8.5crn、器高32.7cm、

推定最大径25.2cmを測る。地文はLLrの半撚で縦位@横{立@斜位様々な回転方向で施文されて

いる。 2点の剥片は譲合し、両者は剥離面打顕を共有し共に長さ2.5cm前後の小型の恭Ij片論であ

る(a.b)o

S I 201(A. B)竪穴住居跡(第15'""17図、図版 6ぺ0)

調査区西部のNG67.68. NH67 .68グリッドに位置する。本住居跡は範囲確認調査時に確認し

ていたが、最終的に地山(四A層)上面での検出となってしまった。検出プランは南北に長い楕

円形を呈していたが、精査の過程で、一度建て替え(拡張)が行われ、新旧 2時期の竪穴住居跡

であることが判明し、建て替えた住居プランをA、当初の住居プランをBとした。

S 1201A 

平面形は長軸480cm、短軸400cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-4
0 -wであるO 壁は外傾し

て立ち上がり、壁高は 5，...._， 10crnで、ある。床面はB住居跡床面に 3，...._， 5 cmの厚さで粘質土を貼り、

平坦に整地している。床面積は14.8rriである。柱穴はA.B合わせて20本を検出した。配置か

らP1'""9.3BがAに属し、そのうちP1'""P7を主柱穴と判断した。炉は北側壁寄りに位置する南

半の石困部と北半の掘り込み部からなる石囲炉である。炉の長軸方位は住居跡の長軸方向に一

致する。炉は全体が長軸230cm、短車f!i80'"'-'140cmの規模の南半が方形、北半が構円形のプランに

床面から10'"'"'15cmの深さで掘りくぼめられており、床面積に占める炉の占有率は17%である。

石囲部は北側に開く略コの字形に、拳大から20，.._，30cm大の亜角礁が連続して配置されている。

一部古代~中設の柱穴様ピットによって破壊されていた。掘り込み部の底面は石囲部底面から

緩やかに高くなるが、境界は明瞭ではない。住居跡、の北側躍に近い掘り込み部北端には、長さ

120cm、l揺20"-'30cmの溝状を呈するピットが掘り込み部底面から更に 5，...._， 8 cmの深さに掘り込

まれていた。このピットの西端で接合可能な石器素材と思われる剥片が 8片重なって出土して

いる。炉内の底面には焼土等は視認できなかったが、石間部の各石の内側面に火熱による赤色

変化がみられた。
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S 1 201土脳断固註記

1 ;，江絹(lOYR?il 砂磯混入

一σ) 2 :，~，~.砧(l OY R'!:il 地山砂牧混入

3 U斉縄 (10YR'!:il 砂磯・炭化物徴主主泌人

4 にぶい渇(10YRお) 砂浪人

日制昌 (10YR勾) 磯混入粘土質

思褐 (10YR'l(l 砂磯混入
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S I 201炉土層断面註記

l 黒褐 (lOYR~) 砂磯混入

2 黒褐(10YR汁) 砂磯混入

3 黒(lOYR 1月)

第15図 S 1 201竪穴住居跡
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第 4輩調査の記録

S 1201B 

北側の壁がA住居跡建て替え(拡張)時に削平されているが、埋め戻されていた周溝を検出し

た。平面形は長軸400cm、短軸350cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-75
0 -wである。床面積は

11.3rrfを測る。柱穴配置からP3A.10"""'15の7本を主柱穴と判断した。北側に違存する周溝は

i幅約10cm、深さ約 5cmで、ある。炉はその痕跡を止めるのみであるが、石囲部と掘り込み部がセッ

トになった所謂「石図複式炉」の形態を呈すると推定され、南西壁に接して長さ200cm、 i隔80'-""

100cmで、中央からやや東寄りにくびれ部をもっ不整な隅丸長方形フ。ランで、 10，.....，15cmの深さに

掘りくぼめられているO 炉の主軸方位は住居跡の長軸方向に一致する。床面積に占める炉の占

3 

第16図 S 1 201竪穴住居跡出土遺物(1 ) 
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第 4章調査の記録

有率は17%である。 には多量の焼土粒と炭化物が混入していた。くびれ部の東側(住居

跡中央部)1こ長軸58cm、短軸50cmの楕円形で、深さ約 5cmの鍋底状ピットが、また、反対側の南

西側壁下方には長軸70cm、短軸30cm、深さ 5，..._， 10cmの楕円形ピットが存在する O くびれ部にー

列に並ぶ2儲の約20cmと30cmの長さの亜角磯は、東側の面が火熱による赤色変化しており、鍋

底状ピットを臨むように埋置された炉石であると判断されたが、この鍋底状ピットとそれに連

続する掘り込み部の底面と壁面には赤色変化や焼土等は確認できなかった。

遺物はA住居跡の埋土中からの出土で、土器は粗製の土器片のみである(第16図 1，..._， 7)。石

器は、それぞれ剥離面打面を共有する未加工の 9点の剥片が出土した(第17図 8，..._，10)。そのう

ち5点が同一母岩に属し、それぞれ 2組 (8• 9 )の接合資料となる。 10は81206竪穴住居跡出

土の剥片 l点と接合した。両者は被熱によって剥離したものと患われる O

S I 202竪穴住居跡(第18図、図版 6)

調査区北西部寄りのNE73グリッドに位置し、検出面は地山(VIIB層)上面である。平面形は

直径約290cmの円形を呈する。壁は外傾して立ち上がり、壁高は 7，..._， 10cmである。床面はほぼ

平坦で、床面積は6.2rrfである。柱穴は 4本検出したが、配置に規則性は認められない。

炉は南東側壁に接し、石陸部と掘り込み部がセットになった所謂「石間複式炉」の形態を呈し、

主軸方位はS-20
0

-Eである。石間部は拳大から人頭大の自然石を40cm角の方形に配し、石関

内部は床面から 3，........， 7 cmの深さに掘りくぼめられている。掘り込み部は長軸80cm、短軸70cmの

不整楕円形で 3，........， 9 cmの深さに摺りくぼめられており、床面積に占める炉の占有率は11%であ

る。掘り込み部の蔵前には石l理部に接して長軸40cm、矩軸20cm、深さ9cmの楕円形の掘り込み

が、また、南東側壁下方には長さ40cm、幅35cm、深さ約15cmの隅丸方形ピットが存在するO こ

のピット中には偏平な自然、石l個が出土した。石囲部と掘り込み部の底面には焼土@灰@炭化物

あるいは火熱による赤色変化は視認できなかったが、石閤部の石の内儲の面が火熱によって赤

色変化していた。また、床面には炉石と同程度の大きさの自然石が散在していた。遺物は出土

しなかった。

S I 203竪穴住居跡(第四，........，21図、図版 7-11) 

調査区西端のNK71.72、NL71.72グリッドに位置するO 検出面は漸移層(羽層)上顕で、地山

を掘り込んで床面としている。本住居跡は範囲確認調査特に確認していたものであり、検出プ

ランは東側が狭まる略楕円形を呈していた。完掘平面形は長軸510cm、短軸は420，.....，340cmの略

楕円形を呈し、長軸方位はS♂0
0

吋 Eである。壁は外傾して立ち上がり、範確トレンチで一部

上位が削平された西側部分を除き、壁高は20"""""30cmを測る。床面は中央がやや低くなるが、ほ

ぼ平坦で総床面積は14.2rrfである。柱穴は13本検出したが、配置と深さからP1.2.4.5.7.9.11.

12.13の9本を主柱穴と判断した。 P3とP10は、それぞれP4、P9の建て替えの柱穴であると判

-40 
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1 累(10YR~) 小機・炭化物少;縫滋人 中世のピットか

黒褐(10YR~) 小磯少最混入

思褐(10YR%) 小磯下位にやゃあり

終褐(10YRち) 小磯少量混入

黒褐 (lOYR%) 
暗褐(10YR9-4) 小l繰多最混入 石閥炉の充填土

S 1 
l 黒褐(10YR3:i) 小磯が下伎にやや浪人

2 黒褐 (lOYR 92) 小燦少;量混入

3 黒褐(lOYR%)
4 暗褐(lOYR9-4) 小磯多;屡混入 石間炉の充壊土
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I 黒(lOYR l}i) 磯混入

精褐(lOYR?:i) 褐色砂磯浪人

暗褐 (lOYR93) !凝視入

にぶい黄褐(lOYR勾) 磯混入

階褐(lOYR?:i) 明策褐色砂粒混入

にぶい爽掲(10YR ~正) 磯混入

7 明策褐(10YR:Jii) 砂質

にぶい策褐(lOYR勾)
5 iこ同じ

S 1 203炉土層断面註記

にぶい策褐(10YR 9-;f) 磯混入

にぷい策褐 (10YRち)
3 暗褐(lOYR?:i) 明黄褐色砂粒混入
4 焼土
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第 i節検出遺構と出土遺物

|新され、断面の土層の観察と確認プランの状況からみて拡張(建て蓄え)されたものと思われる。

炉は南東側の墜に接し、石囲部と掘り込み部がセットになった所謂f石間複式炉」の形態を呈

する。炉の長軸方位は長軸方向に一致するO 石間部は自然石を北辺60cm、東@西河辺70cmのコ

の字形に配し、拳大から20，.....，35cm大の亜角礁を用いて二重に組んでいた。南辺には拳大の石 l

個が遺存し、それに隣接して長さ30cm程の石の抜き取り痕が認められたことから南辺も一重に

組まれた方形の石組であったものと思われる。石囲部の底面は床面から約15cmの深さに掘りく

ぼめられ、火熱による赤色変化は石間の内閣と底部に限られる。掘り込み部は長軸120cm、

車由110cmの不整楕円形で約10cmの深さに掘りくぼめられており、南東側壁の下方長軸60cm、短

軸40cmの楕円形で深さ約10cmのピット状の掘り込みが存在する。床面積に占める炉の占有率は

16%である。床面の中央西寄りには、本住居跡の床面でプランを確認したが、埋土中位からの

掘り込みと判断された晩期の SK229土坑が存在する。

遺物は 3• 5膳中から多く出土し、土器(第20図 1，.....， 5 )は住居跡の中央やや西寄りにまとま

る傾向にあった。 2(1I群c類)は縄文地文に 2条 1組の沈線でほ画文を垂下し、区画外に刺突

が施されるo 3と4(IV群b類)は 3層中から出土した晩期の口縁部で口縁に平行して 2条の沈

線が巡るものである。本住居跡床面でプラン確認した晩期のSK229土坑に近接していること

から、本来は SK229土坑に伴うものと思われる。

石器は剥片石器 7点、磨製石斧 1点が出土した(第21図7"""'14)。剥片石器は石錐 1点、スク

レイパー 6点である。 7は床面北端から出土した石錐であるO 縦長剥片を素材とし、表面右側

縁から末端にかけて両面に二次加工を加え、錐部を作出している。錐部は摩滅して丸みがある。

長さ45mm，， 1臨27mm、摩さ 9畑、重さ 8g、石質頁岩。 12は床面北西から出土した。縦長剥片を素材

とし表面左側縁と末端の両面に大型の剥離からなる二次加工を施し、三角形に整形し右側縁に

細かい二次加工を施し刃部を作出する。長さ83rnrn"I福62rnrn、厚さ 16rnm、重さ172g、刃部の長さ 57

mm、石質真岩。 9は床面から出土したスクレイパーである。縦長剥片の表面の縁辺に二次加工

を施し、刃部を作出している。長さ62師、i幅48rnm、厚さ 9師、重さ23g、石質頁岩。 10は3題から

出土した。厚手の縦長制片の末端に急角度の二次加工が施され、平面円形の刃部を作出してい

る。また表面左側縁には微小~Ij離痕が認められる。長さ 73rnm" I幅32rnm、厚さ12mm、重さ35g、刃部

の長さ47rnm、石質頁岩。 13はP7付近床面から出土したスクレイパーである。断固形が三角形を

る大型縦型剥片を素材として、表面左側縁に二次加工を施し、刃部を作出している。長さ

125mm，， 1幅48mrn、厚さ2mrn、重さ 120rnm、刃部の長さ 113mm、石質頁岩o 11は床面から出土したスクレ

イパーであるO 横長剥片を素材とし、裏面末端と表面左縁末端側とに細かい二次加工を施し、

一端が尖頭状を呈する刃部を作出している。長さ59rnrn、l幅67rnm、厚さ 13rnm、重さ34g、刃部の長さ

56rnm、石質頁岩o 8は3層から出土した。極薄手の三角形状の剥片の両側縁に刃部を持つスク

-43-
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調査の記録第 4章

さ55mmレイパーである。刃部は裏面からの細かな二次加工が主となって作出されている。

i幅38mm、厚さ 6mm、重さ 69、刃部の長さ54mm、石質頁岩。 14は床面北西端から出土した両凸円刃

磨製石斧であるO 全面よく研磨され横断面形はいわゆる三味線胴形をなし、定形式石斧に属す

る。裏面刃部右側の欠損は使用によるものと思われるが、その後再度研磨を受け再生されてい

る。長さ 113mm，， 1臨(上)23mm/(下)49畑、厚さ25mm、重さ2089、石質緑色凝灰岩。

206撃穴住居跡(第22図、図版 7)51 

調査区西部のNE.NF67グリッドに位置する。本遺構は範囲確認調査時に確認していたもの

だが、最終的には地山(VIIA.B層)上面での検出となってしまった。南西半側が範確トレンチ

に、西側が木根により破壊されており、平面形は判然としないが、直径250cm前後の円形プラ

は8""' 15cmで、ある。床面は木根には外傾して立ち上がり、ンを呈していたと思われる。

よりやや凸凹しているものの概ね平坦である。推定される床面積は5.1J:J:fである。柱穴は 6本

S 1 
l 黒褐 (lOYR 32) 砂磯混入

2 黄燈色砂磯地山 (VlIA)塊

3 黒褐 (10YR9i) 砂1燦混入

4 黒褐 (lOYR3ぎ〕 砂磯浪人

/01(-m 
f Oii3(-23) 

検出したが、配置に規則性は認められなかった。
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第1i'm検出遺構と出土遺物

床面に炉と考えられる焼二h灰の堆積や、火熱により赤色変化した範囲等は確認できなかっ

たが、北東側壁に接して長軸100cm、短軸50'""80cmのひょうたん形の掘り込みが存在し、その

西側に20'""30cm程の亜角磯が 3個残存していた事から、石間炉であった可能性が考えられる。

遺物は、剥片が 1点出土したが、 S1201竪穴住居跡出土の剥片と接合した。

S I 222緊穴住居跡(第23.24図、図版ト11)

調査区南西部のNM65グリッド し、検出面は地山(WB層)上回である。平面形は長@

短軸方向とも300cmの北側と東側が膨らむ隅丸方形状プランを呈するが、南側は風倒木により

一部破壊されていた。壁は外傾して立ち上がり、壁高は 8'""15cmである。床面は西側にやや領

斜するものの概ね平坦で、床面積は7.1rrfである。柱穴は 5本検出し、 P1'""P4を主柱穴と判断

した。炉は南西壁側に位置し、床面から約10cmの深さに掘りくぼめたあと、自然五を組んだ石

間炉であるが、風倒木によりその大半が破壊され、遺存状態は極めて不良である。火熱により

赤色変化した10'""20cm程の自然石10個が出土したが、現位置に遺存するものは北側の 4偲のみ

である。本住居跡の炉も石間部と掘り込み部がセットになった所謂「石囲複式炉Jであった可能

性があり、推定される主軸方位はS-20
0 -wであるO 床面積に占める炉の占有率は 8%と推定

される。出土遺物(第24図 1'"" 9)はわずかで、土器は 2層からの出土である。 1'""7 (II群 c

類)は問一個体である。 RL縄文地文に 1'""2条の沈線文で区画文を垂下し、主として区画内

に径2mm程の深い円形刺突を施しているO 石器は、炉の組石脇から出土したスクレイパー I点

(9)のみである。 9は表面左側辺に自然面を残す比較的厚手の横長剥片を素材とする。表面

の末端側と裏面の右側の縁辺に二次加工を腕し、一端が若干尖頭状を堕する刃部長作出してい

る。長さ83mm"IP言92mm、厚さ19mm、重さ111g、刃部の長さ84mm、五質頁岩。

S I 223竪穴住賭跡(第25.26図、図版ト11)

調査区間南部のN067.68-NN67 .68グリッドに位謹する。本住居跡は範囲確認調査時に確認

していたが、最終的には地t11(WAJ語)上閣の検出となってしまった。平面形は北半が範確トレ

ンチで出平され、南半も木根によって撹乱されており、極めて違存状況は悪いが、誼径約270

cmの円形を呈すると推定されるO 壁は外傾して立ち上がり、接高は 2'""5 cmである。床面は木

根の擾乱で凸凹している。床面積は 5rrfと推測されるO 柱穴は北側に 6本検出したに止まり、

主柱穴の配置等は不明である。

炉は住居中央やや南寄りに長軸45cm、短軸32cmの範囲で火熱により赤色変化しているのが確

認され、それに接して北側に出土した約35cmの長さの亜角磯1個の南側の面の上半に火熱によ

る赤色変化が認められることから、炉石の大部分が欠失するがこの区域が石囲炉であったと判

断した。この石間炉の北側には竪く踏み閉められた不整楕円形区域、さらに深鉢形土器の胴部

破片が出土した長軸62cm、短軸50cm、深さ10cmの不整楕円形ピットが連続しているO 遺存状態

-49-
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第 4章調査の記録

から S1200竪穴住居跡に類する炉の形態を呈していた可能性がある。

造物(第26図1'""-' 6 )は埋土中と床面から出土したが、埋土が木根により撹乱されており、現

位置を止めるものはピット状掘り込み底面出土の l個体の土器だけである。 l(V群)は掘り込

み)底面から出土した底部を欠く深鉢形土器の胸部下半である。地文はRL原体を縦位吋黄位@斜

位様々な回転方向で施文している。 3(ll群d類)は曲線的な沈線で無文部を区画し、 4(皿群

f類)は縄文地文に 2条 l組の逆U字状に沈線を施し、沈線屈曲部の上位に円形刺突文をもっ

径12mm躍のボタン状貼付文を施している。 5はLR原体を回較施文した土器片であるが、割口

の半周に調整の痕がみられることから円盤状土製品の可能性も考えられる。

S I 224竪穴住窟跡(第27.28図、図版ト11)

調査区北西部のNH76グリッドに位霞し、検出面は漸移層(VI層)上面である。平面形は直径

約300cmの円形を呈する。壁は外傾して急に立ち上がり、壁高は35cmを測る。東側の壁は一部

焼けて赤色変化していた。埋土は 6層からなり、全層に炭化物と焼土粒が多量に混入しており、

西側盛際の埋土中(6層上面)には投棄されたと思われる焼土塊(5層)が検出された。床面は平

坦で堅徹であるが、床面は中央から西側にかけて焼けて赤色変化していた。床面積は5.5rrfで

ある。柱穴は 5本検出したが、配置には規則性は認められなかった。炉は東側の壌に接する石

囲炉で、主軸方位はN-80
0

-Eである。炉は全体が長軸120cm、短軸50'""-'100cmの規模の馬蹄形

に床面から約 8cmの深さに掘りくぼめられている。床面積に占める炉の占有率は14%である。

石組は掘り込みの壁面にそって20'""-'30cm大の亜角礁を用い、馬蹄形に東側壁下まで配されてい

る。長軸中心線のやや東側に、長さ約25cmの細長い自然石 l個が他の結石よりも低く埋置され

ていた。炉の掘り込み内で住居跡、の東側の壁下方には壁に沿って長軸50cm、短軸20cmの長楕円

形で深さ20cmのピット状の掘り込みが存在する。火熱による赤色変化は掘り込みの中央部より

西側の炉石の内側面と掘り込み底面に確認できた。本住居跡は床面及び壁面が火熱により赤色

変化しており、焼失家屋の可能性も考えられる。

遺物(第28図 1'"'-' 5 )は 1層中に多く出土した。 1と2(ll群 e類)は同一偲体の土器片で複数

の沈線によって曲線的な文様が捕かれる。石器は剥片石器 2点が出土した。 4は厚みのある横

長剥片を用いたスクレイパーである。横長剥片を素材とし、裏面打面側と末端側に二次加工を

施した後、表面全面に細かい二次加工を施し、一端が尖った三角形状に整形している。二次加

工が比較的平坦な裏面左側縁から先端部にかけてが刃部と考えられる。長さ45mm，1臨29mm、厚さ

10mm、重さ 129、刃部の長さ48mm、石質頁岩o 1層埋土から出土した 5は上部が折損しており、

本来の器種は確定できないが、ここでは二次加工のある剥片として扱うことにする。素材の縁

辺の主に表面倒に二次加工が施されており、石器製作途中で失敗し、放棄されたものであろう。

さ28畑、幅32mm、長さ 6mm、重さ 59 
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第 1節検出遺構と出土造物
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第 4章調査の記録

S I 225竪穴住居跡(第29図、図版 9) 

調査区西端のNM73e74グリッドに位置し、検出面は漸移層(VI層)上回である。平面形は長

軸300cm、短軸240cmの楕円形を呈し、地山面まで掘り込まれて構築されている。長軸方{立はN-

40
0 

-Eである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり、 は約10cmを測る。床面は中央が低く

なっており、締まりは弱し、。床面積は4.5rrfである。柱穴は 6本検出したが、 Pl'""P4が主柱穴

と考えられる。炉は認められなかった。

遺物は埋土中から少量出土した(第29図 1'"" 4)0 1 (IV群b類)は口縁に平行する 2条の沈

線が巡る。

，~ 
〈ご二〉

くこ〉 4 

第28図 SI
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第4章調査の記録

(2)フラスコ状土坑

SKF 29フラスコ状土坑(第30閥、図版9ぺ2)

S 127竪穴住居跡の東側、 LT40グリッドに位置する。口径約110cm、底径約140cm、深さ60

cmで、断面形がフラスコ状を呈する O 埋土中から晩期前葉の鉢形土器が数片に分かれて出土した。

この土坑の時期も土器と同じものであろう。

1 (IV群a類)の鉢形土器は口縁部がやや内寄するO 日縁部に羊歯状文が施され、体部下半

は無文である。

(3)土坑

S K 182土坑(第31図)

MQ64.MR64グリッドの町層で検出した。平面形は略円形、断扇形は鍋底形である。長軸

方向はN-8 0 -wで、長軸88cm、短軸82cmを測る。坑底面はほぼ平堀でプラン確認商からの深

さは15'"'-'18cmである。遺物は縄文土器 (V群)の体部破片が l点のみ北側壁で出土した。

S K 188土坑(第31関、図版9o 12) 

NH7ge80グリ yドのvn層上面で検出した。平面形は不整円形、断固形は円筒状を呈する。

坑底面は北西側が一段高くなっており、最大底面は若干鍋底状をなす。長軸方向はN-5T-E 

で、長軸148cm、短軸138cmを測る。プラン確認面からの深さは64'"'-'86cmで、ある。遺物は埋二左中

より 6片出土した(第31図 1'"'-' 4)0 1 '"'-' 3 (V群)はR撚糸文で 2と3は向一個体であるo 4は

LR撚糸文である。

S K 228土坑(第32図、図版12)

NJ74グリッドで検出した。平面形は不整円形を呈し、長紬方向はN-30
0

-Eで、長軸88cm、

短軸74cmを測る。さらに南西隅には口径40cm、底径30cm、底面からの深さ13cmのピット様堀り

込みがあるO 底面は平坦で深さ16cm前後で、あるO 遺物は埋土中から破砕された状況で出土した

底部を欠く円筒形深鉢形土器 1個体のみである。 1(耳群a類)は推定口径が20.3cmで、ある。口

縁には対極の位置に突起が付くものと思われる。日縁部文様帯の下端は粘土紐貼り付け隆帯で

区画され、さらに口縁突起から 2条の降帯が垂下して貼り付けられるが、ほとんどは欠落して

いる。日縁突起の中間の口縁部文様帯中位には貼摺がある。口唇部外側と残存する降帯、及び

貼療上には撚糸圧痕文が縦{立に施文されるO 口縁部文様帯には 2条 1組のR撚糸圧痕文が横位

に巡り、文様帯上位と中位の間には部分的にC字状に、中位と下位の間には縦位に撚糸庄痕文

が施される。体部文様帯には、 LR縄文の横田転地文lこLR結節の綾絡文を縦回転で 8条施し

ている。

S K 229土坑(第33図、図版12)

NL72グリッドに位置し、縄文時代中期の S1203竪穴住居跡と重複する O 最終的なプランは



検出遺構と出土遺物

S K F 29土層断面註記

l 階褐(10YR 9;f) 大磯・砂少量混入

2 婿褐 (10YR93) 砂磯混入

3 黒褐 (10YR~) 砂機少量混入

4 黒褐(10YR?3") VllAが塊状に混入

5 策褐(10YR%) 砂質土

6 5とほぼ同じ

7 階褐(7.5YRち) 砂磯多量混入

第 l節

一一

a
u
 B H =76.500m 

SKF29フラスコ状土坑・出土遺物
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第 4章調査の記録

3
↓
 

B

一一

A

一一

SK 182 

SK 
1 黒褐 (10YR勾) 黄褐色地山 (VIIA)粒
2 黒 (10Y R 31) 極微;蜜の地山粒を混入

3 1と明言竜褐(lOYR 9s) シルトが混合している

A
↑
 

8
↓
 

A 
-ーはこ76.100m

2 

B 

6 7 

SK 188 

S K 188土層断面註記

1 階褐(7.5YR%') 炭化物少量混入

褐 (7.5YR勾) 炭化物微量混入

褐 (7.5YR勾) 炭化物少量混入

時赤褐 (5YR勾) 炭化物・地山 (VIIA)粒少;選混入

窯褐(7.5YR 92) 地山 (VIIA)粒塊混入

i渚褐(7.5YRち) 地山 (VIIA)粒塊混入

褐 (7，fiYRお) 鳩山 (VIIA)粒場混入

援 (7.5YR9s) 地山 (VIIA)粒塊

9 明褐 (7.5YR%) 地山 (VIIA)粒塊

※ 8・9土は崩落ことか

第31図 S K 182. S K 188土坑.S K 188土坑出土遺物

。。



第 l節検出遺構と出土造物

。
m
 

-

ムH=76.100m _s 

寸~

第32図 SK228土坑・出土遺物

S 1203竪穴住居跡の床面で確認したが、確認面の上位で本土坑に伴うとみられる縄文時代晩

期の遺物が出土していることから、本来はS1203の埋土上属から堀り込まれていると判断さ

れる。本土坑は遺物の分布及び土層断面の観察から、直径150cIll前後の円形プランの土坑底面

にさらに長軸76cIll、短軸62cIll、深さ40CIllの掘り込みをもっ有段の形態をとるものと推定される。

現状で残存する埋土は地山士を多量に混入し、土坑掘削土の埋め戻し土と半Ij断される。ニt坑下

段の埋土中位からは縄文時代晩期の浅鉢の比較的大型の破片(第33図 1)が出土しており、

坑は該期土坑墓の可能性が強いものと推定される。 1(VI群)は、晩期の浅鉢形土器で全体の1

/3程が残る破砕状態で埋土中位からまとまって出土した。口径20.2cIll、底径6.2cIll、器高6.4cIll

を測る。日縁部文様帯下端は 1条の沈線で区画され、右傾の羊歯状文が施文され、口唇部には
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SK229 
SK232 

S K 229土!脅断面註記

l 浅黄 (2.5YR:?，f) 
暗褐(10YR9:3) 地山粒(VlIA)混入

黒褐(10YR?2) 細磯・炭化物混入

階縄(10YR9:3) 炭化物混入

得 (7.5YR勾) 砂磯多量混入

黒褐 (7.5YR 92) 炭化物・砂磯混入

淡策 (5Y R~) 粘土質

褐 (7.5Y R勾) 地山(VlIA)粒多量浪人

砂磯

SK 
1 黒褐(10YR勾) 細磯浪人

2 黒褐(10YR?2) 細磯混入

3 黒縄 (10YR 92) キ!日砂磯j混入
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第33図 SK229・SK232土坑.SK229土坑出土遺物

60-



第 l節検出遺構と出土造物

頂部に刻みのある小突起が 2個 l組で付く。体部下端には 3条沈線が横位に施され、 2条の沈

線開に連続して刻みが施される。体部の地文はLR縄文の横{立回転施文である。

S K 232士坑(第33図)

NM74グリッドで検出した。南側は撹乱を受けているため明確ではないが、平面形は楕円形、

断固形は鍋底形であると考えられる。長軸方向はN-78
0 -w、推定で長軸87cm、短軸71cm、プ

ラン確認面からの深さは26，....，34cmで、ある。遺物は出土しなかった。

(4)土器埋設遺構

S R 226土器埋設遺構(第34-35図、図版ト12)

NM74グリッドの漸移層(VI謄)上回で検出した。北側にはSK232土坑が隣接しており、確

認時には円形の連続したプランであったが、土層断面の観察で雨遺構問は撹乱を受けているも

ので、互いに独立した遺構であることが判明した。

平面形が上部径60cm、誌面径25cmの円形をまし、深さ32cmで、関口部が外湾する掘り込み中に

A
↑
 

A 

SR226 

守も
日
ーも

¥。

B 

V1IA 

A
↑
 

4事

v H =77 .400m 

SQ177 

S Q 177土層断面註記
1 黒褐 (10YR?百) 焼土粒・炭化物粒を極微量浪人

第34図 SR226土器埋設遺構・ SQ177配石遺構
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第 1節検出遺構と出土遺物

深鉢形土器を正位に埋設していた。

第35図(V群)は埋設されていた土器で、口縁部がやや内湾する粗製の深鉢形土器である O 推

定口径31.5cm、鼠径9.8cm、器高39.7cm、最大径32.3cmを測る。施文はLR原体が斜位に回転施

文される。

(5)配石遺構

SQ177配石遺構(第34図、図版 9) 

MM64.MN64グリッドのVI層上面で、 SF101土塁除去後に検出した。南西部はトレンチに

よって破壊されているが、現状で、径14，......，30cm前後の 7点の礁が長軸110cm前後の弧状に配され

ている。配石の周囲及び配石下には現状で、層厚10cm前後の若干の焼土@炭化物混じりの黒褐色

土が堆積する。配石の弧内面側には燥の付着が認められる。これらのことより、調査時には明

瞭な掘り込みは確認できなかったが、本遺構は浅い掘り込みに磯を組んだ右四炉であった可能

性も想定される。

2 古代(平安時代)の遺構と遺物

(1)竪穴住居跡

S I 50竪穴住居跡(第37，......，39図、図版16021)

L838.39、LT38.39グリッドで検出した。粗掘り段階で遺物の集中箇所(RP15016)と焼土の広

がりを確認していたが、掘り込み等のプランを明確にできずSX 50(性格不明遺構)として扱っ

ていたものであるc 地山面での精査の結果、方形のプランと焼土がかまどに伴うものであると

とを確認でき、 S150として再登録したものである。

規模は、南北長370，......，390cm、東師長360，......，380cmの方形を呈するが、各辺は直交せず、平行四

辺形様に変形している。従って、主戦方位はN山 30

""""10
0 -wの幅が生じている。柱穴は、四

隅(P1""""P4)と各壁中央部(P5""""P8)の8本からなる。前者は誼径30cm前後の円形を呈し、深さ

18""""32cm、後者は長径25，......，30cm、短径20cm前後の楕円形を皇し、深さ 8，......， 14cmを計測する。

後者は断面長方形の柱を建てていたのであろうか。床面は、地山(四B層)の一1:1こ黒~器研I伊シ

ル卜質土を貼っているが、特別に堅く締まってはいない。床面麓は13.6rrfである。

かまどは、南壁東寄りで確認しているO 上面は削平され、基底部のみである。左袖部を見る

と、切石(8ト2=砂岩)を芯材とし、この間に黒掲色シノレト質土を充填させている。この上に

は、燃焼部内に堆積している埋土を観察すると、砂質粘土を用いているようである O 推定右袖

下部にも石の抜き取り穴を 2箇所で、確認で、き、燃焼部の内法幅は約45cmとなる。かまど東側、

東壁に接しで浅い土坑(Pl1-12)が取り付く。焼土@炭化物などを含むことから、かまどに伴う

施設と考えられる。
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第36図 古代・古代~中世の遺構配置図
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第39図 S 150竪穴住居跡・出土遺物
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第 4章謂査の記録

遺物はかまど周辺及び、 l 点@土師器壷形土器 l点@土師器整形

6点、鉄製品 2点(釘@刀子様)が出土している(第39図 1'"'-'11)。

1は、推定口径12.8cm、現高4.9cmで底部を欠失する土師器郎形土器である。輔轄で成形し、

切り離し後の再調整はなし可。胎土は精選されており焼成良好で堅織である。色調は内外面とも

るo 2は、口径14.2cm、器高18.5cm、成径8.2cmで粘土紐巻き kげにより成形さ

れている ある。短い口縁部は緩やかに外反し、外商は下半に粗い箆削り

している。肩部の 2カ所に把手状の耳を付けているO 内面は細かい箆磨きの後黒色処理してい

る。底部は上げ底となっている。胎土は精選されており焼成良好で堅徹であるO 外国の色調は浅

黄撞色を呈する。 3は、口径21.8cm、器高29c虫、推定法径13cmで、粘土紐巻き上げにより成形さ

れ、短い口縁部が緩やかに外皮し、底縁部が張り出している土師器護形土器で、ある。外面は口縁

部を除き全面粗い箆削り調整している。胎土には砂粒を多く含み、焼成良好で堅徹である。色

は内外面とも暗褐色~浅黄櫨色を呈する。 4と7は土師器饗形土器の胴部上半の破片である0

4は口唇部を箆なでしている。 5.6.8.9は土師器護形土器の腕部下半~底部の破片である。

9は底縁が大きく張り出している。 10は現長8.4cmの釘状鉄製品、 11は両端が欠損している現

長9.2cmの刀子様鉄製品であるO

S I 108竪穴住居跡(第40-----43図、図版17.21)

MK54. ML53.54.55. MM54グリッドで第V層上面で、 SD110溝状遺構.S D 124溝状遺構と

して検出したが、 2条の溝状遺構とも本竪穴住居跡より新しい。また、北東部で、長さ76cm、

'11話46cmの長方形に現地表面から床面まで掘り込む撹乱穴が l力所存在する。浮石粒が霜降り状

に混入している暗褐色土の平面プランは、北側壁がSD110溝状遺構の掘削により上部を欠損

するが、ややいび、つな長方形を皇し、主軸方位は S-25
0

…E、床面積は15.5rrfである。遺存し

ている壁の長さはi有側壁310cm、東側壁395(推定420)cm、北側壁280(推定368)cm、西側壁488cm

である。壁は外傾して立ち上がり、壁高は南側壁14-----20cm、東側壁 3-----13cm、北側壁3-----6 cm、

商{日明言15"-'20cmであるO 床面は地山の黄褐色粘質土を号室く踏み固め平坦である。柱穴は

15本検出したが、 P1，.....P9が主柱穴(P2-P30P5-P6-P7は建て替え)と考えられる。また、床面中央

の長軸方向に並ぶP10.11は桁を支える柱穴とも考えられる。壁溝は、南東隅部(長さ30cm、!揺10

-----15cm、深さ 3-----4 cm)、東側壁下方(長さ110cm、l福6-----9 cm、深さ 2-----10cm)、北側壁下方

(長さ247cm、'P高7ro....-16cm、深さ 3-----l1cm)、西側壁下方北寄り(長さ69cm、'11高8-----12cm、深さ 3

cm)に存在するが、長さ10'"'-'25cmの長楕円形の掘り込みが連続して「壁溝」となっている。かま

どは南側壁中央からやや西寄りに板状角i擦と土師器饗形土器の破片を架構材@芯材として構築

しているO 天井部は崩溶しているが両袖部の遺存状況は良い。煙道部は短く急角度で立ち上が

るが、竪穴住居のプランを掘り下げた後、かまど部分を;埋め戻して傾斜させている。また、か
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第 4章調査の記録

⑮ 

A 

A 

81 

υl υl 

立Hミ 77・100m

8 

S I 108カマド土層断面註記

1 明黄褐 (10YR:!6) 浅黄援色粘土・焼土・炭化物混入
黒褐(10YRち) 焼土・炭化物多量混入
砂質焼土

黒褐 (10YR92) 炭化物・焼土粒・塊多量混入
援 (7.5YR%) 被火熱地山(VllA)土受熱部

課褐 (7.5YR9{) 白色i手石粒混入
浅黄 (2.5Y~) 地111(VllA)土(袖部)内側面せん質化

黒褐(lOYR9{) 浅黄色粘土塊混入
9 黄色浮石粒
lU 櫨 (7.5YR%) 熱災化士tll山(VllA)土(宇治部) 際より内側せん質化
11 にぶい褐 (7.5YR%) 粘土質

12 黒褐 (10YR究)

第41臨 S 1 108控穴住居跡かまど

-70 

L(コ

10 

m 



第 1節検出i章構と出土遺物

まどの袖部粘質土と住居跡壁面との簡に浮石粒が堆積していた。北東隅部とかまど東側の床面

にはほぼ円形プランを呈するピット(誼径70cmで深さ30cmのピットと直径40cm深さ 15cmのピッ

ト)が掘られ、柱穴Pllの西側床面には北側へ移動した痕跡のある直径約35cmの円形プランを

る地床炉が、東側壁の中央から南寄りの床面に20x 12cmと51x33cmの楕円形範囲に白色粘

質土が堆積していた。

遺物(第42図 1'"'-'ト 43図 7，..._，11)は、土師器の杯形土器@翠形土器および須恵器の杯形土器で、

埋土中からとかまど付近およびかまど中からの出土が多い。土師器材く形土器は磯轄を使用して

いるが、内面を黒色処理しているものが少量みられる。 1は、推定口径14cm、現高 4cmで底部

を欠失している須恵器坪形土器である。胎土には砂粒が混入しているO 焼成は還元不良である。

色調は外面が灰白色、内面浅黄櫨位を呈する。 2は、口径13.4cm、現高4.5cmで底部を欠失し

ている土師器杯形土器であるO 離轍成形後内面は箆磨きのあと黒色処理している。飴土は精選

されており焼成良好で堅敏である。色調は内外商とも浅黄櫨色を呈するo 3は、口径13.7cm、

現高7.4cmで底部を欠失している土師器護形土器で、轍纏成形されている。短い仁l縁部は緩や

かに外反し、日唇内側が垂直に立ち上がっている。胎土は精選されており焼成良好で堅撤であ

、:〉斗レイ
3 6 

第42図 S 1 108竪穴住居跡出土遺物(1 ) 
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ー-ー『ー-目即、一一一句-ーョ、、一、一 一一戸-司司F 一一一一一貯一一一色、~一一-
一 一一

第43図 S 1 108竪穴住梧跡(2 ) 

る。色調は内外面ともにぷい黄櫨色を呈するが、外面には煤状炭化物が付着しているo7は、口

径19.7cm、現高23cmで、胴部中央に最大径(20.5cm)をもち、粘土紐巻き上げにより成形されて

いる土師器護形土器である。)底辺部を欠失する。短い口縁部は緩やかに外皮し、仁l唇内側が垂

直に立ち tがる。外面は下半に粗い箆削り調整しているO 胎土lこ多震の砂粒を混入しているが、

焼成良好で竪撤である。色調は内外面ともにぷい褐色を笠する。 9は、推定口径20cm、現高11.2

cmの土師器整形土器胴部上半の破片で、ある。粘土組巻き上げ成形し、口縁部は両面から指で押

さえ付けて緩やかに外皮させている(両面に指頭圧痕が認められる)。外面は頚部から下半に粗

い箆削り調整している。胎土に多量の砂燥を混入している。焼成良好で竪徹であるO 色調は外
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第 l節検出遺構と出土遺物

面には煤状炭化物が付着しているが淡黄色~にぷい黄櫨色、内面が浅黄櫨色を呈する。 10は、

口径20.5cm、器高28.3cm、底径10.lcmで、胸部中央に最大径(22cm)をもち、粘土紐巻き上げによ

り成形されている土舗器護形土器である。短い口縁部は緩やかに外皮し、口唇内側が垂直に立

ち上がる。外面は下半に粗い箆削り調整している。飴土に多量の砂粒を混入しているが、焼成

良好で堅徹である。色調は外面が薄い黒斑があるもののにぷい黄褐色、内面が灰褐色~にぷい

黄褐色を呈する。 4• 8の口唇部のっくりもおなじである。 6=11は胴部下半~底部の破片であ

る。底面は平滑であるo

S I 144A. B竪穴住居跡(第44図、図版18)

MJ56.57グリッドに位置するが、範閲確認調査時に確認されており、検出面はV層上面で

ある。検出時に SD167溝状遺構およびSD10空堀跡と重接しているのを確認した。さらに本竪

穴住居跡自体も建て替え(拡張)が行われていることが判明した。各遺構の新!日関係は、(古) S 

1 144B→ S 1 144A→ SD167→ SD10 (新)である。

S I 144A竪穴住居跡(第45'-'"鶴岡)

北側と西側を SD10空堀跡の掘削により破壊されているが、平面プランは方形で主軸方位は

S _20
0 

-Eである。遺存している壁の長さは東側壁320cm、南側壁250cmである。壁はほぼ垂直

に立ち上がり、壁高は約20cmである。床面は黄褐色粘質土を貼っており平坦で箆く踏み固めら

れている。柱穴は、南東隅に 1本、かまど、の西側約60cmにl本、さらに東側壌の北寄り下方に

I本を検出した。壁溝は東側壁下方に検出され、長さ150cm、*詰 7，-..，10cm、床面からの深さが

約 5cmで、ある O 南東隅部には、廃棄されたと思われる焼土塊が内部に堆積している長軸50cm、

短軸25cm、深さ14cmの楕円形フoランを盟するピットを検出した。かまどは南側壁の隅寄りに付

設されていた。かまど本体は崩落して原形を止めておらず、天井部の架構に使用していたと思

われる長さ40'-"'60cmの加熱によりもろくなった偏平な自然石が散在していた。袖部には芯材と

しての石の使用は認められなかった。煙道部は比較的遺存状態は良く、土師器片を架構の芯材と

して黄褐色粘質土でトンネノレ状に構築していた。

造物(第47図 1'-'"ト第48図6，-..， 9)は土師器の杯形土器@護形土器(大型e小型).壷形土器@鍋

形土器と須恵、器のj不形土器で、埋土中からとかまど付近、およびかまど中からの出土が多い。

土師器杯形土器は轍櫨を使用しているが、内面を黒色処理している破片も少量みられる。 1は、

推定口径14cm、現高5.9cm、推定底径 5cmの擁醸成形した土師器杯形土器である。機櫨からの

切り離しは回転糸切りである。胎土は精選されており焼成良好で堅徹である。色調は内外商と

も浅黄樟色を呈する。 2は、推定口径13cm、現高4.6cm、推定底径 5cmの磯櫨成形した須恵器

杯形土器である。:擁聴からの切り離しは回転糸切りである。胎オニは精選されており焼成良好で

竪徹である。色調は内外面とも灰白色を呈する。 3は、推定口径24cm、現高25.9cmの底辺部を
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S 1 144Aカマド土局断面註記

精褐(10YR%) 白色軽石粒・地山(VllA)粒少星・炭化物微量浪人 ι 
培褐(10YR%) 
黒褐(lOYR %) 白色軽石粒・地山(VllA)校混入

情褐(10YR%) 地山中立浪人

褐(10YR勾) 煙道部天上機築土

暗褐(lOYR%) 池山粒多盤混入

階赤褐 (5YR94) 

黒褐(lOYR~2) 白色軽石粒・地山(VllA)土微;鼠混入

9 にぶい黄 (2.5YR94) 白色粘土

10 暗褐 (10YR93) 地山粒・塊及び白色浮石粒微;霞混入

11 暗褐(10YR 93) しまり強 煙道内部草皇太 白色浮石校少震・焼土粒微震浪人

12 掲 (7.5YR%) 焼jニ

第 4章調査の記録
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第46凶 S 1 144A竪穴住居跡かまど

欠失する土師器窪形土器である。粘土紐巻きょげにより成形されている。経い口縁部を大きく

外反させ、外面下半に粗い箆削り調整している。飴土に細砂を混入しているの焼成良好で、堅徹

であるO 色調は外面が淡黄色、内面が褐灰色を呈する。 4は、准定口径26cm、現高17.7cmの土

師器護形土器胴部上半の破片である。成形後、ほぼ垂直に立ちとがる日韓を箆状工具で撫でて

整形している。外面は下半を粗い箆削り調整している。胎土には砂礁を混入している。焼成良

好で竪敏である。色調は外語が浅黄樺色を呈するが、火熱を直接受けたためか赤変@黒斑も認

められる。内面はにぷい黄楼色を呈する 5は、推定口径13.5cm、現高 7.4cmの胴部下半を欠失

する小型の土師器護形土器である。粘土紐巻き上げで成形し、口縁部は緩くわずかに外反してい

る。頚部から嗣部にかけて粗い箆削り調整している。口縁部内側に糊状炭化物が付着している。

胎土に多霊の砂磯を混入している。焼成は良好で堅徹である。色調は内外面ともにぷい黄樺色

~にぷい雷褐恒を皐する。 6は、推定口径23cm、現高18.6cmの柄部下半を欠失する土師器護形

土器である。粘土紐巻き上げで、成形し、口縁部は緩くわずかに外反している。頚部から胴部にか

けて粗い箆削り調整している。胎土に多量の砂!擦を混入している。焼成良好で堅徹である。色

調は内外面とも浅黄櫨色~黄褐色を呈する。 7は、現高17.7cm、推定底径14cmの土師器護形土

器胴部から底部にかけての破片である。胎土に多量の砂磯を混入し、器援が荒れているため調
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第4章調査の記録
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第48図 S 1 144A竪穴住居跡、出土遺物(2 ) 
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検出遺構と出土遺物第 1節

整は不明である。底面に木葉痕が認められる O 焼成長好で堅敏である。色調は外面が浅黄樺色

8は、現高9.5cm、底径10.8cmの土師器謹形土~にぷい黄褐位、内面がにぷい樫色を呈するO

器の腕部から底部にかけての破片である。成形方法は不明であるが、調整は外語が箆撫で、内

面が箆磨きのあと黒色処理されているO 底部外面も箆撫でしているO 飴土は良く精選され、焼

9は、推定口径成良好で堅徹であるO 外面の色調は黒斑もあるが淡黄色~浅黄櫨色を呈するO

34.5cm、現高7.3cmの土師器鍋形土器の体部上半の破片で、ある O 粘土紐巻き上げで成形し、口縁

S 1 

20 1 別賞褐(10Y
2 明褐 (7.5YR%) 

3 階褐 (7.5YR勾)

I:T 
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DI 11 
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池山 (VllA)の貼土

炭化物・焼二日立多量

焼土粒・炭化物微量

階褐 (10YR勾) 焼土粒・炭化物微量

白色浮石粒細粒微量混入

褐 (7.5YRお)
J黒褐(10YRち) 池山土塊状に多量混入

白色浮石粒121爵より多い

褐 (10YR勾) 白色浮石粒霜降り状に浪人

(131霞より多い)

i清褐(10YR%) 地山粒多量混入

黒褐(10YR%) -褐(10YR勾)

~業褐(10YR96) しまり強

黒褐(10YR%) 白色浮石粒少最混入

時褐 (lOYR93) 地山土霜降り状に混入
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第 4章調査の記録
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第 1節検出遺構と出土造物

部は緩くわずかに外反している。外面は粗い箆削り諦整しているO 胎土には砂礁を混入してい

るO 焼成良好で整徹であるO 色調は内外面ともにぷい褐色~浅黄樺色を呈する。

S I 1448竪穴住居跡(第49.50図)

本住居跡の埋め立てと拡張により 114A竪穴住居跡を構築しており、また、 SD167溝状遺構

の掘削、それに続く SD10空堀跡掘削時の掘り過ぎと思われる掘り込みにより大きく破壊され

ており原形を失っている。遺存している壁の長さは北側壁150cm、東側壁660cm、南側壁200cm

であるO 壌は北側を徐き上部を削平されているが各側壁とも外傾して立ち上がり、遺存する壁

rヘ

/ぺ¥

A 

~ 

第51図 S 1 160竪穴住居跡
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第 4'京調査の記録

は北側曜日'""-'16cm、東側壁 7'""-'16cm、南側壁12'""-'19cmで、あるo (114竪穴住居跡のプラン確認

面までの高さは34'""-'40cmである。)床面は、黄褐色粘質土を貼って堅く踏み固められているが

南側にわずかに傾斜している。柱穴は、各壁面下方の床面に合計12本検出したが、 P1'""-'P5が

位置関係から主柱穴と考えられる。壁溝は、各壁下方に部分的に検出した。南側では長さ 160

郎、 l福7cm、深さ 5'""-'10cmと、長さ65cm、11I高3，._， 8 cm、深さ 5'"'-'10cmの2条、東側では長さ 14

2cm、幅10'""-'30cm、深さ 5CI目、北側では長さ30cm、i福12cm、深さ 5cmと、長さ61cm、幅 6，..._，15

。。

10 

百辿詐持よL

fの

戸日

Jt:::J 
」ロ

E 

12 11 9 7' 12 7' 

SK08A. B 

モZ
F戸グ=ι-

j三仏 、

F
↓
 

S K 08A. B二七層断面註記

l 黒(10YR5f) 細砂・炭化物務子混入

黒褐 (7.5YR~:O 浮石を霜|経り状に混入

2に類似

明褐 (7.5YR%) 焼土部分

譲 (5YR5f) 焼土粒混入

黒褐 (7.5YR~) 

7 黒褐 (5YR釘) 白色浮石を霜|海り状に混入

Ä~，褐 (7.5YR?，í)
明褐 (7.5YR%) 焼土!脅 ワラ灰と炭化物が混入

10 淡黄 (2.5YR ~:í) 大湯浮石層

10' 極精褐の土の方が大湯浮石よりも多い部分。

11 焼二日立の中に炭化物が特に多い部分

12 黒褐(lOYR~) 焼土粒若干混入

E H=78附 m

S K 25土}弱断面註記

I 階褐 (10YR94) 火山灰を塊状あるいは霜降り状に含む。

2 黒褐(10YR%) 木炭./ii撃を若干浪人。

2 '特に木炭のない部分である。

3 禁褐(10YR %) ~階褐(lOY R94)火山灰がレンズ状に堆積している。

3 '火山灰だけの部分。

4 灰褐 (7.5YR勾) 小1擦を浪人。

5 AIJl褐 (7.5YR?:O 炭化物をと砂礁を混入。

九話量討ニ

第52図 SK08A. SK08B. SK25土坑
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第 l節検出遺構と出土遺物

cm、深さ 5cmの2条である。南側盤下東寄りの l条は、かまど本体構築時に一部埋め戻されて

いた。かまどは、位置、規模、主軸方向とも144A竪穴住居跡と一致するが、燃焼部と両袖部の

痕跡が残るのみである。燃焼部には支脚の抜き取り痕と思われるピットが検出された。かまど右

袖部から約50cm西側に長軸55cm、短軸30cmの楕円形フ。ランをもっ深さ23cmのピットを検出した。

遺物は土師器の杯形土器と護形土器で、埋土中からとかまど付近からの出土が多い。土師器

杯形土器は瞬櫨を使用している。(図化できたものはない。)

S I 160竪穴住居跡(第51図)

MB66.67グリッドの地山(理A黄褐色粘質土)を掘り込む竪穴住居跡の北西側隅部付近の壁

溝を 2条検出したのみであるO 北側の壁溝は長さ200cm、幅約15cm、深さ13"""'24cm、西側の壁溝

は長さ165cm，， 1福10'"'-'13cm、深さ23，.....，27cmを測る。遺物は出土しなかった。調査区内は、市道の

道路基盤工事と水道管埋設のため掘削@破壊されているが、東側に隣接して調査された「山王台

遺跡第8号竪穴住居跡」の一部であることが判明した。推定される規模は、東西4.6血、南北4m、

主軸方位S-2t…Eの長方形プランを呈し、南側壁の中央から東寄りにかまどが付設されている。

「山王台遺跡第8号竪穴住居跡Jでは、理土中から土師器の杯(内面黒色処理)e警が、床面か

らは土師器の杯@奮と須恵器の長頚壷が、かまどから土師器の血@護@鍋が出土している。

(2)土坑

SK 08土坑(第52.53図、図版19)

2 

5 

、三グ

SR 
I 階褐(10YR %') 毛根多い

褐 (10YR%) 小磯少量

暗褐(lOYR %) 毛根多い

※北側は木根の影響を受けている

第53関 SK08j二坑出土遺物
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第 4号室 調査の記録

MA53e54グリッドで検出した。当初、基本層位の第V愚上面で、焼土を伴う 1基の土坑と

して検出したが、精査の結果 2つの土坑の重複であることが判明した。小さい方を SK08A、

大きい方を SK08Bとした。両者は、埋土中に大湯浮石層と居、われる浮石粒を霜降り状に含

むことから、大湯浮石層降下後のものと考えられる。底面は地山まで達してない。

SK 08A土坑は、上面で、長径約150cm、組径約100cmの楕円形を呈する。確認稲からの深さ

は10cmと浅し 1。堕はゆるやかに立ち上がり、壁面から底面の一部にかけて焼けており、木炭が

まれている(図中のスクリ ント…ン部分)。底面はほぼ平坦であるが、堅くはない。埋

土中に土師器の杯形土器や護形土器の破片等が散在していたが、大部分が二次的な火熱を受け

ていた。第53図 1は、口径11.6cm、現高3.8cmの擁櫨成形した土師器材く形土器で、ある。胎土は

精選されており焼成良好で堅織であるO 色調は内外面とも浅黄樺色を呈する。 2は、口径12.6

cm、器高5.3cm、jま径 5cmの轍櫨成形した土師器杯形土器で、あるo i鹿糠からの切り離しは回転

糸切りであるO 飴土には砂粒を混入している。焼成良好で堅徹である。色調は外面が淡楼色~

明褐灰色を呈する。内面は淡樺色を呈するが、箆磨きの痕跡も残っていることから、黒色処理

されていた土器が二次的な火熱によって変化したものと思われる。 3は、機櫨成形した土師器

杯形土器の口縁部破片である。外面に水挽き痕が明瞭に残る。内面を細かい箆で磨いており、

部分的に黒色を呈する。胎土には縮砂粒を混入している。焼成良好で堅徹である。色調は内面

の一部を除き内@外面とも浅黄櫨色を呈する。 4は、手づくねの土器の口縁部から服部下半に

かけての破片である。飴土には細砂粒を浪人している。焼成良好で堅敏である。色調は内@外

面とも浅黄櫨色を呈する。 5は、高台付土器(身部の形態不明)の高台部破片である O 底面に I

条の回線を巡らしている。胎土は精選され、焼成良好で堅徹である。色調は内@外商とも赤褐

色を景する。

SK 08B土坑は、直径が180'"'-'200cmのほぼ円形のプランを呈する土坑で、東側に溝状の張

り出し部を持つO 確認面からの深さは15'"'-'20cmである。壁は外傾して立ち上がる O 東側から北

西側の壁と)底面の一部が焼けており、木炭と灰状が残っている。東辺中央に、長さ約60cm、i幅

約15cm、深さ数cmの張り出し部があるが、埋土の状況から本土坑に伴うものと判断した。 SK

08Aとの前後関係については、北東では08Bが古いように見えるものの、北西では08Bが08

Aを切っているようにも見える。あるいは北西部のそれは、他の溝状遺構との重複があったか

もしれない。

SK 25土坑(第52図、図版19)

LJ40 .41. LK40 .41グリッドで、 S127竪穴住居跡を掘り込んでいる土坑である。長さ215cm、

!幅約170cmの長方形を呈し、プラン確認面からの25cmの深さを測る。埋土上位に台頭山起源の

火山灰と思われる灰白色の火山灰が橋円形に堆積していた。埋土中から縄文土器片と土師器護
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第 l節検出遺構と出土造物
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SK147 

S K 147土層断面註記

l 暗褐(10YR%，) 白色浮石粒・塊混入

褐(10YR勾) 白色・黄色浮石粒、炭化物多;冨;混入

褐(10YR勾) 2に同じ

明褐 (7.5YR%) 炭化物少量混入焼土

2に同じ 炭化物多い

炭化物

7 炭化物と浮石の混合!脅

8 f渚褐(10YR %') 炭化物微量混入

9 白色粘土層

10 階褐(10YR%，) 地山粒 (VIIA) ・塊浪人

11 褐(10YRえ)
12 黄色浮石粒塊

A
↑
 

S K 151土層断面註記

1 黒褐(10YR?ぎ) 策褐色地山 (VIIA)粒塊混入

11こ|言iじ
窯褐(10YR?3') 地山 (VIIA)粒微;農混入

黒(10YR?-i) 地111(VIIA)波浪人

黒褐 (10YR?3') 4に向じ

黒褐(10YR?2) 4に同じ

7 熟褐 (lOYR?3') 掘り過ぎた部分

ムト77.4蜘 1
B 

可宕ィ-
SK 151 

m 

第54図 SK147・SK151土坑
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第 4章調査の記録

形土器の破片、土師器i不形土器の底部破片が出土した。(土師器で図化できたものはない。)

S K 147土坑(第54-55図、図版19-21)

MI57グリッドのV層上国で検出した。長軸方向をN-89
0
-Eにもち長軸184cm、短軸152cmの

楕円形を呈する土坑である。埋土の中位には炭化物と焼土が多量に混入@堆積している。プラン

確認面からの深さは16，.._，32cmである。底面は凹凸が激しい。遺物は炭化物層の上面から土師器

の杯形土器と護形土器(大型o;J¥型)が出土した(第55図 1，.._， 7)0 1は、推定口径12cm、現高5.7

cr司、推定法径 5cmの離醸成形した土師器杯形土器であるO 糠聴からの切り離しは回転糸切りで

ある O 飴土は精選されており焼成良好で整徹である。色調は内外面とも浅黄楼住を呈する。 2

は、推定口径13cm、現高 5cm、推定底径5.6cmの糠轍成形した土師器杯形土器である。擁繍か

らの切り離しは回転糸切りである。胎土は精選されており焼成良好で堅撤である。色調は内外

面とも浅黄援色を呈する。 3は、推定口径22cm、現高25.2cmの底辺部を欠失する土師器護形土

器である。粘土紐巻き上げにより成形されている。短い口縁部を大きく外皮させ、外面は肩部

から粗い箆削り調整している。胎土に砂磯を混入している。焼成良好で堅徹である。色調は内

外面ともにぷい黄燈色~にぷい様色を呈するo 5も向様の器形@調整の小型の護形土器であるO

第55図ト 7は、土師器護形土器の底部の破片である。 6は現高 7.4cm、底径 9.2cm、 7は現

高8.2cm、底径 9.2cmで胎土に多量の砂礁を混入し、外面が箆削り調整されている。底面に木

葉痕が認められる。焼成良好で竪徹である。色調は外屈が明黄褐色~浅黄権色、内面がにぷい

黄樟位を呈する。

S K 151土坑(第54図)

MH58.MI58グリッドのV溝上面で検出した。長軸方向をN“ 50 司Wにもち長軸124cm、短軸

102cmの楕円形を呈する土坑である。プラン確認、面からの深さは20，......，46cmである。漬物は埋土

中から土師器の杯形土器体部破片 l点と護形土器胴部破片 1点が出土した。(図化できたもの

はない。)

S K 174土坑(第56.57図)

MH60グリッドのV層上回で検出したが、 SD09空堀跡の掘削により東側が破壊されていた。

残存部分から推定すると長軸方向をN-10
0

司Wにもち長軸93cm、短軸70cmの楕円形を呈する

坑である。誌面には焼土が薄く堆積していた。プラン確認、面からの深さは10，......，16cmで、ある。遺

物は埋土中カか〉ら土師器の均杯〈形土器破片l日l点(け3点は内面黒色処理)と護形土器破片1臼3点が出土し

た(第5幻7図)λo 1は、推定口径2μ4c悶m、現高2鉛6.6c佃mで、胴下半から底部を欠損する士土轟師器饗形土器でで、、

胴部上半に最大径をもつO粘士

側は垂直に立ち上がる O外面は下半に粗い箆削り調整している O 胎土には砂礁を多く混入して

いる。焼成は良女子で竪徹である。色調は外国に火熱による赤斑がみられるが明黄褐色~灰黄褐

-86 



第 1節検出遺構と出土造物

2 

モヲf
4 

第55図 SK147土坑出土遺物
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G主 S D09 

A
↑
 

B
叩

A B A 

3 2 

ーもへS D09 

V 

SK174 

S K 174土層断面註記

1 暗褐(lOYR%") 浮石粒微量混入

2 ~ゑ褐(lOY R%) 浮石粒と焼土を微量混入

3 黒褐(lOYR ち) しまり強 浮石粒微量混入

害虫

S D212 

A お

日=76.800m

SK214 

骨

B
↓
 

A
↑
 

B 

目立77.400m

A B 

一下存ヌケ
SK216 

S K 216土居断面註記

1 黒(lOYR i}i) 磯混入

2 黒褐(lOYR 9f) 磯混入

3 ~ゑ褐 (10Y R勾) 砂磯混入

S K 214土層断面註記

l 黒褐(lOYR町)
黒 (10YR1χ)

暗掲 (lOYR%")
暗褐(lOYR%) 
累褐(lOYR乞)
累褐 (10YR~) 

7 にぶい策褐(lOYR勾)

第56図 SK174・SK214.SK216土坑
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第 l節検出遺構と出土遺物

色、内面が黄褐色~灰黄褐色を呈する O ト 3も口縁部と口唇部の形状は 1と同じであるが、

胴部の膨らみはなし'02は推定口径19cm、現高 7.7cmで、 3は推定口径16cill、現高 5.8cmである。

4は、推定口径18cm、現高 5.1cmで胴下半から底部を欠損する土師器護形土器の破片で、粘土

紐巻き上げにより成形され、短い口縁部は大きく外反する。飴土には砂擦を多く混入している。

焼成は良好で堅級である。色調は内外面とも浅黄櫨急を呈する。

S K 214ごと筑(第56関〉

第57図 SK174土坑・出土遺物
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第 4章調査の記録

NE66グリッドで 2条の溝状遺構(SD168とSD212)に挟まれていたため確認が遅れ漸移層

(VI)上面で検出した。 2条の溝状遺構よりも古い。残存部分から推定すると長軸方向をN-15
0

-

Wiこもち長軸86cm、短軸56cmの楕円形を呈する土坑であるO プラン確認面からの深さは40cmで

ある。造物は出土しなかった。

S K 216土坑(第56図)

MT69.NA69グリッドで掘り過ぎからVI層上面での検出となった。 SD168溝状遺構の掘削

により頭側を破壊されていたため、全容は不明であるが、残存部分から推定すると長軸方向を

N-85
0

司Wにもち長軸125cm、短軸70cmの隅丸長方形を呈する土坑である。 深さは20cmである。

遺物は出土しなかった。

(3)竪穴状遺構

S K I 19竪穴状遺講(第58図)

LR44. L843 • 44グリッドの地山(VllA)上回で検出した。この部分は黒土取りによる撹乱が激

しく、遺構全体のプラン等は明確にできなかったが、長さ約300c辺、幅約250cmのほぼ長方形を

呈すると思われる。かまど等は検出できなかったが南東隅に焼土があり、土師器護形土器の破

片が出土した。(細片のため遺物の図化はできなかった。)

ー一一一一~一一/--_一一一戸
/ 
/ 

/ 

~ 一~ 

f 

f 

1
1
1
f
 

i
l
l
 

t I ，.，li;M炉内
II 口、-い訴訟'\~\~?:‘
トi 匂号、川、訴

え一一一一」二
第58図 SKI

(4)焼土遺構

S N 112焼土遺構(第59図、図版19.21)

ME57グリッドのV層上面で検出したが、水道管を理設するための掘削により南東側を破壊
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A 
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A 

ござ平吋地戸面白、

S N 112土層断面註記

/ 
B 

旦日ニ77.600m

1 ~ゑ褐(lOY R 32) 慈本的に VI嘗土 焼土・地111*立・白色浮石粒を霜降り状に多く混入
2 明赤褐 (5YR%") V層の;焼土イヒ

第 l節検出遺構と出土遺物

モ主

¥ トプ3

第59図 SN 112先!f.土遺構・出土遺物
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第 4章調査の記録

されているが、長軸方向をN-58
0

-Eにもち長軸128cm、短軸100cmの楕円形を呈する。底面は

凹凸があり、確認面からの深さは 4，，-，10cmで、あるO 素掘りの底面@壁面とも火熱を直接受けて

堅く焼き締まっていた。底面には土師器の杯形土器破片と護形土器破片が出土した。第59図 l

は、推定口径13cm、器高5.5cm、推定底径 6cmの擁櫨成形した土銅器杯形土器である。轍聴か

らの切り離しは回転糸切りである。胎土は精選されており焼成良好で堅撤である。色調は内外

面とも浅黄櫨色を呈する。 2は、推定口径14.5cm、現高4.5cmで、底部を欠失する土師器杯形土

器である。瞬櫨で成形しているが切り離しは回転糸切りである。飴土には砂磯を混入しているO

焼成良好で竪徹である。色調は内外面とも赤褐色を呈するが、外国に赤斑も見られる。 3は、

姉器杯形土器の底部破片である。底部外面に回転糸切り痕がみられる。胎土は精選され、焼成良

好で堅徹である。色調は内外面とも樫色を呈するが、外面に赤斑も見られるo4は、土師器壷形

土器の底部の破片であるO 現高 3.3cm、底径 5.5cmで、縁辺部を箆で、面取りしている。内面は箆

磨きされている。焼成良好で堅徹である。色調は内外商とも灰黄褐色~にぷい黄櫨色を呈する 0

5は、土師器整形土器の底部の破片である。現高 9.7cm、推定底径10cmで、胎土に砂礁を混入し、

外面が箆削り調整されている。底面は上げ底である。焼成良好で竪撤である。色調は外面が黄褐

色~浅黄櫨色、内閣がにぷい黄櫨色を呈する。

3 古代~中世の遺構

(1)井田跡

S E 12井戸跡(第60図、図版19)

MD55.56グリッドで検出した素掘りの井戸跡である。確認面での平面プランは直径185'"'"'195

cmの円形を呈し、底部も直径115"-'125cmの円形を呈する。深さは約200cmである。地山の段丘

磯!麗を掘り込んでいるが、現在は水の湧出がない。底部中央には直径60cm、深さ53cmの曲物を

正立させた痕跡が残っており、その中の理土は非常に軟らかい黒色二とであった。この出物痕跡

よりも t部の;埋土には、砂!擦や地山土などが多く入っているところから、この井戸跡は廃棄後、

人為的に埋められたものと考えられる。埋土中(上部に多い)から土師器整形土器の小破片が少

しているので、古代(平安時代)の井戸跡かも知れない。

(2)土坑

S K 148土筑(第61図)

MF58.MG58グリッドで検出した。東側は SD149溝状遺構に、北西偶はP553柱穴に各々切

られており、確定できないが、平面形はl略楕円形、断固形は逆合形と考えられるO 長軸方向を

ほぼ南北にとり、現状で長軸58cm、短軸24cmを測る。プラン確認面からの深さは10"-'12cmで¥

坑底面はほぼ平坦である。埋土は 2属に分かれるO 下層には大湯浮石粒が混入し、上属はよく
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第 l節検出遺構と出土造物

S E 12土層断面註記

1 赤黒 (7.5YR l}i)+にぶい黄桜(10YR~)~明黄褐

(10Y R J:s)+褐(7.5YR勾)の混土

l'褐 (7.5YR勾)
Y③赤黒 (7.5YR l}i) 小角E撃を多く混入

2 褐 (7.5YR勾) 小角磯を若干混入

2③黄褐(10YR 9&)黒色の微細な綿砂が混入 磯と

風化した軽石を若干混入

2@2と同じ

3 黄褐(10YR9i3) 小磯若干混入

4 赤黒 (7.5YR1汽) 小磯若干混入

5 褐 (10YR %0 砂と小磯からなる

5 '階褐 C7.5YR9，f) 細砂と黒色土の混合土

6 5と同じ

7 赤黒 C7.5YR引) 曲物の井ワクの中に堆積した土

8 赤褐 (5YR勾) 砂利層

9 赤黒 (7.5YR 1月)
10 明黄褐.(10Y R%) 砂質土

10' 砂磯層

第60図 SE 12井戸跡

締まった地山土で上面は焼土化している。遺物は出土しなかった。

SK 153土坑(第61図)

MS56グリッドで検出した。 SD10空堀跡により北側が切られているが、平面形はほぼ楕円

形、横断面形は鍋底状を呈するものと思われるO 長軸方向はS-8T-Wで、現状で関口部は長

軸168cm、短軸58cmを測る。遺物は出土しなかった。
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A
↑
 

B
↓
 

一てコ丸一_Tー

SK 148 
S K 148土層断面註記

1 Aゑ褐 (lOYR?s') 浮石粒極微量混入
S D 149の埋土

2 策褐(10YR9S) やや火熱を受けた貼土

3 Aゑ褐(10YRち) 地山土・浮石粒混入

@ 

~O~ 
Hニ二76.300m B 

ーセゲ
4 2 

SK 186 

S K 186土溺断簡註記

1 黒褐(10YR!li) 地山粒微量混入

2 黒褐(10YR?3) 池山粒微量混入

3 ~黒褐(10YR ?3) 褐色地山土(壁崩壊ゴニ)

4 黒褐(lOYR!li) 鳩山粒微量混入

A
↑
 

ムH=77 .600m 

羽~ 2 1 I 

~ーへそべ::--こ三と¥S D 10 
V五、1 '-..... ¥ 

S 4 -

B 
一日一0

H =76.800m 

SK 184 

SK 153 
S K 153土層断面註記

明賞褐(10YR~) 粘土質池山こと

暗褐 (10YRち) 地山粒多量混入

議褐(10YR!li) 地山手立・塊混入

3にIQJじ
黒(10YR 呪) 地山粒塊混入

S K 184土層断面註記

l 黒褐(10YR!li) 白色浮石粒微量混入

2 黒褐(10YR?s') 白色浮石粒極微量浪人

3 泉褐(10YR?s')

B
↓
 

H =76.800m 

、ニーニプー
SK190 

S K 190二七層断面註記

l 黒褐(10YR!li) 策褐色粒・白色事宝石粒徴主義混入

2 暗褐(10YR%) 地山土混入
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第 l節検出遺構と出土造物

S K 184土坑(第61図)

MM61グリッドのVI層で検出した。平面形は略楕円形、断面形は鍋底形であるO 長軸方向を

N同 30

-Eに持ち、長軸82cm、短軸66cmでプラン確認商からの深さは16cmである。坑底面はほ

ぼ平坦である。遺物は出土しなかった。

S K 186土坑(第61図)

MN61グリッドのVI層上面で検出した。平面形は円形で、断固形は鍋底形である。直径約60

cmで、坑底面も平坦であるO プラン確認、面からの深さは約14cmで造物は出土しなかった。

S K 190二七坑 (第61図)

MP60グリッドで検出した。平面形は略円形、断面形は鍋底形である。長軸方向は S_85
0 

-

W、長軸98cm、短軸88cmを測るO プラン確認、面からの深さは12""'"16cmで、ある。遺物は出土しな

かった。

(3)焼土遺構

SN 115焼土遺構(第62図)

MB69グリッドのV層上面で確認した焼土と炭化物が 2，...__3 cmの厚さで堆積していた。南北

方向80cm、東西60cmの楕円形の西側に、張り出しをもっプランである。

S N 116焼土遺構(第62図)

MB69グリッドのV層上面で検出した。長軸46cm、短軸30cmの規模の不整形の焼土面であるO

中央部に)享さ 1，...__ 2 cm前後の赤色化した焼土層が形成され、その周囲に大型の炭化物を含む被

熱膳が形成されている。

モよ
A
↑
 

R 
一一0

旦 H=78.100m 

~抄斗ー

v〆

2 

S阿116

S N 116土層断面註記

1 褐 (7.5YR%) 焼二七

2 ゑ (lOYR 3i) 炭化物混入

S N 115土層断面註記

1 赤褐 (5YR勾) 焼二七

2 黒褐 (7.5YR~2) 火熱を受けやや赤変

3 極時褐 (7.5YR%) 黄色浮石綿粒少量・炭化物多;匿混入

m 

第62図 SN115・SN116焼土遺構
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第4章調査の記録

(4) 溝状遺構(付~ 2) 

S 0 110溝状遺構

ML55、MM54、MN54、M054、MP53、MQ53グリッドに検出した。 v麗上面で確認され、

長さ24m、幅0.6""1.3m、深さ0.56----0.63mである。横断面は箱薬研形を呈する。遺物は埋土

中から土師器琢形土器口縁部破片が 2点出土した。

S 0 121溝状遺講

M056、MP54グリッドに検出した。 v層上面で確認され、長さ15m、i幅0.2""0.3m、深さO.

07'"'-'0.lmである。横断面は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 122溝状遺構

MP52'"'-'57グリッドに検出した。 v層上面で確認され、長さ16m、i福0.2'"'-'0.5m、深さ0.34

mである O 横断面はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 123溝状遺構

MN52'"'-'55グリッドに検出した。 VJ雷上面で確認され、長さ6.7m、l福0.3'"'-'0.4郎、深さ0.31

mである。横断面はじ字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 124溝状遺構

ML53.54グリッドに吉代のS1108竪穴住居跡に重複して検出した。 S1 108竪穴住居跡の

埋土を掘り込んでいるので本溝状遺構が新しい。 v層上面で確認され、長さ3.4m、幅0.2'"'-'0.3

m、深さ0.04'"'-'0.05mである。横断面は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 125溝状遺構

MP56、MI56グリッドに検出した。 v層上面で確認され、長さ1.4m、11届0.2m、深さ0.04'"'-'0.

05mで、あるO 横断面は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 129溝状遺構

MI52グJ)ッドに検出した。 v層上屈で確認され、長さ2.9m、i福0.3""0.4m、深さ0.08'"'-'0.13

mである。横断面は鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 145溝状遺構

MP58'"'-'61グリッドに検出した。 VJ謹上面で確認されたがSF 102土塁の盛土下に入ってお

り、 SF102土塁よりも古し1。長さ12.5m、i福0.4'"'-'0.6皿、深さ0.19'"'-'0.33mである。横断面は

U字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0 146溝状遺構

M059グリッドに検出した。 VI(漸移)罵上面で確認され、長さ1.1m、幅0.2'"'-'0.3m、深さ O.

06'"'-'O.12mである。横断面は鍋底形を呈するO 遺物は出土しなかった。

S 0 150溝状遺構

96 



第 I節検出遺構と出土造物

MN60、M059グリッドに検出した。 v層上面で確認され、長さ3.5m、幅0.2"""0.3m、深さ

0.19"""0.21mであるO 横断面はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

5 0 162溝状遺構

MB70、MC71グリッドに SD137、溝状遺構と交差@重複して検出したが本溝状遺構が古いoVI

(漸移)層上面で確認され、長さ 8m、幅0.2"""'0.8m、深さ0.17"'-'0.19mである。横断面は鍋底

形を呈する。遺物は出土しなかった。

50 163溝状遺構

MA73.74グリッドに検出したoVI(漸移)層上国で確認され、長さ2.6由、幅0.2"""0.5m、深

さ0.18"""0.25mである。横断面はU字形を呈する。遺物は出土しなかった。

5 0 167溝状遺構

SD09空堀跡と SD10空堀跡に挟まれるようにMK58"""62グリッドに検出した。 VJ麗上面で

確認され、 SF102土塁の盛土下に入っているので、 SD09. S D10空堀跡と SF 102土塁より

古い。長さ16.8m、幅0.6'""'0.8m、深さO.38'""'0.44 mである。横断面は逆台形~む字形を呈する。

遺物は出土しなかった。

50 168溝状遺構

MK63 """67、ML67、MM67、MN68、M068、MP69、MQ69、MR69、MS69、MT68、NA

68、NB68、NC68、ND67、NE66、NF66、NG65、NH64"""62グリッドのV層上面で検出した。

西側が開き気味の「コJの字形プランを呈する。 SF101土塁・ S D212溝状遺構・ S D213溝状遺構

と重複するが、 SD212.213溝状遺構より新しく SF101土塁より古い。長さ94.7m、i福2.2"""5.3

m、深さ0.14'""'0.4mである。横断面は箱薬研形"""U字形を呈するO 南側の SD167.SDll0溝

状遺構と連結すると考えられる。造物は出土しなかった。

50 169溝状遺構

MR67.68グリッドに検出した。 v層上面で確認され、長さ 3m、幅0.3"""0.4m、深さ0.18"""

0.21mである。横断固はU字形を呈する。造物は出土しなかった。

50 170溝状遺構

MR67.68グリッドに検出した。 VJ麗上面で確認され、長さ2.2m、幅0.2"""0.3m、深さ0.1'"'" 

O.l1mである。横断面は鍋底形を呈するO 造物は出土しなかった。

S 0 171溝状溝橋

MQ70グリッドに検出した。 v層上面で確認され、長さ4.8m、i隔0.4"""0.5m、深さ0.06"""0.1

mである。横断面は鍋底形を呈するO 造物は出土しなかった。

5 0 212溝状遺構

NC67、ND66、NE66、NF66、NG63"""65、NH64"""62グリッドに検出した。 SD213溝状遺
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構と重複するが、本溝状遺構が古い。VI(漸移)属上面で確認され、長さ9.9m、幅0.2----1 m、深

さ0.02----0.22mである。横断面は鍋底形----u字形を呈する。遺物は出土しなかった。

SO 213溝状遺構

NE65、NF65、NG65グ1)ッドに検出した。 VI(漸移)層上面で確認され、長さ20.8m、i幅1.8

----3.4m、深さ0.3"'-'0.8mであるO 横断面は鍋底形~箱薬研形を呈する。遺物は出土しなかった。

4 中世の遺構と遺物

(1)空堀跡(第64図)

調査区内に、 3条の空掘跡を検出したが、このうち北側と中央の 2条は埋まり切らずに帯状

のくぼみとなっていたため、現地形からも確認できた。南側から SD01.SD 10.SD 09と

名称した。 3条の空堀跡とも鍵形に回曲しており、所講「横矢掛り」の形態をもっO

SO 01~堀跡(第65.68図、図版22.23)

調査区の東南部を東 西に横断する農道の南側に接するように検出された空堀跡である。現

況では台地東縁から小さな沢が入っているように思われたが、埋没しきらない空堀跡、の東端部

分であった。西側部分は調査区域外に続いており、神社を臨む空堀に連結するものと思われる。

精査した空堀跡の総延長は95m、上幅 4----4.5m、基底Ijl量約2.5m、深さ0.9----1.2mで断面形は

箱薬研形を呈する。底面はほぼ平坦であるが、地形に沿うような形で東側桂深くなる。掘削に

際しては、旧表土から地山まで掘り込み、排土は空堀の両側に盛土し、土塁としたものと思わ

れる。その際、南側の旧表土を2.2ml福で、0.6m掘り下げ、「犬走り」状の小テラスを作出してい

る。

遺物は、埋土下位から灰粕平茶碗口縁部破片 1点と銅製品(煙管)が出土した。灰粕平茶碗

(第68図 1)は、二次的火熱を受け、紬面がブツブツした状態になっている。 14----15世紀にかけ

ての撤戸窯障n 煙管(第68図2)は銅製である。吸口の先端部を欠く。火皿と首部の接合部には

痕跡程度の祷強帯が残るO 火JJIl上面は、使用に伴うと考えられる小さな山由がある。雁首をう

ウ(羅宇)結合部から見て、首部の左横には継目が認められる。雁首内部には径 7mmの竹管が遺

していた。吸口部には肩が付く。各部の法量は、耀首部の長さ46mm、火皿径15閥、ラウ結合

部の径 9mmを計測するO

SO 09$堀跡(第66図、図版24----26)

3条の空堀跡では一番北側に位置する。調査区の東端では;埋没した空堀跡の北半分が農道と

して使用されている。西側部分は南東側からの関析谷に続いており、この関析谷もその一部と

して利用したものと思われる。精査した空堀跡の総延長は143.4m、上!福 5----6.5m、基底i福3.7

----4m、深さ0.9----1.1mで断面形は箱薬研形を呈する。底顕はほぼ平坦であるが、地形に沿う
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第63図 近代~中世・中世・中 1:It~近世の遺構配置図
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ような形で西側に緩やかに傾斜している O 屈曲部は他の底面よりも一段深くなっており、「仕

事の範閤Jであるかもしれない。掘削に探しては、旧表土から地山まで掘り込み、排土は空堀

の両側に盛土し、土塁としたものと思われる。その際、南側の旧表土をi隔0.5'"'"'1 mの「犬走り」

状の小テラスを作出しているO 遺物は古代の土師器の小破片が 1点出土したにとどまるO

S 0 10空堀跡(第67.68図、図版26"-'28)

東側は調査区域外に続いているがすぐ台地斜面となるため東端との距離はほとんどない。ま
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S D 01A -B土層断面註記

現代盛土(J督下位にビニール製品出土)

黒褐(10YR%')

黒褐(lOYR<?i) 
黒褐 (IOYR%，) 小磯多量混入 非常に級街でしまっている
黒褐 (10YR?i) 砂磯多;量混入
黒褐(lOYR3ぎ) 微量の黄櫨色地山粒・少量の砂磯混入

7 黒褐(10YR%，) 微量炭化物・黄燈色地山粒・細磯混入
B 黒褐(lOYR'?i) 微量炭化物・策機色池山粒混入
9 ミ褐(lOYR%') 策援色粘土質地山塊多最混入
10 黒褐(lOYR %') 基本的に Sに同じ(塊が大きい)
11 時褐(10YR勾) 策援色粘土質地山粒混入
12 黒褐(lOYR '?i) 砂混入
13 若者褐(10YR93) 黄燈色地山粒多量混入
14 黒縄 (IOYR3i) 策援色地山粒浪人強い粘土質
15 黒褐 (10YR釘) 小機浪人
16 ff者褐(I0YR93) 小磯多量混入

S D 01G -Hこた層断面註記

1 黒褐(10YR %') 耕作jこ 小燦多量混入
2 足褐 (10Y R %') 
3 黒 (7，5YR 3i') 大震撃を多量滋入
4 暗褐 (7，5YR?1) 小円磯ー木炭j守 e 池山塊少;霞混入

階褐(10YR94) 小傑を若干混入
5属中のi也山土が部分的に霜降り状に入る層
黒褐(I0YR?i)
7 J畜に地山土がわずかに霜降り状に浪人

9 褐~階褐の砂利層
10 碕褐色砂手IJJ脅
11 1と同じ

12 窯褐(10YR %') 2と同じ
13 2と同じ

14 ~竜褐 (10YR%) 基本j霞序第V層

S F 101-S D 09-S F 102A -B土層断面註記
1 I清褐(10YR勾) 小砂機多;監混入

黒褐 (10YR %') 縮磯混入

黒褐(lOYR?i) 細磯多量;混入
4 黒(10YR 1汽) 細磯多量浪人

5 黒褐(10YR %') 細磯・大磯混入
6 暗褐(I0YR94) 縮磯混入
7 明策掲 (10YR %) 砂燦少量混入 粘土質
8 策褐(lOYR%) 細磯少量混入 粘土質
9 暗褐 (10YR94) 総磯少量混入 粘土質
10 にぶい黄褐(lOYR勾) 黄褐色地山粒多量混入
11 1清褐(I0YR94) 黄褐色池山粒少量混入
12 黒褐(lOYR勾) 納磯・明褐色地山粒混入
13 泉褐(10YR %') 細粒浮石・細E軽視入
14 累褐(10YR?i) 大粒黄色浮石・総磯混入
15 明褐 (7，5YR %) 砂磯厨
16 褐(10YR勾) 紺!砂燦少最混入
17 黒褐(lOYR 32) 細磯浪人
18 ミ (10YR 1汽) 白色j浮石粒混入 本層上部が土~構築時の

地表面

19 大湯浮石層
20 黒褐(lOYR?i) 継機・大湯浮石粒浪人
21 黒褐(lOYR %') *IH磯少:麗;混入
22 黒褐 (10YR'?i) 紛磯少箆混入

K 木根による撹乱
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S D 01 C 
l 精褐(10Y

2 階褐(lOYR 94) しまりは中なれど 1よりやゃある
地山際・地山粒子を比較的多く含む

3 褐(10YR勾) 地山の二次堆積 帯状(ブロック状)
に入り込んでいるもの

4 空堀を掘った土 砂利を多く含む

5 ~土

SDOIE-Fこと層断面註記

l 黒褐 (5YR勾) 浮石・小磯多量混入
黒褐 (5YR'?i) 砂磯・炭化物少量混入
黒 (5YR3i') 小磯(円磯)少;量混入

黒褐 (10YR?i) 砂磯混入
極時褐 (7，5YR%')

5と伺じ 砂磯多量混入
黒褐 (7，5YR?i) 砂磯少量混入
黒褐 (7，5YR勾) 小磯浪人

黄褐(10YR%) 
10 思褐 (7 ，5YR~) 砂磯層 壁崩壊土か
11 暗褐 (10YR94) 小磯多鍾混入
12 黒褐 (7，5YRち) vJ麗

S D 09C-

l 黒褐(10Y

2 黒褐(lOYR%) 大磯少量混入

3 議~黒褐(10YR3i'-ち)
4 黒褐(lOYR%，) 小燦浪人

S D 09E 

l 黒褐(lOY
黒褐 (10YR%) 

議褐(10YR %') 砂磯・明策褐色地山粒混入
黒(10YR 3i') 磯少量混入

5 暗褐 (7，5YR<?正) 磯混入
6 黒褐 (10YR%) 明業褐色砂質地山粒塊・籾1穣混入

黒褐(10YRち) 黒褐色土混入居華麗
明褐 (7，5YR%) 砂層

9 6におjじ
10 策褐(10YR 9tr) 燦・明演褐色地山塊混入(地山再

;准積か)

11 黒褐(lOYR勾) 磯滋入
12 泉褐 (7，5YR~) 紛1緩混入
13 I稽褐 (7，5YR94) 小磯混入

14 1務褐 (7，5YR94) 砂磯層
目 黒褐(I0YR?i) 白色浮石塊・明策褐色地山中立塊混入
16 黒褐(10YR言語) 白色浮石粒浪人
17 思褐 (10YR?i) 磯浪人
18 黒褐(10YR%) 明策褐色砂質土tli山粒塊・磯滋入
19 基本震序第V層

20 木根による撹乱

S D 10K -Lこたj脅断面註記

1 思褐 (7，5YR?i) 表土
l' 1と同じ 大磯を上部ほど多く混入
2 黒褐 (7，5YR?i) 浮石・ ra、機を霜降り状に混入
3 黒褐 (lOYR%) 

4 極絡褐 (7，5YR 3i') 砂磯を若干浪人
4' 4と同じ

5 赤黒 (7，5YR 1月)
6 黒褐 (7，5YRち) 砂話集務干混入

占禁(5YR3i')と黄掲(10YR %)の滋合土 砂磯混入
策褐(lOYR%) 

黒褐 (7，5YR?i) 砂際若干浪人
10 U音褐 (7，5YR94) 地山漸移層
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S D 09G -H土層断面註記

l 明赤褐 (5YR%) 砂質

2 黒褐 (10YR?3) 黄褐色地山粒少量混入

3 黒褐 (10YR?2) 白色浮石徴主義混入

4 黒(lOYR引) 黄褐色地山塊混入

5 黒褐 (7.5YR?2) 強い粘土質

6 黒褐(lOYR 92) 砂質

7 暗褐 (7.5YR~) 明褐色砂多量混入

8 暗褐(lOYR~) 黄褐色地山砂磯多量混入

9 黒褐 (10YR 9i) 明黄褐色地山粒・塊浪人

10 黒褐 (10YR?2) 強い粘土質

11 ~良褐 (10Y R 92) 明策褐色地山塊少量混入

12 11に伺じ

目 黒褐 (10YR?3) 策褐色地山粒少量混入

14 暗褐 (10Y沢勾) 黄褐色地山粒微震混入

目 黒褐 (7.5YRち〕強い粘土質

16 暗褐(lOYR~) 葉褐色地山粒少量混入

17 窯褐(10YR?2) 強い粘土質

18 暗褐 (10YR93) 黄褐色地山粒・砂磯混入

19 11に同じ

20 靖褐 (7.5YR~) 黄褐色池山粒・塊多;蜜混入

21 H音褐 (7.5YR~) 燦混入

22 黒褐 (10YR 92) 策褐色地山粒混入

23 褐 (7.5YR勾) 黄褐色地山塊多量混入

24 6に戸iじ
25 黒褐 (10YR?3) 砂磯多量混入

26 緒褐(lOYR~) 磯混入

27 褐(lOYR勾) 磯混入

28 21に同じ

29 暗褐(lOYR 93) 策褐色地山粒混入

30 黒褐(lOYR?3) 強い粘土質

31 2に|苛じ

32 ~黒褐(lOY R勾) 医磯・磯混入

S D 09 I -J土層断面註記

1 赤黒 (2.5YR~í) 表土

2 褐 (7.5YR勾) 表土

3 赤褐 (5YR勾) 4と同じ

4 褐(lOYR勾) 赤泉土が塊状に混入

5 黒褐 (5YR党) 砂磯若干混入

6 黒褐 (7.5YR?2) 砂磯若子混入

7 黒褐 (5YR9i) 浮石粒霜降り状に混入

8 黒褐(lOYR?i) 浮石粒霜降り状に混入

9 ~ゑ (5Y R31) 浮石粒若干混入

10 黒褐(lOYR身) 大湯浮石多;蜜混入

11 赤黒 (2目5YR 31) 

12 ~設褐 (5Y R勾)
13 褐 (7.5YR勾)
14 黄褐 (10YR%) 

15 黒褐 (7.5YR?2) 

16 4・15に類似

17 累褐 (7.5YR?2) 耕作土

18 赤黒 (2.5YR的) 浮石粒が霜降り状に混入

19 極婿赤褐 (2.5YR?2)浮石粒を多畿に混入

20 :¥1を褐(lOYR %) 大湯浮石層

21 黒褐 (5YRち)
22 ~ゑ (5Y R.li) 
23 極騎褐 (7.5Y R?3) 22と地山との誇ir移層

S D 10G 狂土j脅断面註記

1 ~ミ褐 (10Y R?2) 黄褐色地山塊・砂磯多;屡混入

2 黒褐(lOYR?2) 

3 ~思褐(10Y R?i) 黄褐色地山粒微量混入

4 極時掲 (7.5YR?3) 強い粘土質

5 暗褐 (7.5YR勾) 黄褐色地山粒・砂磯少最混入

6 精褐 (7目5YR93) 策褐色池山粒・砂磯多量混入

7 黒褐 (7.5YR?i) 黄褐g，_地山粒・砂磯多量混入

8 磯層

9 道路盤

S D 10A -B土j醤断面註記

l 黒褐(10YR?3) 紛磯・白色浮石粒混入(ガラス瓶':!lli鉛

板・ビニール等の混入から撹乱層と推定)

黒褐 (10YR?3) 白色浮石粒・塊多量混入

にぶい黄櫨(10YR%) 粘土質(明黄褐色粘土質地山の湾土佐積か)

泉掲(10YR?3) 白色浮石粒・塊が 2より多い

黒褐(lOYR?2) 白色浮石粒・塊混入

黒褐 (lOYR?2) 白色浮石粒・塊が 5より少ない

黒褐(10YR?2) 明黄褐色粘土質地山粒塊混入

S D 10C -D土層断函註記

1 黒褐(lOYR%) 白色浮石多;題視入

2 暗褐 (10YR%") 黄褐色地山粒混入

3 暗褐(10YR9ぎ〕 策褐色地山粒多震混入

4 黒褐 (10YR9i) 小磯・黄褐色地山粒混入

5 暗褐(lOYR~) 主主褐色地山粒混入

6 黒褐(lOYRち)

7 暗褐 (10YR~) 小隊混入

8 砂磯混入地山

9 黒褐(lOYR %) 小磯少量浪人

SD 10E-F二七層断面註記

l 累褐 (10YR?2) 白色浮石粒混入

2 ~ゑ掲(10Y R %) 明黄褐色地山粒多最混入

3 黒 (10YR勾) 磯少最混入

4 暗褐(lOYR 93) 磯浪人

5 黒褐 (5YR 31) 磯混入

6 明葉褐(10YR%) 磯少量混入 砂質

7 褐(10YR:!S) 砂質明賞褐色地山ニt混入際局

8 ~京褐 (10Y R%) 

9 ~基本層序第V層

S D 10 I -J土層断面註記

l 蒸(10YR 31) 耕作土

2 赤黒 (2.5YR 31) 砂磯を霜降り状に混入

3 黒褐 (5YR?2) 大湯浮石を若干混入

4 黒褐 (7.5YR~2) 
4 '黒褐 (7.5YR究)
5 主主褐 (10YR?2) 

6 黒褐 (5YR92)-黒褐(5YR?2)-褐(7.5YR勾)が厚さ 1-

3 cmの糧安なす

7 様i渚褐 (7.5YR守)+黄褐(10YR%)の混合土

8 跨褐(10YR~) 
9 褐 (10YR勾)
10 策褐 (10YR%) 土主主や堀壁の崩落土か

10' 黒褐 (10YR3ぎ)

11 ~思褐 (5YR9f) 
12 ~ゑ褐 (5Y R?2) 大湯浮石が混入

13 極精褐 (7.5YR 31) 

14 緩階褐 (7.5YR 31) 大湯浮石を若干混入

15 ~ゑ褐(10Y R勾) 地山瀬移層

S D 10M-N土層断面註記

1 黒褐 (5YR?2) 現表土

2 泉褐 (5YR 9f) 炭化物若干混入

3 泉褐 (10YR予i)

4 黒褐 (10YR92) 砂磯混入

5 4よりも策褐(10YR%)が多い

6 黒褐 (5YR?2)

7 黒褐 (5YR予i) 憾の耕作土

8 赤黒 (2.5YR31)-極階赤褐(2.5YR ~ぎ)
8' 8よりも浮石が少ない

9 黒 (5YR31) 

10 黒褐 (5YR討) 地山漸移j爵

11 1に|司じ

12 極階褐 (7.5YR31) 

13 8に同じ

14 明黄褐(10YR:?S)大湯浮石j脅

15 陪褐 (7.5YR93) 
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第 4章調査の記録

た、西側部分は南東側からの開析谷に続くと推定され、この間析谷もその一部として利用した

ものと思われるO 精査した空堀跡の総延長は118.7m、上i幅6.5'"-'7.2m、基底幅5.5'"-'6 m、深

さ0.5'"-'0.8mで断面形は幅広な箱薬研形を呈する。底面はほぼ平坦であるが、地形に沿うよう

な形で西側に緩やかに傾斜している。北側屈曲部の東側壁面は、掘削当時の測量ミスによるも

のか、掘り過ぎを復元している。掘削に際しては、!日表土から地山まで掘り込み、排土は空堀

の両側に盛土し、土塁としたものと思われる。その際、南側のi自表土を幅約 l問、深さ 10'-""20

@三ヨ

叉J

区写豆込

~ 
@ 

@ 

ιミヰ}(ヨて 4 

1・2: S D OE~JJi1l ß丹、

3・4 S D 10空J:I:ll跡、

第68図 SDOl・ SD10空堀跡出土遺物

cmの「犬走り」状の小テラスを作出している。底面は平坦であるが、堀内が埋まり始めてから

堀に直交するように溝状遺構が掘り込まれているO 北側屈曲部の底面には、筋違橋の橋脚を建

てたと思われる柱穴群CSM257橋跡)を検出した。また、南側屈曲部近くの底面には、炭化物

が多量に堆積するくぼみも確認した。遺物は白磁血の小破片 1点と瀬戸系の香炉の日縁部破片

1点が出土した。白磁盟(第68関 3)は見込みに箆掘りの文様がみられる12'"-'13世紀の中国産で

ある。香炉には三つ足が付くと考えられ、室町時代か17世紀のものである。

(2) 

8カ所に土塁を確認したが、発掘調査の当初から土塁と認識して調査したのは SD 09空堀

跡の両側に盛土されている SF101とSF 102の2カ所で=ある。 SF 251'"-' S F 256は精査の

過程で認識できたものである。特に SF 252とSF 253は調査前に黒土の不法採取に遭い土塁
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第 1節検出遺構と出土遺物

もほとんど削平されており識別できなかったが、調査区外(東側)の杉林部分が原状をとどめて

おり、 SD10空堀跡の両側に盛土された土塁があったことがわかった。 SF 254は精査の過

程で認識できたものでSD 01空堀跡の南側に存在する。 SF 255は農道として使用されてい

たため第一次調査では確認できなかったが、第二次調査時に SD01空堀跡の北側に盛土の堆積

が土層断面に確認できた。SF 256は現況地形ではほとんど確認できなかったが、調査区の壁面

の土層断面にかなり崩壊していたのを確認できた(第64図)。

S F 101土塁(第64.66-69図、図版24-25)

調査区の中央北側を東一西に、 SD09空堀跡の北側に盛土されていた。長さ80.32m、敷(基

底幅)4.48"""'6.08m、高さ0.75'"'"'1 m、摺(上i幅)1.92----2.24mである O 盛土の積み方は「版築Jで

ミミ ア

¥弓汗

1 -4 S F 101土塁

5 S F102土塁

第69図 SF 101・SF102土塁出土遺物
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第 4章調査の記録

ある。 SD09空堀跡の底面から SF 101の上面までの高低差は1.56'"-'1. 95 mである。 遺物は、

盛土17層から珠洲系陶器の揺鉢口縁部破片 l点(第69図 1)とMT64eM065グリッドから珠洲系

陶器の播鉢口縁部破片各 1点(接合し第69図 2)、MP63.MR63グリッドの基底面から中国白磁

皿底部破片 1点と中国白磁碗服部破片 1点、中国青磁碗底部破片 l点および錦銭2点〔大観O

賓()I国読)と銭名判読不能〕がまとまって出土した。播鉢は糠!櫨の凹凸が顕著で、口縁部の仕上げ

が鈍く、卸し自が粗雑である。珠洲焼編年E期(13世紀前半)に編年される口白磁皿(第69図3)

は見込みに線掘り文様がみられる12'""-'13世紀の中国産である。白磁碗(図示せず)は、 12'"'-'13世

紀の中国産である。青磁碗(第69図4)は錆蓮弁文がみられる13'""-'14世紀前半の中国龍泉窯産。

S F 102土塁(第64e66.69図、図版24""""25)

S D 09空堀跡の南側に盛土されていた。長さ72m、敷(基底l福)4 '"'-'6.4m、高さ0.65'"'-'1.1回、

摺(上幅)0.64'"'-'1.28mである。空堀側の!日表土が!幅0.5'"'-'1 mの「犬走りJ状の小テラスに掘削さ

れていた。盛土の積み方は「版築」であるoS D 09空堀跡の底面から SF 102の上国までの高低

莞は 2~2.15mである。遺物は中国白蟻碗片 1 点が出土した。白磁碗(第69図 5 )は口縁から腕

部の被片で、 12----13世紀の中国産である。

S F 25i土嚢(第64.66図、図版25)

調査区の中央東側、 SD09空堀跡の南側に盛土されていた。長さ約35m、敷(基底i隔)3.6'"'-'

4由、高さ0.65'"'"'1 mで、断面が「かまぼこ」形を呈する。空堀側の旧表土を2.3'"'-'3.3mの!隔をテ

ラス状に 1mの深さで掘削していた。「は台遺跡」の発掘調査で、も一部調査が行われ、空堀跡

の底部から土塁の上回までの高低差は約 2mと報告されている。

S F 252 e S F 253土塁(第中64e67図、図版28)

S D 10空堀跡の両側に盛土された SF 252 e S F 253土塁は、調査前の黒土の不法採取のた

め、全容を確認できなかったが、土層断面図と調査区外に残る盛土からおよその規模を推定で

きた。長さ約訪問、敷(基底i福)2，..，__ 3 m、高さ 0.35~0.65m で、断面がfかまぼこ」形を呈する。

空堀跡の底部から土塁のよ面までの高低差は1.2'"'-'1.4mである。

S F 254土塁(第64.65図、図版22)

諦査区の南東側、 SD 01空堀跡の南側に感土されていたが、 上層断間関に残るだけである。

それによると空堀跡の南側の!日表土を2.2m幅で0.6m掘り下げ、「犬走りJ状の小テラスを作出

している。その南側に敷(基底1!IM)2ιmの盛土をしているが、 O.4m

S F 255土塁(第64.65図)

しか残っていなかった。

S D01空堀跡の北側に空堀掘削時の排土が堆積していたのを土層断面に確認できたのみであ

るが、農道の高まりが土塁で、あったと考えられる。

S F 256土塁(第64.65図)
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第70図 SM257・258橋跡

P 

R 

ほとんど崩壊しているため、当初は土塁であると認識できなかった。 SD01空堀跡の北側に

盛土されていたのが調査区域外の土層断面に僅かにその痕跡が残るだけである。

(3)橋跡

橋跡は 2カ所検出したが、いずれも SDI0空堀跡の北側屈曲部に架かる木橋と想定される。

新!日関係はつかめなかった。また、柱穴はあまり深くなかった。

SM257橋跡(第70図、図版27)

MH64o65グリッドの、 SD10空堀跡の北側屈曲部の底面に橋脚のものと考えられる柱穴群
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第71図 S 121竪穴建物跡

を検出した。 3対の橋脚で支える木橋と思われる。屈曲部に架かることから所謂「筋違橋」と分

類されるものである。

SM258橋跡(第70図、図版27)

MH64.65グリッドの、 SDI0空堀跡の北側屈曲部から僅かに南よりの底面に橋脚のものと

考えられる 4本の柱穴を検出した。 2対の橋脚で支える木橋と思われる。

(4)竪穴建物跡

S I 21竪穴建物跡(第71図、図版20)

L039.40グリッドで検出したが、 SD01空堀跡、により南側の大部分を揖り込まれており全

は不明であるO しかし、残っている北側壌の北西隅部に付属する Ip語、長さとも120cmの方形張

り出し部を出入り口と見れば、中世に属する竪穴建物跡と見ることができる。柱穴を 3本確認

しているが、 P2が約20cmの深さをもつが他の 2本は数cmの浅いものである。床面には、地山

の磯が露出してやや凹凸があり、かたくしまっている部分はない。北儲壁の東側下方と、張り

出し部の東側壁下方の床面には幅20'"'-'24cmの壁溝が存在する。遺物は出土しなかった。
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S 1 176内ピット土層断面註記

l 黄澄(10YR~) 粘土質地山塊 充填土

2 褐(10YR%) 砂'l{f 充境土

3 黄援(10YR:ra)黒褐色こと塊混入粘土質地山 充填土

4 明黄褐(10YR:!13) 砂質褐色こと混入粘土質地山

5 黒褐(10YR 9{) 柱据え形

6 褐 C7.5YR勾) 燦j爵

7 明黄褐(10YR:!13) 粘土質地山

S 1 176土層断面註記

1 ~黒褐 (10Y R~) 砂質地山小磯混入

2 ;黒褐 (10YR92) 砂質地山小燦多量混入

3 明黄褐(10YR:!13) 砂質地山塊

4 黒褐(10YR9{) 小磯多量混入

5 ~ゑ褐(10Y R~) 砂磯多議混入

6 黒褐(lUYR ~i) 総磯混入

7 黒褐(10YR釘) 絢磯多量混入

8 灰(藁灰か)

9 黄糧(lOYR勾) 粘土質地山塊

PI-P7(P2なし)

水系レベルH=77.000m 

SI76竪穴建物跡、.出土遺物第72図



第 4章調査の記録

S I 176竪穴建物跡(第72図、図版20)

MJ65.MK65グ 1)ッドに位置し、 SF 101土塁の盛土下位のVI層(地山漸移膳)上面で検出し

た。北側壁250cm、東側壁258cm、南側壁256cm、西側壁270cmの方形フ。ランを呈し、東側壁の中

央部にl隔58cm、長さ 104cmのU字形張り出し部をもっている。各壁面とも外傾して立ち上がっ

ており、壁高は北側壁19"-'22cm、東側壁11"-'20cm、南側壁16"-'18cm、西側壁14"-'19cmを腐る o

i笹山の砂磯層(VJIB)まで掘り込んでいるため、床面は西側壁下方のi隔40cmを除き黄褐色粘質土

で鮎り床している。床面積は8.2nfである。また、東側壁の張り出し部分との接続部分の手前

には、 l隔120cm、奥行き24cmで;15
0

の上り傾斜をもっスロープが作られており、張り出し部分の

床面も接続部から48cmの範闘が平坦でその先(東側)が 8
0

の上り傾斜となっている。柱穴は、

北側壁下方に 3本(P1"-' P3)、南側壁下方に 4本(P4，，-，P7)、北東側床面に 1本(P8)、張り出し

部分では北側に 1本(P9)、南側に 2本(P10.P11)検出した。P1-P6+ P7、P2-P5~ P3-P4、P

9-P10+ P11と対になるよう配置されている。 P1，，-，P7の柱痕周囲には黄褐色粘質土が厚く盛

られ、柱が倒れないよう頑強に踏み固められていた。床面の北東側、東西130cm、南北140cmの

不整円範関に禾本科植物の灰が最厚4.2cmで堆積しP8を覆っていた。遺物は南側壁下方床面上

に砥石 1点(第72図 1、砥麗 2)と、張り出し部内とその近辺の埋土中から礁が14点出土したに

とどまる。

(5)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、43棟を検出した(第73図"-'81図、第 2e 3表)。

この掘立柱建物跡については、五十嵐典彦氏に分析とコメントをお願いした。

山王岱違跡の掘立柱建物跡、について

県立由利工業高等学校五十嵐典彦

はじめに

山王岱遺跡は『秋田県の中世城館J (秋田県教育委員会)で「餌釣館」とされた臼古神社境

内地と空堀を墳にして、その北東側台地に広がっているO

当違跡を平成3年 8月に訪問し、秋田県埋蔵文化財センターの桜田隆文化財主査から現地

を案内して頂き、丁寧な説明を受けたが、そのとき SD 09.10の空堀跡と土塁、遺跡中央を横

断する溝、竪穴住居跡、土坑そして掘立柱建物跡とみられる柱穴が多数検出されていた。桜田

文化財'主査の説明と地形を見た印象から、山王岱遺跡は「餌釣館jに対して、盤郭ないしはN

郭に当たるのではなし、かという感想をもった。

-112 



X3 X4 

5801 

。ゆ
Y9一一一
Y8一一一一
Y7一一

Y6一一

Y5一…ー

Y4一一一

Y3一一

Y2一一一
Yl一一一

YO…一一

I I 

5803 

XO Xl 

Y4一一一

Y3一一一

Y2一一一

Yl一一一

YO-一一

I I I 

Y6一一一

Y5一一-

Y4一一一

Y3一一一

Y2一一一

Yl一一一

YO--

YIO--

Y9一一一一

Y8一一一

Y 

Y6--

Y5一一一
Y4一一-

Y3一一-

Y2司一一一

Yl一一一

YO一一一

第 1節検出遺構と出土遺物

Y2一一一

Yl一一一

YO一一一

1
1
1
1
1

つ臼X
 

1
1みX

 

I
I
l
l
-
t

ハUX
 

5802 

-aム

1
2ふ

-
-
x
 

ハU
τBよ

I
1
1
9
X
 

X
 

口

0

1
l
x
 

け

i

l
-
-
x
 

ρ
b
 

X
 

Rυ 

1
1
l
x
 

A
性

1
l
i
x
 

-
-
1
1
1
1
1
q〈リX

 
っωX

 

5804 

F
h
J
M
 

nυ B
 

S
 

ワ
t

iー

i
x円。x

 

f
J
 

i
l
l
x
 

A
4
A
 

i
l
i
x
 

-
-
-
X
 

つμ

l
l
i
x
 

x
 

ハリX
 

第73国掘立柱建物跡(1 ) 

円
ぺ
U



第 4章調査の記録

桜田文化財主査から提供を受けた実測図を見ると、掘立柱建物跡と思われる柱穴群は SD0 

9空堀跡の東南、 SD 09.10空堀跡の間の析形に屈折する東端部、 SD 10~芝堀跡の北側中央部

の3館所にほぼ集中している。なお掘立柱建物跡の建築年代は出土遺物等の年代鑑定から、 14

世紀前後と考えてよさそうである。

以上のことを考え合わせて、当遺跡の掘立柱建物跡は「餌釣館Jに る殿舎と付属舎な

いしは家臣国の住宅と付罵舎であろうという前提で検出を行った。

掘立柱建物跡の検出

掘立柱建物跡43棟、板塀などの柵列11条を検出したが、その中の建物だけについて概略を記

す。

S B 01掘立柱建物跡は SD09空堀跡が鍵形に折れ曲がる南東隅で検出された。 Y3通りの

柱筋がよく通り、柱間隔にも不都合がなし1。それに対応する Yl通りの柱間隔は10尺と志いが、

柱筋は通っている。梁行1.5問、桁行4聞の主展に小さい張り出しを付設している。 2部屋に

分割される小住宅と思われる。

S B 02掘立柱建物跡は SB 01掘立柱建物跡のすぐ北側で検出された。 1間x1間の主屋に

半間の張り出しが付いている。建物の種類としては湯屋などが考えられる。

S B 03掘立柱建物跡は SB04掘立柱建物跡と重複しており、 SD09空堀跡が鍵形に折れ

曲がるすぐ西側で検出された。 X。、 X3、X7の各通りの柱筋がよく通り、梁行はX3の中央柱列

によって分割される。相対する柱配置もほぼそろっている。梁行 2問、桁行 4間前後の矩形平

面であるO 間取りはいま一つ明確にできなかったが、住宅と思われるO

S B 04掘立柱建物跡は間取り形式から判断して建築年代がSB 03掘立柱建物跡の後と考え

られるO 梁行、桁行とも SB 03掘立柱建物跡より 1間ずつ広くなっている。 の二ムア干に庇

縁をまわす。 Yl通りと Y2通りの間隔が 1.3尺と狭く、これをどう解釈するかが問題点であり、

また隅柱になる (X9，Yl) ， (X9， Y2)のどちらにも柱穴が欠けていることが検出を困難にし

た。ほぼ正方形に近い間取りの中規模住宅である。

S B 05掘立柱建物跡は SB06掘立柱建物跡と重複して、 SD09空堀跡の南側で検出され

た。 X方向の柱筋は比較的よく通っているが、柱間隔がやや飛びすぎており、そのためにY方

向の柱が対応しない箇所がみられる。間取りは中廊下を境に五間取りの住宅である。

S B 06掘立柱建物跡は 2間x2間前後のきちんとした矩形平面として検出された。 Yl拙の

柱間寸法が 6.5尺前後で四隅にきちんと柱が立っている。二時取り程度の住宅と思われる。

S B 07揖立柱建物跡は SB 06掘立柱建物跡の北東、 SD 09空堀跡の宿縁で検出された。

1間x1間で、これも柱が四隅にきちんと納まる。納崖などが考えられる。

S B 08掘立柱建物跡はSD09空堀跡と SD 10空堀跡がちょうど研形をなすところで検出

バ
斗
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第 4章調査の記録

された。 SB 09.10掘立柱建物跡と合わせて 3棟が重複している。 SB 08掘立柱建物跡は l

間x2間の小規模な建物であるが、柱の配列は整然としている。小さな張り出しをもっO 納屋

などの付属舎であろう。

S B 09掘立柱建物跡は 2間x3間の規模で、柱筋の通りはよいがX。と X2の柱が対応せず、

またXO"-'X2の柱間関が飛びすぎている。そのため間取りの推定が難しく、建物の種別が判然

としない。

S B 10摺立柱建物跡は 2.5間x3.5間のきちんとした矩形平面で、二方向に庇縁をまわし

ているo CX3， Yo)の隅柱が欠けている。また、 X3通りのY2'""""-'Y1の柱間隔が飛び、過ぎている。

二間取りに縁をまわした住宅と恩われるO

S B 11掘立柱建物跡はSB 09.10擁立柱建物跡と重援して検出された。梁行がきわめて狭

いために、衝立のように細長い建物である。雑舎にしてもせいぜい小屋掛け程度のものであろう。

S B 12掘立柱建物跡はSB09掘立柱建物跡の西側に隣接した所でSB 13掘立柱建物跡と

重複して検出された。柱の配列に問題を残す。 1間四方の張り出しを付けるO 蔵などが想定さ

れる。

S B 13掘立柱建物跡は梁行が狭く細長い建物であるが、柱配霞はきれいである。厩などが

考えられる。

S B 14掘立柱建物跡はSB 12掘立柱建物跡の北側で検出された。 2間x3間の矩形平面で

あり、 Y3通りの柱筋がよく通っているo Y。通りの柱がY3通りの柱と対応せず、 CX1， Yo)に

隅柱が欠けている。蔵などが考えられるの

S B 15掘立柱建物跡はSB08掘立柱建物跡の北に隣接して検出された。 Xl， X1， X6， X7の

各通りの柱筋はよく通っているが、配置が不正確でお互いの対応が必ずしも一致しない。また

Y通りの各柱位置も判然とせず、間取りの検出に暖妹さが残った。釜屋などが想定される建物

である。

S B 16擁立柱建物跡はSD09空堀跡と SD 10空堀跡の間で検出された。当遺跡の中では

比較的大きい建物である。 SB17-18掘立柱建物跡と重複して検出された。 X5通りのY7'""""-'Y9

がY7通りに対してゆがみがあるため、別の建物かと検討したが、 X2、X3、X1の各通りがY7

通りをつないでよく通るため同一の建物とした。凹凸の多い間取りであるが、 CX3'""""-' XB) 

CYl'""""-'Y7)で形づくられる主屋に対して、他の部屋が鍵形に接続している。住宅ないしは役所

なども想定される建物である。

S B 17掘立柱建物跡はSB 16.18掘立柱建物跡と重捜して検出された。 8尺近い 1間四方

の主毘の二方向に庇をめぐらした建物で、湯殿ないしは蔵などが考えられるO

S B 18擁立柱建物跡はSB 16.17掘立柱建物跡と重複して検出された。梁行 1問、桁行 3
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第 4章調査の記録

間の細長い建物で、厩などが考えられる O

S B 19掘立柱建物跡は SB 16掘立柱建物跡の西側で検出された。 Y2通りの柱の並びがよ

いが、 CXl"""'X5) • CYO"""'Yl)で形づくられる部屋が、 CXl， Yo)の柱が欠けていることも

含めて暖昧であり、全体の間取りがいま一つ明瞭さを欠く。中央の廊下の両側に 2部屋を配置

する間取りは釜屋などが想定されょうか。

S B 20掘立柱建物跡はSD10空堀跡北側で検出された。 1間x2間の小規模な建物である

が、柱配置は明瞭であるO なおこの建物に接続するかと思われる柱穴が周囲に点在しているの

で、いろいろ検討を加えたが、いま一つ接続に判然としないところがあったので、この建物だ

けで検出した。蔵などが考えられる。

S B 21掘立柱建物跡はSB 20掘立柱建物跡の北側で検出された。規模は当遺跡の中では比

較的大きく、間取りも明瞭である。 CX7"""'XlO)・ CY6"""'Y9)で形づくられる部屋がX7通りで

接続がやや暖昧であったため検討を加えたが、 Yg通りの柱筋がよく通るため l棟とみなした。

主殿と考えてもよい建物である。

S B 22掘立柱建物跡はSB 21掘立柱建物跡の東側に隣接して検出された。 CXl，Yl)の柱

が欠けているなど柱配置が不描いであるが、 CXO"""'Xl) e CYO"""'Y5)で形づくられる庇縁を

もっ整然とした間取りである。短い中門廊が突き出した形式で、主殿に準ずる建物か家臣の住

宅などが考えられる。

S B 23掘立柱建物跡は隅柱がSB 21.22掘立柱建物跡と重複して検出された。 CX3"""'Xn)

• CYz""'" y，，)で形づくられる京障に、張り出しを付設した建物であるの 3問x5.5間であるが、

柱間隔が大きいので比較的規模の大きい建物であるO 間取り形式の媛味さから推して、 SB2 

1.22掘立柱建物跡の前身建物と考えられるO

S B 24掘立柱建物跡はSB 23掘立柱建物跡の北西に隣接して検出された。 1問x2間の細

く小規模な建物であるO 厩、納屋などの雑舎であろう。

S B 25掘立柱建物跡は遺跡中央部東端で検出された。各通りの柱筋がよく通り、位置もほ

ぼ等間隔である。このように、当遺跡の中では最も明瞭な建物であり、間取りもすっきりして

いる。ただ、 CXl，Y4)の柱が欠けている。間取り形式からして、主殿に準じる建物か家臣の

住宅などが想定される。

S B 26掘立柱建物跡はSB 23掘立柱建物跡と SB 25掘立柱建物跡の聞に挟まれ、 SB 27 

擁立柱建物跡と柱一本が重捜している。 1間x2間の小規模な建物で、厩、納屋などの雑舎で

あろう。

S B 27掘立柱建物跡はSB 25掘立柱建物跡と SB 26掘立柱建物跡、に挟まれ、それぞれと

部分的に重複している。この建物もまた1.5間x2間の小規模なもので、納屋などであろう。
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第 4章調査の記録
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第 4章謂査の記録
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第 4章調査の記録

S B 28掘立柱建物跡は SB 26掘立柱建物跡の北側に隣接して検出された。 Yl) の

が欠けているため間取りが明瞭でないが、 (XO，-"， X2) • (YO'"'-'Y4)で形づくられる主麗から

鍵形に l部屋を付設した建物と考えてよさそうであるO 小住宅などが想定される。

S B 29掘立柱建物跡はSB25掘立柱建物跡のやや北西部で検出された。 2間x2.5聞の単

純な矩形である。 Y。、 Y3の各通りの柱筋はよく通っているが、 Yl通りに柱がなく 1問が13尺

を越える。このため間取りの想定は暖昧である O

S B 31掘立柱建物跡はSB30掘立柱建物跡の北側で検出された。 1間ないし 1.5聞に 2間

の建物で、蔵などが想定されるO

S B 32掘立柱建物跡、はSD10空堀跡のほぼ中央部の北側で検出された。 1間x1間のほぼ

正方形であり、矢倉などが想定される建物である。

S B 33掘立柱建物跡は SD 10空堀跡の北側で検出された。部分的に角柱が混在する。 Xo

通りと Y6通りの柱列はよく揃っているが、 X3通りと X4通りの柱間隔にばらつきがあり、 (Xo， 

YZ)の柱に対応する X2通りと X，j通りに柱が欠けているO 家庄の住宅などが考えられる建物で

あるc

S B 34擁立柱建物跡は SB 33掘立柱建物跡の東側に隣接して検出された。棟と棟が雁行形

に接続する。 Ys通りでSB 35掘立柱建物跡と接続して、さらに規模の大きい建物になる可能

性を秘めていたが、接続部をよく検討‘した結果、柱筋の一致が不明瞭なので 2棟として扱うこ

とにした。興味深い間取り形式であり、会所や家臣屋敷などが想定される。一部の柱が飛び過

ぎているのが気になる。

S B 35掘立柱建物跡はSB 34掘立柱建物跡と隅の一部が重複する。 Xo通りと Y2通りは柱

筋がよく通り、柱間隔もほぼ等間に配置されているo (Xl， Yl)の柱が欠けており、 Y5通りの

柱間隔も広すぎるo S B 34掘立柱建物跡と同時期の建物とすれば建物種別も関連させて考え

なければならないが、現段階でははっきりした解答は出せない。

SB 36掘立柱建物跡はSB33掘立柱建物跡の北に隣接して検出された。当初、すぐ北側に

ある SB37掘立柱建物跡と一体の建物として検討し、雁行形に連なる殿舎のように思えたが、

再度検討した結果、 SB37掘立柱建物跡のYo通りとの接続が不自然であり、 2棟に分割して

検出したものである。細長い建物で、臨などが想定される。

S B 37縮立柱建物跡は SB 36掘立柱建物跡の北に隣接して検出された。柱筋の通りが明瞭

でないため、 (X2'""-' e (Yo~ Y3) と (XO""'X2) • (Y2"-'Y4)で形づくられる 2部屋が鍵

形に連続する以外に、間取りとして把握することが出来ず、中途半端な印象は否めな ~ìO その

ため建物の種別も判然としない。

SB 38掘立柱建物跡は遺跡西端部でSB 39摺立柱建物跡と して検出された。平面はー
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第4章調査の記録

部張り出しを付けているが、単純な形である。柱間隔に難点があり、とくにX。通りは飛び過

ぎている O 小規模住宅のようである O

第 2表 掘立柱建物跡基準柱間一覧表

X 軸 Y 軸 規模 X 軸 Y 軸 規模
遺構名 遺構名

尺 尺 間×間π1 尺 m 尺 問×間 立1 百1

S B01 1.720 5.68 1.920 6.33 1.5X 4 SB23 2.680 8.84 2.400 7.92 3 x5.5 

02 1.700 5.61 2.060 6.80 1 x 1 24 1.500 4.95 1.200 3.96 1 x 2 

03 2.000 6.60 1.600 5.28 2 x 4 25 1.667 5.50 2.133 7.04 3 x 6 

04 1.600 5.28 1.920 6.34 3 x 5 26 1.600 5.28 1.400 4.62 

05 2.000 6.60 1.960 6.47 3 x3.5 27 2.000 6.60 1.480 4.88 1.5 x 2 

06 2.560 8.45 1.960 6.47 2 x 2 28 1.480 4.88 1.540 5.08 2.5 x 2.5 

07 2.400 7.92 2.800 9.24 1 x 1 29 1.800 5.94 2.000 6.60 2 x2.5 

08 1.520 5.02 1.840 6.07 1 x 2 30 1.760 5.81 1.920 6.34 1 x 1.5 

09 1.900 6.27 1.360 4.49 2 x 3 31 2.360 7.79 1.760 5.81 1 x 2 

10 1.620 5.35 1.987 6.56 2.5 x3.5 32 1.360 4.49 1.320 4.36 1 x 1 

11 0.960 3.17 1.200 3.96 1 x 2 33 1.880 6.20 1.720 5.68 2 x 4 

12 1.120 3.70 1.120 3.70 2 x 3 34 2，440 8島05 1吻573 5.19 5.5 x6.5 

13 1.200 3.96 1.780 5.87 1 x 2 35 1.400 4.62 1.920 6.34 3.5X 4 

14 1.760 5.81 1.100 3.63 2 x 3 36 2.500 8.25 1.200 3.96 1.5 x 2 

15 1.400 4.62 1.400 4.62 2.5x 5 37 2.000 6.60 1.920 6.34 2 x2.5 

16 2.000 6.60 1.880 6.20 5.5 x 5.5 38 1.600 5.28 1.740 5.74 2 x 4 

17 2.400 7.92 2.400 7.92 1.5 x 1.5 39 1.600 5.28 1.700 5.61 4.5X 7 

18 1.600 5.28 1.613 5.32 1 x 3 40 1.840 6.07 2.000 6.60 1.5 x 2 

19 1.680 5.54 1.720 5.68 3 x3.5 41 1.600 5.28 1.800 5.94 2 x 3 

20 2.420 7.99 1.920 6.34 1 x 2 42 1.320 4.36 3.040 10.03 1 x 2 

21 2.027 6.69 2.160 7.13 4.5 x 5.5 43 1.920 6.34 1.800 5.94 1 x 2 

22 2.000 6.60 2.400 7.92 3 x 4 
一一………ーー」ー
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第 3表 掘立柱建物跡柱穴深さ (深さは cm表示)

S B01掘立柱建物跡

柱穴名 壁郡から品産自 基準高からの産自 柱穴名 確認語からのお 基準高から由産自 柱穴名 確誌面からのお 基準高から由揮さ 柱穴名 確認面からの謀さ 基準高からの草さ

(Xo， Y2) 17 90 (Xo， Y3) 13 80 (XJ， Yl) 29 102 (Xl' Y3) 9 79 

(XJ， Y3) 13 82 (X2， Y3) 12 73 (X3， Yl) 12 76 (X3， Y3) 9 68 

(X" Y3) 29 102 (X" YO) 12 82 (X5， YJ 14 68 (X6， YO) 20 72 

(X6， Y2) 13 65 (X6， Y3) 15 68 (X6， Y.) 12 66 

S B02掘立柱建物跡

柱穴名 確認高からのお 基準高かもの産自 柱穴名 路面からのお 基準高からのお 柱穴名 臨語b¥GO揮さ 基準高かものお 柱穴名 確認煩からの揮さ 基準高からの揮さ

(X匂 Yo) 21 92 (Xo， Y2) 18 84 (XJ， YO) 12 72 (Xl， Yl) 7 67 

(Xl， Y2) 26 89 (X2， Yl) 27 87 (X2， Y2) 16 78 

S B03掘立柱建物跡

柱穴名 確認面からの揮さ 基準高からの産さ 柱穴名 確認面から由産自 基準高からの終 柱穴名 確認面ゆらの産さ 基準高から町産自 柱穴名 組面からの産自 基準高からの揮さ

(XωYo) 26 104 (Xo， Yo) 17 162 (Xo， Y2) 25 150 (Xo， Y.) 

(Xo， Y5) 35 111 (X匂 Y5) 10 154 (XωYu) 18 164 (Xo， Y7) 19 164 

(XJ， YO) 14 157 (Xl， Y3) 11 154 (XJ， Y7) 10 152 (X2， Y3) 6 147 

(X2， Y7) 12 153 (X3， YO) 31 97 (X3， Yl) 21 159 (Xゐ Y2) 26 104 

(X3， Y3) 11 151 (X3， Y5) 32 101 (X3' YS) 25 98 (X" YO) 10 97 

(X" Y3) 12 151 (X" Ya) 21 160 (X" Y2) 7 147 (X.， Y7) 7 146 

(X5， Y3) 11 147 (X5， YO) 7 141 (Xら Yo) 14 98 (X7， YO) 35 95 

(X7， Yl) 16 147 (X7， Y2) 41 101 (X7， Y3) 19 153 (X7， y，) 8 143 

(X7， Y5) 15 76 (X7， Y6) 14 148 (X7， Y7) 22 (X7， Y8) 20 82 

S B04掘立柱建物跡

柱穴名 路面からの揮さ 基準高からの産自 柱穴名 磁勧告の産自 基準高から由謀さ 柱穴名 確認面から舟揮さ 基準高からの産さ 柱穴名 産量iiliiからのお 基準高からの揮さ

(XJ， Yo) 8 160 (Xo， Y5) 14 171 (Xo， Yg) 57 131 (XJ， YJ) 26 104 

(XJ， Y2) 17 162 (XJ， Y5) 19 172 (XJ， Y6) 19 173 (XJ， Ya) 13 165 

(XJ， Yg) 14 165 (Xl， Yg) 10 161 (X2， YO) 31 97 (X2， YJ) 16 155 



第 4章調査の記録

(X" y，) 13 152 (X" y，) 18 164 (X"， Yo) 9 145 (X3， y，) 8 145 

(X3， Y5) 11 154 (Xh Y2) 34 100 (X" y，) 147 (X" Y5) 14 156 

(X" Y6) 35 111 (X" Y9) 14 162 (X5， y，) 7 143 (X5， Ya) 18 164 

(X6， YO) 16 147 (X6' Y9) 19 164 (X7， YO) 41 101 (X7， Y2) 11 147 

(X7， Y5) 32 101 (X7' Ya) 10 152 (Xa， YO) 11 143 (Xa， YO) 14 146 

(Xa， y，) 19 153 (Xa， Y2) 8 143 (X9， YO) 134 (X9， Y3) 15 76 

(X9， Y5) 9 145 (X9' Y6) 25 98 (X9， Ya) 12 152 (X9， Y9) 19 158 

(X出 Yo) 15 145 (Xll' YO) 10 57 (Xll' y，) 18 148 (Xll， Y5) 

(Xll， Y5) 7 14 

S B05掘立柱建物跡

柱穴名 確認面からの産自 基準高からの産自 柱穴名 確認面からのお 基準高からの産自 柱穴名 確認面から町産さ 基準高から的揮さ 校穴名 産調からのお 基準高からの揮さ

(Xo， y，) 25 121 (Xo， Yj) 23 116 (Xo， Y凹) 23 146 (X" y，) 21 115 

(X" YlO) 29 125 (X" YO) 15 137 (X2' y，) 22 117 (X" y，) 16 130 

(X2， y，) 14 112 (X" Y9) 23 117 (X3， Y3) 11 123 (X3， Y5) 13 106 

(Xゐ Y7) 77 193 (X3' Ya) 21 115 (X3， Y拍) 23 117 (X" YO) 18 118 

(X" Y2) 24 118 (X" Y4) 12 106 (X" Y6) 22 118 (X5， y，) 18 118 

(X5， y，) 20 132 (X5， Y6) 33 127 (X5， Y7) 23 127 (Xs， YO) 21 120 

(X6， Y2) 12 125 (X6' Y3) 18 111 (X6， Y7) 26 140 (XωY心 27 135 

(X7， y，) 19 132 (X7' Yρ 19 107 

S B06掘立桂建物跡

柱穴名 臨面からの票さ 基準高からのお 柱穴名 産語面からのお 基準高からのお 柱穴名 確認面からのお 基準高から由揮さ 柱穴名 臨面からの産さ 基準高からの産さ

(XO， Yo) 23 116 (Xo， y，) 26 120 (Xo， y，) 23 117 (X" y，) 21 115 

(X匂 Yo) 16 130 (X" YJ 11 123 (X" Y3) 22 118 (X" y，) 23 127 

(X5， YO) 18 118 (X5' Y2) 18 111 (X5， Y4) 21 135 

S B07掘立柱建物跡

口。
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S B08蝦立柱建物跡

柱穴名 確認面からの揮さ 基準高州出産自 tl:穴名 産誌面からの謀さ 基準高からの揮さ 柱穴名 陸誌面からぬ揮さ 基準高かちのお 柱穴名 確認面からの揮さ 基準高からの揮さ

(Xo， Y，) 7 32 (Xo， y，) 10 35 (Xo， Y2) 14 38 (X" YO) 28 54 

(XI， Y2) 16 40 (X2， YO) 19 45 (X2， Yア2) 23 44 (X3， YO) 21 40 

(X3， y，) 8 46 

一
S B09掘立柱建物跡

柱穴名 確認面からの産さ 基準高から司郎 柱穴名 確認語からの産自 基準高からの深さ 住穴名 確認面からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 建認面からのilid 基監高から叩深さ

(Xo， y，，) 15 44 (X"， y，) 16 46 (Xo， Yl) 12 42 (Xo， Y5) 28 54 

(XI， Y5) 19 45 (X" YO) 12 32 (X2， y，) 16 38 (X2， Y3) 13 34 

(X" Y5) 12 49 

S B10掘立柱建物跡

柱穴名 童話匝からの産さ 基準高からの産さ 柱穴名 陸海面からの産自 基準高からの産自 柱穴名 確認面からの謀さ 基準高からの揮さ 柱穴名 臨面からのお 基準高からの揮さ

(X"， Yo) 13 34 (Xo， y，) 9 29 (Xo， Y3) 19 42 (Xo， y，) 22 42 

(Xo， Y5) 23 44 (XI， Y2) 20 41 (X" y，) 8 46 (X" Y5) 10 49 

(X2， YO) 37 55 11 (X3， Yt) 20 49 (X3， y，) 20 52 (X3， Yl) 9 49 

(X.l， YO) 10 4 38 (X" y，) 12 47 (X" Y5) 25 

SBll掘立柱建物跡

i住穴名 確認面からの産自 基準高から出産さ 柱穴名 確認匝かるの高さ 基準高からの揮さ 柱 穴名 磁器から的取 基準高からの悪さ 柱穴名 磁面からの揮さ 基準高からの産さ

(Xo， y，，) 6 37 (XO， Yo) 20 39 (Xo， y，) 37 55 (X匂 Y2) 16 38 

(XO， y，) 18 37 (X"， Y2) 18 45 (X" YO) 10 46 (X" y，) 20 49 

(X" y，) 20 41 

S B 12掘立柱建物跡

柱穴名 騒動らの 長唯高fJ'らの深さ 柱穴名 産話語からの院 品準高からのお 柱穴名 護認面からむ 基準高から自前 柱穴名 政語から由民 島幸高からむ産さ

(Xo， Yρ 8 44 (Xo， y，) 19 65 (Xo， y，) 9 57 (Xo， Y5) 23 57 

(X" Yo) 23 56 (XI， y，) 17 49 (XI， y，) 7 40 (X" Y5) 25 57 

y，) 14 46 (X" YJ) 10 42 (X2， y，) 19 51 (X2， y，) 6 38 

円
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S B13掘立柱建物跡

S B14掘立柱建物跡、

校穴名 際面からの揮さ 基準高からの揮さ

(Xo， Yo) 14 52 

(X" YO) 22 54 

S B15掘立柱建物跡

柱 穴名 確認弱からの揮さ 基準高からの約

(Xo， Y9) 21 54 

(X" Y，) 30 62 

(X" Y5) 18 51 

(Xιh Y3) 8 38 

(X~， y，，) 24 57 

(Xb， YS) 13 45 

(X7， Y5) 18 48 

S B16掘立柱建物跡

柱穴名 躍認匝からの謀さ 基準高からの深さ

(XO， Y6) 14 135 

(X" Y8) 13 116 

(X" Y7) 67 137 

(X3， Y3) 26 117 

(X:J， Y8) 19 113 

(X" Y7) 34 102 

(X5， YO) 34 90 

(X5， Y，) 25 84 

柱穴名 産認需からの援さ

(XωY2) 

(X3， Y3) 22 

件穴名 問題からのお

(X" YO) 18 

(X" Y7) 13 

(X3， Yo) 16 

(X" YS) 17 

(X" y，) 19 

(Xo， YS) 19 

(X7， Y7) 11 

柱穴名 確認語からのお

(X偽 Y8) 14 

(X" YO) 15 

(X" Y9) 27 

(X3， Y6) 31 

(X" y，) 5 

(X" Y8) 62 

(X5， YO) 9 

(X5， Y7) 29 

基準高からの高さ 柱穴 確認面からのお 基準高からの揮さ 柱穴名 確認Eからの高さ 基準高からの深さ

(Xo， Y3) 15 47 (X" Y3) 28 58 

52 (X~， y，) 24 54 (X" Y3) 24 52 

基準高からの高さ 柱穴名 躍認面からの揮さ 基準高からの深さ 柱穴名 産調かもの産さ 基準高からのお

46 (X" y，) 19 50 (X" Y~) 24 55 

49 (X" y，) 17 48 (X" y，) 26 57 

42 (X" YO) 24 52 (X" y，) 15 46 

47 (X~， Y6) 16 40 (X~， YO) 16 46 

48 (Xo， YO) 18 44 (Xb， Y3) 13 45 

53 (XωY7) 19 54 (X7， y，) 7 154 

43 

基準高かもの産さ 柱穴名 確認記からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 確認匝からの揮さ 基準高からの揮さ

119 (X" Y3) 19 125 (X" Y6) 13 117 

117 (X" Y8) 17 91 (X" Y3) 34 110 

93 (X3， YO) 22 108 (X3， y，) 32 123 

96 (X3， Y7) 16 85 (X:J， Y8) 24 92 

91 (X" y，) 22 117 (X" y，) 24 87 

128 (XJ， Y9) 25 88 (X~， Y9) 21 108 

90 CX5， y，) 7 90 (X5， Y2) 18 73 

88 (X匂 Yo) 37 100 (X5， Y9) 22 78 
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(Xら Yl) 9 93 (X6， Y4) 20 104 (X6， Y4) 25 80 (X6， Y5) 10 94 

(X" Y，) 12 94 (X" Yl) 15 100 (X" Y4) 11 95 (X8， Yl) 3 84 

(X8， Y4) 6 92 (X8， Y，) 9 90 (X9， Y2) 12 89 (X9， Y3) 19 97 

(X9， y，) 17 95 

S B17掘立柱建物跡

柱穴名 確認面から由産さ 基準高からのお 柱穴名 確認面からのお 基準高からの前 校穴名 磁面からの産さ 基準高からの産自 柱穴名 確認面からのお 基準高からの産さ

(Xo， Yo) 34 110 (XωYl) 21 118 (Xo， Y4) 34 102 (Xl， Yl) 21 107 

(X2， Y3) 24 87 (X3， Yl) 26 117 (X4， YO) 32 123 (X4， Yl) 22 117 

(X4， Y3) 8 98 (X4， Y4) 31 91 (X5， YO) 5 91 (X5， Yl) 22 80 

(X5， Y2) 19 78 (X5， y，) 25 84 

S B18掘立柱建物跡

柱穴名 臨面からの産自 基準高から由揮さ 柱穴名 鶴居から由産さ 基準高からのお 柱穴名 確認面からの揮さ 基準高からの前 柱穴名 臨面からの産自 基準高からの揮さ

(Xo， Yo) 8 89 (Xo， Yl) 11 94 (Xo， Y2) 20 73 (Xo， Y2) 21 105 

(Xo， Y3) 25 84 (Xo， Y4) 29 88 (Xl， YO) 8 91 (Xl， Yl) 13 98 

(Xl， y，) 12 96 (Xl， Y3) 11 97 (Xl， Y4) 33 85 

S B19掘立柱建物跡

柱穴名 確認面からの悪さ 基準高からの院 柱穴名 確認面からの産さ 基準高からのお 柱穴名 飽面からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 護語匝かもの揮さ 基準高からの産さ

(X"， Yo) (Xl， Y1) 17 186 (Xl， Y2) 12 105 (Xl， Y4) 25 115 

(X2， YO) 17 112 (X3， Y2) 21 87 (X3， Y4) 15 109 (X4， Yl) 34 103 

(X4， Y3) (X4， Y4) 35 97 (X5， YO) 32 126 (X5， Yl) 14 106 

(X5， Y2) 31 92 (X6， Y2) 22 91 (X7， Y2) 27 92 (X匂 Yl) 28 100 

(XB， Y2) 33 97 (X9， Y2) 

S B20掘立柱建物跡
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S B21掘立柱建物跡

柱穴名 産認面からの採さ 基準高からのお 柱穴名 確認匝から出産3 基準高からの産自 柱穴名 確認面から由揮さ 基準高から由産自 柱穴名 確認面からの揮さ 基準高からの産さ

(Xo， Yo) 9 105 (Xo， y，) 18 110 (Xo， Y3) 12 116 (Xo， Y5) 12 119 

(Xo， YS) (X" YO) 15 109 (X" y，) 24 119 (X" y，) 13 112 

(X" Y7) 20 123 (X， Yg) 9 118 (X" YlO) 21 134 (X2， Y3) 13 111 

(X3， YO) 8 100 (X:J， Yg) 30 138 (X" Y2) 23 117 (X" Y5) 15 107 

(X" Y8) 10 110 (X" Yρ 22 123 (X" Y心 12 112 (X" Yρ 19 121 

(X5， YO) 12 105 (X5， Y3) 38 130 (X5， y，) 14 104 (X5， YO) 13 104 

(X5， Yg) 12 106 (Xs， Yρ 6 102 (XO， YO) 14 102 (X偽 Y2)

(X6， y，，) 22 113 (XωYロ) 9 104 (X7， YO) 20 79 (X7， YO) 25 113 

(X7， Y:，) 15 101 (X7， y，) 13 97 (X7， Y7) 10 98 (X7， Yg) 20 110 

(X7， Yl1) 8 103 (X7， Y'2) 18 111 (X7， Y12) 24 119 (X8， Y3) 13 103 

(X8， Y5) 21 107 (X8， Y6) 12 98 (Xo， Y8) 10 99 (X匂 Yg) 28 119 

(X9， YO) 35 109 (X9， Y9) 10 94 (X11l， Y5) 63 154 (X出 Y7) 23 106 

(XlO， Y9) 12 92 

S B22掘立柱建物跡

柱穴名 確誌面からの揮さ 基準高からの産自 柱穴名 臨閣からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 霊童面からのお 基準高からの産さ 柱穴名 確認面からの産自 基準高からの揮さ

(Xo， Yo) 10 92 (Xo， y，) 28 107 (Xo， y，) 38 112 (Xo， Ys) 35 109 

(Xo， Ys) 10 85 (X" Yo) 34 93 (X" Y2) 9 100 (X" y，) 31 84 

(X" Y5) 13 81 (X2， y:，) 20 82 (X3， y，) 11 86 (X" y，) 19 71 

(X" Y5) 14 75 (X5， y，) 10 85 (Xs， y，) 11 83 (Xs， Y2) 8 61 

(XG， Y5) 7 66 (X7， y，) 17 86 (X7， Y3) 26 76 (X7' y，) 19 93 

(X7， Y5) 14 77 

S B23掘立柱建物跡

柱穴名 確認面からの揮さ 線高からむ揮さ 校穴名 護霊面からむ産自 基準高からのお 柱穴名 産liiillからの揮さ 基準高からの揮さ 住穴名 建認匝からむ高さ 基準高からの揮さ

(Xo， Yo) 16 106 (X"， y，) 9 99 (Xo， y，) 9 98 (Xo， y，) 26 114 

(Xo， Y3) 11 100 (Xo， y，) 19 104 (X" Y3) 10 97 (X" Y3) 20 105 
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(X2， y，) 12 101 (X2， Yl) 12 96 (X" Y2) 13 102 (X3， y，) 35 121 

(X3， y，) 21 106 (X3， YS) 83 (X" YI) 35 126 (XS， y，) 94 

(X6， YO) 15 99 (X6， y，) 10 93 (X6， Y2) 14 103 (X6， Y，) 16 96 

(X6， YS) 15 92 (X7， YO) 10 94 (XS， YO) 23 106 (XS， Y，) 22 76 

(X8， y，) 27 99 (X8， YS) 11 68 (X" Y2) 83 (X出 Y2) 10 83 

(X出 Ys) 61 (Xll， y，) 13 81 (Xll， y，) 20 75 (Xll， YS) 13 55 

S B24掘立住建物跡

柱穴名 躍Z語からのお 基準高からの産自 柱穴名 確認面からの産さ 基準高からの産さ 柱穴名 確識からの産さ 基準高からの揮さ 柱穴名 確認語からの産自 基準高から自産自

(Xo， Yo) 99 (Xo， y，) 9 102 (X" Yo) 19 106 (X" y，) 16 110 

(X2， YO) 21 106 (X2， y，) 14 104 

一
S B25擁立柱建物跡

柱穴名 確認面からの揮さ 基準高かちの揮さ 柱穴名 確認面からの揮さ 基準高からの産自 柱穴名 確認面からの謀さ 基準高からの揮さ 柱穴名 確認面からのお 基準高からの産さ

(Xo， Yo) 17 70 (Xo， y，) 15 59 (Xo， Y3) 9 51 (XωY，) 20 65 

(X" YO) 20 70 (X" y，) 10 49 (X" YO) 25 58 (X2， y，) 23 117 

(X2， Y3) 11 55 (X" y，) 20 59 (X3， YO) 17 56 (X3， y，) 27 64 

(X:l， y，) 11 50 (X" YO) 22 58 (X;， y，) 22 62 (X1， Y，) 10 46 

(X" y，) 16 54 (X" y，) 9 43 (XS， y，) 33 62 (XS， Y3) 11 50 

(Xs， Yl) 20 64 (X6， Y1 16 45 (X6， y，) 14 45 (X6， Y，) 9 52 

S B26掘立柱建物跡

S B27掘立柱建物跡

柱穴名 建認面からの産さ 基準高からの高さ 柱穴名 確lljiliiからの綜 草壁高からの揮さ 柱穴名 確認面からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 確認面かも的高さ 基準高からの産さ

(Xo， Yo) 22 76 (Xo， y，) 13 61 (X匂 y，) 14 59 (X" YI) 6 53 

(X2， YO) 17 70 (X" y，) 6 49 (X3， YO) 19 70 (X3， YJ 15 59 

(Xゐ Y2) 7 49 
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S B28掘立柱建物跡

柱穴名 磁語からの揮さ 基準高からの産自 柱穴名 確認面からの産自 基準高からのお 柱穴名 確認面からの産自 基準高からの産自 柱穴名 確認面からのお 基準高からの産さ

(Xo， Yo) 21 75 (Xo， y，) 14 86 (Xt， y，) 11 7 11 (X2， YO) 12 53 

(X" Yl) 24 74 (X" Y3) 11 108 (X2， y，) 14 72 (Xゐ Yl) 11 61 

(X" yj) 10 70 (X5， Yl) 12 62 (X5， Yl) 9 56 (X5， y，) 17 69 

(X5， y，) 7 62 

S B29掘立柱建物跡、

柱穴名 産車面からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 確認面からの産自 基準高からの揮さ 柱穴名 産語頭かもめ揮さ 基準紛らの産自 柱穴名 産車両からの揮さ 基準高から出産さ

(XO， Yo) 14 89 (XO， Yo) 20 92 (Xo， y，) 15 95 (Xo， Y3) 29 110 

(Xl， YO) 29 92 (Xl， Yl) 32 98 (Xt， Y3) 14 53 (X2， YO) 39 103 

(X3， YO) 41 103 (X3， Y3) 27 94 (X" YO) 38 95 (X" Y3) 45 107 

S B30掘立柱建物跡

校穴名 確認面からの産さ 基準高からの産自 柱穴名 確認語からの陸自 基準高から品産さ 柱穴名 確認面からのお 基準高からの揮さ 柱穴名 確認面的自産自 基準高からの揮さ

(X偽 Yo) 15 103 (Xo， Yl) 41 103 (Xl， YO) 13 96 (Xt， Yl) 7 100 

(X" YO) 26 104 (X2， Yl) 17 91 

S B31掘立柱建物跡

柱穴名 確認面かも由揮さ 基準高から由産自 柱穴名 臨面からの産自 基準高からの産自 住穴名 護霊弱からの揮さ 基準高からの揮さ 柱穴名 確ヨ面からの揮さ 基準高からの揮さ

(XO， Yo) 22 88 (XωY2) 36 102 (Xo， Y3) 15 49 (Xt， YO) 25 88 

(X2， YO) 43 106 (X" Yl) 64 130 (X2， Y3) 54 123 

S B32掘立枝建物跡

S B33掘立柱建物跡

柱穴名 確認面からの高さ 話準高からの産5 柱穴名 震誌面かるの産さ 基準高かもの産さ 柱穴名 確認面伯母揮さ 基準高からの産5 柱穴名 躍言語からの悪さ 基準高からの産さ

(XωYl) 13 119 (XO， y，) 49 201 (Xo， y，) 57 208 (Xll， Y6) 22 172 

(XωYB) 32 174 (Xl， Yll) 43 149 (X2， y，) 43 194 (X3， Yl) 10 124 

(X" Y3) 13 15 (Xゐy，) 78 179 (X3， Y6) 33 183 (X3， Y7) 29 177 
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S B34掘立柱建物跡

村:穴名 磁器からの前 基準高からのお 柱穴名 確認面からの産さ 基準高からの産自 柱穴名 建認語からの綜 基準高からのお 柱穴名 確認J語からの産自 基準高からの際

(Xo， Y6) 23 153 (Xo， Y7) 10 141 (XJ， Y6) リ「 132 (X2， Y6) 22 147 

(X2， Y7) 10 133 (X2， Y7) 7 125 (X2， Ys) 14 129 (XJ， Y3) 15 141 

(X3， y，) 23 147 (X3， Y5) 18 141 (X:h Y6) 13 135 (X3， Y8) 18 128 

(X" YO) 14 162 (X" Y，) 3 143 (X" Ys) 9 129 (X" Y8) 17 130 

(Xs， y，) 23 149 (X匂 Y8) 19 129 (X“y:，) 13 136 (X“Ys) 14 135 

(X7， Y2) 25 149 (X7， y，) 13 134 (X8， YO) 19 150 (X" YO) 19 146 

(X9' y，) 21 146 (X9， Y2) 9 133 (X9， y，) 

S B35摺立柱建物跡

柱穴名 確認砂らの促 基準高からの深さ 柱穴名 確認面からの産自 基準高からのお 柱穴名 確ailnかもの産自 基準高からのお 柱穴名 確認匝からの揮さ 基準高からのお

(Xo， y，) 70 135 (Xo， Y3) 25 156 (Xo， Y5) 9 137 (X" YO) 22 143 

(X" y，) 17 136 (X" Y3) 15 136 (X" YO) 7 125 (X3， y，) 8 112 

(X3， y，) 18 134 (X3， YS) 28 134 (X" Y，) 11 118 (X" y，) 9 120 

(X5， YO) 12 101 (X6， YO) 17 130 (X6， y，) 11 119 CX6， Y，) 19 123 

(X6' y，) 11 114 

S B 39掘立柱建物跡はYH通りとY9通りが 1尺ほどずれていたため、 X5通りを境にして東

西 2棟の建物とも考えられたが、 Y7通りの柱筋がよく通っているため 1棟として検出した。

この建物は柱間隔に難点があり、とくにYo通りの柱は飛び過ぎている。しかし間取りとして

は比較的はっきり現れて、しかも興味深い形である。住宅と付属舎が接続した間取りを示して

いる可能性もある。

S B 40掘立柱建物跡、は当遺跡西端部で検出された。 1.5間x2間の

を付けた建物で、 (X3，の柱を欠く。蔵の類であろう。

に小さな張り出し

S B 41掘立柱建物跡、は SD 09.10空堀跡が西端部で途切れる、その中間で検出された。 2

部屋が鍵形に接続する間取りが明瞭に示されているO しかし柱配置に難があり、 (X2，Y2) と

(X3，Yl)の柱を欠いている O 小住宅ないしは蔵などに想定されよう。

S B 42掘立柱建物跡は SD 09.10空堀跡が東部で折れ曲がる中央部で検出された。 YO""'_'Yl

の柱間隔が10尺と大きすぎるが、四隅の柱は正確に合致する。納毘などであろうか。
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S B 43掘立柱建物跡は当遺跡最南端部で検出された。 1間x2間程度の規模であり、四隅

にきちんと柱が立つO しかし桁行の中間に柱を欠くため、柱間隔が12尺余と飛んでいる。やは

り納屋などの建物であろう。

平面形式の分類

主殿ないしはそれに準ずる建物としてはSB16.21.34掘立柱建物跡の 3棟が存在する。こ

の3棟の間取りを見ると、寝殿造ないしは書院造の系統といった分類の仕方は無理であろうが、

強いてそうした観点から検討すれば、 3棟とも書院造に近い間取りを示していると言えようか。

中規模以上の住宅と思われるものに SB 04.05リ0.22.23.25.35.38掘立柱建物跡の 8棟が上

げられる。その中で、 SB04掘立柱建物跡は書院座敷に類似した間取りを示していて興味深

い。 SB 22掘立柱建物跡は庇縁が主屋の横に張り出して中門のような形になり、中世地侍級

の住宅をはっきり示している。やはり地侍級の住宅を示していると思われる建物に SB 25掘

立柱建物跡がある。規模は小さいがSB 38掘立柱建物跡も SB 22掘立柱建物跡ときわめて類

似した間取りである。

小住宅に見なし得るものに SB 01.03.06.28.29.33.41掘立柱建物跡と上げたが、検出の際

に付属舎と見なした建物の中にも住宅が含まれている可能性がある。小住宅の中で SB 01掘

立柱建物跡は近世農家の間取りの原型を示していて、中世から近世初頭にかけての小規模住宅

の形式が察知出来て興味深い。

S B 01掘立柱建物跡に関連して言えば、主屋から小さな張り出しを付けている建物が、こ

の他にSB02.08.12.33.38.40掘立柱建物跡があり、このうち少なくとも SB01.02.12.40掘

立柱建物跡の 4棟は出入口の庇と思われるもので、それも雪除け庇のような簡便な造りを想段

させる。こうした観点をさらに発展させると、秋田県民家の特色である中門造をも想起させて、

地方色の表れた住宅の基本形式を見る思いがして興味深い。

むすび

当遺跡の掘立柱建物跡が、主殿級の住宅、地侍級(館主に従属する家臣か)の中規模住宅、

階層不明の小規模住宅、そして各種雑舎などが混在していたことは明らかであるO しかしこれ

らの建築年代と変遷を明かにすることは、私の能力と知識では到底できる技ではなく、せいぜ

い出来ることと言えば、重複した建物が柱穴の切り合いが明瞭でないとき、間取りの分析から

どちらが先か後かの推定をする程度である。

当遺跡の性格については冒頭でも私見を述べたが、これに関連して各建物の用途についても、

いわば本丸に当たると思われる「餌釣館Jの遺構が明かにされない限り推棋の域を出ない。その

ため掘立柱建物跡の検出に当たっては、それぞれの遺構の概略を簡単に述べるだけにとどめた。

遺構の検出のi擦に問題になったことは、整然とした柱配置の建物が皆無と言ってよく、構造
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上無理のあるものが少なくなかったことであるO 構造が発達する近世末期の技術をもってしで

もあまりやらないような、かなり飛躍したものもあったりして、それをどう解釈して検出に結

び付けるかに時間が費やされた。ただ中世の地方住宅に関しては、間取りや構造などの基本的

な事柄もいまだ不明な点が多く、今後の研究課題であることは論を待たなし」当遺跡の掘立柱

建物跡の検出が、今後の研究のためのささやかな資料提供にでも利用されることがあれば、望

外の喜びである。

最後に、掘立柱建物跡の検出と研鏑の機会を与えて下さった県埋蔵文化財センター桜田隆文

化財主査に厚く感謝の意を表する O

(6)土坑

S K 117土坑(第82図)

MP53-MQ53グリッドに位置し、第V層上面で検出した。 SD110.SD 121溝状遺構と

複するが、その新旧関係は(古) S D 110→ S D 121→ SK 117 (新)である。平面形は、長軸

142cm、短軸130cmの楕円形を呈し、長軸方向はN-85
0 -wである。土坑は地山(V1IA層)まで逆台

形に94"""'98cm掘り込まれており、坑底はわずかに鍋底形を呈する。

は出土しなかった。

(7)柱列

柱列は11条検出した(第83図)。これらの柱列は塀と考えられる。

は締まりが弱い。遺物
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5 中世~近世の遺構と遺物

(1)火葬墓

何らかの形で、人骨と思われる骨を出土した遺構が 7 る。いずれも火熱を受けた骨で木

炭も一緒lこ出土しているが、遺構の形態@骨の出土状況に違いがみられるO このためここでは、

その遺構の中で確実に焼かれ、そのまま埋葬されたと考えられる 3基を火葬墓、その他の 4

を被火骨出土遺構として記述する。なお、遺存していた骨の鑑定については、第 5章第 4節を

参照されたい。

SX 04火葬墓(第84図、図版29)

LQ55グリッドで検出した。 SX05火葬慕の南西約 7m、SX13火葬墓の北側に隣接して存

在する。墳の平面形は、長軸約120cm、短軸50cmの隅丸長方形あるいは小半Ij形を皇し、深さは20

cmである。墳の長軸方向はN-15
0

…Eである。底面は中央部ほど深い。壁はやや急傾斜である

が、北壁は緩やかである。骨片は樫土中からほぼまんべんなく出土した。底部中央ほど大きめ

の骨が残っていたが、全体として遺存状態が悪いため、どのような埋葬姿勢だったのか不明で

ある。墳の長軸と若干角度を持って溝が取りついているが、その状況はSX05火葬慕と似てい

るものの、全長が95cmと短かく、東側では明確に捉えることができなかった。墳の躍と溝部分

は良く焼け、木炭や禾本科植物灰も残っていたが、!底面はあまり焼けていなかった。

SX 05火葬墓(第84図、図版30.31)

調査区東側で検出された 3基の火葬墓のうち、最も遺存状態の良かったもので、LR57eLS57

グリッドで検出した。平面形は隅丸長方形(長軸125cmx短軸75cm)を呈する。確認面からの深

さは17cmで、底面から監面にかけて非常によく焼けている。長軸方向はNω9
0 -wである。

また、長j~自にほぼ直交して、 i福15cm、深さ 1 ，__，22cm (中央部ほど深い)、長さ200cmの溝が取り

付いている。墳と溝の交わる部分においては溝の方が深く、その壁も良く焼けている。人骨は

頭部を北に、脚部を南にした横臥屈葬の形を取っている。違存する骨の大きさから成人と思わ

れるが、男女の区別はつかない。人骨の下及び潤固に炭化した木の枝や大型の炭化物が多く見

られ、壁面にも禾本科植物灰の堆積があったことと、横臥屈葬の形を取っていることから、こ

の人骨は、この壌の中で火葬され、そのまま埋められたものと考えられる。

SX 13火葬墓(第85図、図版29)

LQ550LR55グリッドで検出した。 SX04火葬墓の南西側に接するようにして存在する火葬

ある。墳の平面形は、長軸125cm、短軸70cmの小字Ij形で、深さは15cmである。底面はほぼ

平坦であるが軟らかく、また黒色土中にあるため判然、としないところがある。墳長軸線に誼交

するように幅15，__，20cm、長さ約120cmの溝が取りついているが、その深さは壌底面とほぼ同じ

である。壁内閣を中心に焼けているが、 SX04.05火葬慕に比べて焼け方は弱し1。このことを
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裏付けるように、髄所に生焼けの木炭が残り、逆に骨の残りは少ない。埋土中から縄文土器の

細片とブレイクが出土しているが、本遺構の掘り込まれている V属中には、縄文土器の破片や

ブレイクが少し含まれており、埋めもどしの際の土に混在したままになったものと考えられる。

口? 口i
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]_ H = 77 . 900 m 

第85図 SX13火葬葬

(2)被火骨出土遺構

SX 14被火骨出土遺構(第86図、図版32)

LT54グリッドで検出した。溝状遺構の中に火熱を受けたと思われる骨が、一塊りとなって

出土した。溝状遺構は、長さ160cm、i幅35cm、深さ20cmであるが底面及び壁面は焼けておらず、

凶?∞l
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第4章調査の記録

火を焚いた痕跡、はない。いずれかの場所で焼かれた骨のある部分が、この溝状の一掘り込みの

中に置かれたものであろう。

SX 15被火骨出土遺構(第86図、図版33)

MD53グリッドのSD 10空堀跡底面で、 SX16被火骨出土遺構の北側に接して検出したが、

SX 16被火骨出土遺構との新!日関係については不明である。長軸100cm、短軸85cmで、円形に近

い平面プランを笠し、深さは25cmであるO 木炭と混じり合う形でかなりの量の骨片が出土した

が、大型のものはなく、また規員IJ的なまとまり方もしていない。 は3層に分けられた。 い

2繕は褐~明褐色の砂@小砂磯層に、木炭と骨片を若干混じ、 3属は木炭が土壌化したものか

骨片と木炭の出土が多し可。壁面、底屈とも視認できるほど焼けていない。

SX 16被火骨出土遺構(第87図、図版34)

MD52.53グリッドのSD10空堀跡底面で検出した。平面形は直径約180cmの円形を呈し、

このうち、中央部の直径100cmほどの範閣が高さ10cm前後のマウンドとなっていた。この円内

から骨が炭化物(大部分は木炭)と一緒に出土するが、この部分は浅くくぼんでおり、底面ほど

炭化物が多し、。この底面は若干火熱を受けた痕跡もあるが、出土した骨がここで焼かれたのか、

他所で焼かれたものが炭化物と一緒にここに移されて埋められたものか判断できなし 1。出土し

た骨には細片が多く、しかもその出土位量に規則性はみられない。骨と炭化物が出土する範囲

の外馬は幅20'""25cmの浅い溝状になっている。堆積している土麗は 5層に分けられた口

A 

A 

¥¥¥司づ亡ヨ
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リグ)紗'l'Llニ。{r予干IJliJ出L11のものと J'j干えられ、下え
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んとまないコ検出n!jからマウ/ドになっていた。・_2 坑ぬ(lOY社溺(lOY]{%jの砂列1M"1壬3c!nliiH圭のもこったし巾会干IJ(，
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第87図 SX16・SX26被火骨出土遺構
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第 l節検出遺構と出土造物

SX  26被火骨出土遺構(第87図)

LI38.39グリッドで検出したが遺存状態が悪く、プランは判然としない。長軸150cm、幅約50

cmの土坑と、 80cm四方の不整形を呈する土坑が合体したような形態であるO 深さは20""'30cmで

ある。壁面と底面の一部が焼け、木炭と骨片が出土している O このような状況から SX05など

と同様の火葬墓の可能性もある。

(3)溝状遺構(付図 2) 

SD  113溝状遺構

SD 10空堀跡埋没後のMG53、MH52グリッドに SD159溝状遺構に平行してその西側に検

出した。 v層上回で確認され、長さ6.4m、幅0.3""'0.5m、深さ0.05""'0.14mである。横新面は

鍋底形を呈する O 遺物は出土しなかった。

SD  136溝状遺構

S D137i溝状遺構に連結するように、また SD158に平行するようにME61.62グリッドに検出

したo VIIB(砂磯〉層上面で確認され、長さ 2.4m、

i隔0.5""'0.6郎、深さ0.13""'0.17mである。横断面

は鍋底形----u字形を景する。遺物は出土しなかっ

第88殴 SD 140溝状遺構出土遺物

た。

S D 137溝状遺構

MB74、MC73""'66、MD63""'65グリッドに検

出した。 SD140溝状遺構と璽複するが本溝状遺

構が新しい。VI(漸移)層上面で確認され、長さ48

m、幅0.5""'1.4m、深さ0.3""'0.7mである。横断

は逆台形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D 138溝状遺構

SD 09空堀跡埋没後のMF60グリッドに検出

した。 VI(漸移)層上面で確認され、長さ1.6m、

I!:届0.5""'0.6m、深さ0.09""'0.14mである。横断面

は鍋成形を呈するO 遺物は出土しなかった。

S D 140溝状違講

MD67.66、ME63，......，65グリッドに検出した。 v

属上面で確認され、長さ 16.8m、幅0.3""'1 m、

深さ0.6mである。横断面は鍋底形，......，u字形を呈

する。遺物は埋土の上半から石臼 l点が破砕され

点
斗
ム
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第89関 SDI0~堀跡内溝状遺構



第 1館検出遺構と出土造物

た状態で出土した。石臼(第88図、図版)は、縦50cm、横53cm、高さ32cmの立方体に切断された

凝灰岩を原材とし、上部縁辺をIp高1.3，.....，2.5cm、深さ 3'"'-'3.5cmで削り取りテラス状に面取りして

いるO 中央部を直径40'"'-'42cm、深さ27cm(推定)で、中間部に最大直径(推定43"""'45cm)をもっボ

ウル状に掘削している。

50 149溝状遺構

MF57""'59グリッドに SK148土坑と重複して検出した。本溝状遺構が新しい。v層上面で確

認され、長さ5.6m、i福0.5""'0.6m、深さ0.06'"'-'0.15mである。底部の凹凸が激しくあたかも鍋

底状のくぼみが連結しているかのようであった。底面は堅かった。遺物は出土しなかった。

50 158溝状遺構

SD140溝状遺構に連結するようにME61.62グリッドに検出した。 VI(漸移)層上回で確認さ

れ、長さ4.2m、幅0.4'"'-'1 m、深さ0.3'"'-'0.42mである。横断固は鍋底形を呈する。造物は出土

しなかっ TこO

50 159溝状遺構

SD 10空堀跡埋没後のMF59'"'-'56、MG55'"'-'53、MM52.51、MI50.49、MJ48'"'-'46グリッド

に検出した。北側がSD09空堀跡に接しているが、空堀跡内に水道管理設時の掘削痕があり、

新旧関係等を確認、できなかった。羽(漸移)麗上部で確認され、長さ54.4m、幅0.8'"'-'1.3m、深

さ0.13'"'-'0.23mであるO 横断面は鍋底形，.....，u字形を盟するO 遺物は出土しなかった。

50 10空堀跡内溝状遺構

SD 10空摺跡の掛り下げ中l之、底面にl臨20，.....， 30cm、長さ250，.....，420cm、深さ 10'"'-'15cmの溝状

遺構が60"""'70cm間隔で空堀に直交するように、また鍵形に屈曲する部分ではその屈曲に合わせ

るように並んでいるのを検出した。当初、空堀掘削時の仕事痕跡と考えたが土膳観察用ベルト

で検討した結果、空堀lこ「土砂Jが20cm程度堆積してから掘り込まれた溝状遺構であることがわ

かった。 77条の精査であったが、底面に痕跡として残っていたものや、V1IB(砂傑)層に掛り込

まれていたため明確でなかったものもあったので、実数はもっと多い。

6 近代@現代および時期不明の遺構と遺物

(1)土坑

S K 103土坑(第90図、図版35)

ML53.54グリッドのV層上面で検出した。平面形は橋円形、断面形は鍋底形である。長軸

方向は S-14
0 -wである。長軸240cm、短軸152cm、プラン確認固からの深さは58'"'-'70cmであ

る。長軸254cm、短軸178cmの不整楕円形を平面形にもつ撮り方に 4層土を充填し整形した後、

3層土を貼り付けているが崩壊が著しし、埋土は 2膚に分層でき、 1 2層上面にかけ
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3 H =77. 200m 
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日立76.900m
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S K 111 

H =77.400m 

2 窯(10YR~) 

S K 103土層断面註記

l 黒褐(lOYR%) 
思褐(10YR%) 1よりややしまりあり

明策褐 (10YR%) かたくしまる 砂質粘土

明黄褐(lOYR%)-策褐(10YR %)砂質土 人為的な堆積

I 黒(lOYR~) 地山粒を少量含む

日 常褐(10YR 94) 比較的かたくしまる

細砂・地山粒を多く含む

m 明茶褐(10YR%) かたくしまる 砂質粘土

@ 

Hニ 75.800m

/ 
S K204 

S K 173土層断面註記 S K 173 
1 黒褐(lOYR~) 小磯・地山粒若干混入

泉(10YR~) 孔隙多い 崩落した壁材が多量に混入

黒褐 (10YR~) 小磯若干混入 非常にかたくしまっている

一度掘り込んだうえでこの土で地均しした

と思われる

I 累褐(lOYR~) 1 - 3 cm大の小磯少量i混入

E 褐 (10YR勾) 0.5-5 cm大の小機多量混入

班策褐(10YR%) シルト~粘土

W 灰白(lOYRお) 粘土⑮ V 陥褐山1%0 的組いシ jレト…ぃ

H =76. 700m 
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第90図 SK103・SKll1 SK173・SK204・SK209土坑.S K 103・SKll1土坑出土遺物



第 1節検出遺構と出土遺物

て、拳大~人頭大の際、 2層で魚骨数点、鉄製品、風日破片、酒壌の蓋、ガラス片が出土した。

風呂(第90図 1)は、底部の破片で推定底径 9.5crn、現高 6.3crnで上げ底である。外面を縦方

向に細かい箆磨きの後、黒色処理しているO

S K 111土坑(第90図)

M055グリッドのV層上回で検出した。長軸方向はN司 87 司にもち長軸86crn、短軸74crnのほ

ぼ円形を呈する土坑である。プラン確認面からの深さは 6"""-' 8 crnである。埋土中には炭化物が

多量に混入していた。遺物は埋土中から砥石 l点、拳大のi喋2点、試験管様の直径 1.2crn、長

さ5.5crnのガラス管が l点出土した。砥石(第90関2)は、両端が欠損している。凝灰岩製で 4

屈の砥面をもっO 長さ 4. 9crn" I福5.3crn、厚さ 2.4crn、重さ82gである。

S K 173土坑(第90図、図版35)

MM60グリッドで検出した。平面形は不整長楕円形、断闇形は鍋底形である。長軸方向はN-

9
0

“W、長軸264crn、短軸114crnで、プラン確認面からの深さは58----60crnである。深さ62----64

crnの掘り方を整形後、 SK 103と同様に厚さ 2crn程の白色粘土が貼り付けされていて、作成方

法や貼り付けの材料が類似する。 1層と 2層の間に崩落した援材が挟まれていた。遺物は l

から錆びた釘@鎌刃、道具の柄様の木片、革製のガマグチ、 2層から!日字体の『昧の素』ガラ

ス壊、魚骨などが出土した。

SK 204土坑(第90図、図版35)

NI63グリッドのVI層で検出した。平面形は略円形、断面形は逆台形であるO 長軸方向はN-4

2
0

山Wで、長軸144crn、短軸134crn、底径56crnを測る。プラン確認面からの深さは約86crnで、坑底

面は平坦である。 SK 103.173と形態は異なるものの、構築方法は向じで、坑内面に厚さ 2crn 

程の白色粘土が貼り付けられている。

SK 209土坑(第90図、図版35)

NA72グリッドで検出した。平面形は略長構円形、断面形は逆台形である。長軸方向はN-89

o -Eで、長軸260crn、短軸124crn、プラン確認面からの深さは72"-'76crnである。上記SK 204と

同様に、坑底面に厚さ 2----5 crn白色粘土の貼り付けがなされており、形態はSK103-173に酷

似する O 遺物は出土しなかった。

7 時期不明の遺構と遺物

(1)竪穴状遺構

SK I 54竪穴状遺構(第91図)

LL27 ----290 L027 ----29グリッドで検出した。小さな土坑(P1----のとこれを結ぶ溝の集合体に

応竪穴状遺構の名称を冠しているが、個々に独立した遺構であった可能性もある。ただ確認、面
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での埋土の土色@土質の差異から、本遺構に隣接する SK61.64土坑は切り離して取り扱ってい

る。遺構を構成する各土坑は、 P1で、長径85crn、短径55cm、深さ20cmの楕円形、 P2で長径130cm、

短径55cm、深さ15cmの長楕円形、 P3で長さ65cm、深さ20cmの隅丸方形、 P4で、長径130cm、短

径80cm、深さ55cmの楕円形、 P5で長径75cm、短径60cm、深さ25cmの楕円形を呈しているo P3、

4を連絡する溝はほぼ東西方向に延び、幅約30""75cm、深さ15'"'-'25cmである。 この溝の南側に

点荘する柱穴群が本遺構に伴うのか否かは不明である。

O~ 九九二r

ロ
SK61 

12 DO 
、ミフご

。
ヒ」

。
。。

。 。

第91図 SKI 
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S K 1 54土層断頭註記

1 暗褐(lOYR 93) 
2 黄褐 (10YR%) 

3 階褐 (10YR 93) 

。
4 褐(lOYR勾〕 地山土を比較的多く混入

5 階褐 (10YR 93) 下部ほど語撃を多く混入

6 泉褐(lOYR92) 臣撃を少量混入

7 黒褐(lOYR%) 坑底面近くに巨磯多く混入

炭化物を微量混入

。
。

。。。。
。。



第 1節検出遺構と出土遺物

(2)溝状遺構

50 06溝状遺構(第92関)

LS54----56、LT54.55グリッドで検出され、西側の SD07溝状遺構と約 6m隔ててほぼ平行し

て存在する溝状遺構であるo V層を掘り込んでいるが、底屈は地山まで達していなし、。長さ 9

5m，， 1隔0.95'"""'1.7m、深さ0.15---0.22mである。横断面は鍋底状を呈する。遺物は出土しなかっ

た。

50 07溝状遺構(第92図)

MA55.56グリッドで検出した。 v層を掘り込んでいるが、底面は地山まで達していない。

さ4.4m ，，~高0.5----0.95m 、深さ 0.08----0.15m である O 横断面は鍋底状を呈する O 遺物は出土し

なかった。

50 52溝状遺構(第92図)

ME38，.....，41. MF38，.....，41グリッドの四層上面で検出した。 I幅1.8m前後、深さ 0.15，.....，0.2mの溝

がほぼ南北方向に延びるが、北端は東に折れ、南端は調査区外となる。確認できる長さは約12m

である。遺構北端部はSD01空堀跡の屈曲部に近接している。横断面は鍋底状を呈する。遺物

は出土しなかった。

(3)土坑

5 K 51土坑(第93図〉

LK31.LL31グリッドで検出した。径約 2mの円形を呈すると考えられるが、東辺部を欠く。

確認、面からの深さは最深で45cmであるの坑底部には径35cm、深さ22cmの杵ー穴が穿たれているの

埋土は、一見すると撹乱土のように培褐色土と地山土がモザイク状に入り込んでいる。

5K 55ごと坑 (第93図〉

LP32.33グリッドで検出した。長軸1.7m、短軸1.3mの東西方向に長い隅丸長方形を呈し、

深さは25cmである。埋土は黒褐色土単層であるO

5K 59土坑(第93図〉

LK29.LL29グリッドで検出した。長径50cm、短径37cmの楕円形を呈する。確認面からの深

さは35cm、理土上位で拳大の磯を確認しているO

5 K 60土坑(第93図)

S 1 50竪穴住居跡の南側LS37グリッドで検出した。径あるいは一辺が約1.3mの不整円形

ないしは方形を呈する。 深さは35cmで、ある。

5 K 61土坑(第93図)

LM28グリッドで確認した。 SK 1 54とした竪穴状遺構の範囲内に含まれる可能性もある

が、確認面での埋土の相違から両者を分離して扱っている O これはSK64土坑にも当てはま
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第 4章調査の記録

ることである。規模は長軸70cm、短軸50cmの隅丸長方形を呈するO 深さは20cm余りであるO 埋

土中位に拳大の擦を数個含む。

SK 62土坑(第94図)

LN33グリッドで検出した。長径95cm、短径45cmの南北方向に長い楕円形を呈し、 深さは20

cmである。

SK 64土坑(第94図)

LN29グリッドで検出した。長径105c組、短径45cmの北東町南西方向に長い楕円形を呈する。

平面形状はSK 62土坑に類似する。確認、面からの深さは65cmで、あり、一部オーバーハングし

ている。暗掲色土単}寵で、人為的に埋められたものと考えられる。

SK 66土坑(第94園)

LQ38.LR38グリッドで検出した。長径125cm、 短径70cmの東西方向に長い楕円形を呈し、

深さは30cmであり、法rr面形で見て緩いU字状に掘り込まれている。

S K 210土坑(第94図)

NJ73グリッドで検出した。平面形は不整楕円形、断面形は鍋底形である。長軸方向は S-72 

0 一Eで、長軸116cm、短軸102cmを測る。プラン確認面からの深さは14"-'16cmで坑底面は比較

的平坦である。遺物は出土しなかった。

S K 211土坑(第95図)

NJ68グリッドで検出した。平面形は略楕円形、断面形は鍋底形である。長軸方向はN-62
0

司

Eで、長軸94cm、短軸62cm、プラン確認面からの深さは14"-'18cmで、ある O 遺物は出土しなかっ

fこO

S K 218土坑(第94図)

NL68グリッドで検出した。平面形は略円形、断面形は不整の鍋底形である。底面は凹凸が

あり、北西側にさらに柱穴状の掘り込みをもっO 長軸方向はN-29
0

-Eで、長軸96cm、短軸92

cm、プラン確認面からの深さは 8'""10cmで、掘り込み部の最深部は18cmを測る。遺物は出土し

なかった。

S K 219土坑(第95図)

NM68グリッドで検出した。確認面での平面形は一辺80cm前後の不整方形をなす。北西~南

西端は深さ10cm前後で平坦になり、中央から左側はさらに径約64cm、深さ34cm前後の円箆状に

堀り込まれている。

S K 220土坑(第95図)

NN69グリッドで検出した。平面形は略円形、断面形は鍋底形である。長紬方向はN_25
0

同

Wで、長軸118cm、短軸104cm、プラン確認面からの深さは16"-'18cmである。遺物は出土しなかった。
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第 4章調査の記録
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SK 221土坑(第95図)

第 1節 検出遺構と出土造物

NN74グリッドで検出した。平面形は略楕円形、断面形は鍋底形であるO 長軸方向をN-6t吟

Eにもち、長軸94cm、短軸62cmで、

なかった。

S K 230土坑(第95図)

プラン確認面からの深さは14----18cmで、あるO 遺物は出土し

NN74グリッドで検出した。平面形は略楕円形、断面形は鍋底形である。長軸方向はN同61"-

に二~~
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第 4章調査の記録

E、長軸116crn、短軸96crn、プラン権認、面からの深さはお，...__.32crnで、あるO 遺物は出土しなかった。

(4)焼土遺構

SN 231焼土遺構(第95図)

NE66eNF66グリッドで検出した。平面形は略円形で、長軸方向をN-70
0

-Eにもち、長軸98

crn、短軸86crnである。約 2~ 3 crnの厚さの焼土であるO 造物は出土しなかった。
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第 2節遺構外出土造物

(5)柱穴(付図 1) 

調査区のほぼ全域で柱穴様ピットを検出した。そのほとんどが掘立柱建物跡の柱穴と思われ

るが、建物跡を想定できなかったため柱穴群とした。

第 2節遺構外出土遺物

l 縄文時代の遺物

土器(第96'"'-'98図、図版12)

山王岱遺跡の 3次にわたる発掘調査において出土した縄文土器は、ほとんどが破片資料であ

り、遺構外出土のものは、古代から現代までの掘削@整地@開墾@土取り等によって遺物租含層

(V層以下の層)の多くが消失しており、約200点が出土したに止まる。そのうち粗製土器が半

数以上を占め、豆群土器がそれに次いで多い。そのほとんどが深鉢の体部破片である。

lの1点のみが前期の土器で、綾絡文が施されている(1群)0 2は口縁部が外側に折り返し

(II群c類)、 10'"'-'12は3条 l組の沈線で真中の沈線上に刺突が施される (II群c類)0 13.14の

2点は問一個体と思われ、 RL原体の斜位回転地文に横位の沈線が施される(盟群a類)015は

沈線文で区画をし、無文部は磨消しがなされ、口縁部小波状の頂部 2カ所に刻みが入る(盟群

b類)016は口縁部に羊歯状文が施文される (IV群a類)017は沈線文が施され(IV群b類)、 18

は沈線区画の磨消し縄文である (IV群c類)032.33はLLrの撚糸文が施される (V群)。

石器(第99'"'-'103図、図版13'"'-'15) 

遺構外出土の石器@剥片の総数は55点であるが、山王岱遺跡から出土した石器@剥片のおよそ

64%にあたる。これら石器@剥片の出土は、 S1225竪穴住居跡→S1223竪穴住居跡→S1 206 

竪穴住居跡を結ぶラインより西側にまとまっている(第99図)。

石鎌は 2点出土した。 34は凸基有茎鎌であるO 茎部端及び先端が折損しており、表面左右側

縁に小さく数ケ所、 中心に大きくーケ所、各々被熱によると患われる弾けた剥離痕

がある。 35は平基無茎鎮で、基部には加工があまり施されず、両国に素材の剥離面を残してい

る。基部の表面右側は一部欠損している。

お匙は 2点出土した。 36は完形の縦型石匙である。表面はつまみ部の一部を除き、ほぼ全面

に二次加工を施しているが、裏面にはつまみ部の扶りを除き、ニ次加工を施していな ~ìo 裏面

にはつまみ部及び剥離を除く全面に光沢が観察される。 37は上半を折損する縦型石匙片であるO

表面左側は長い二次加工が施され、右側は比較的急角度の短い二次加工が見られる。また、さ

らに表面左側縁には両面には細かい二次加工を施している。

お箆は 1点の出土であるo 38は厚みのある横長剥片を素材とする石箆である。表面は全面に
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第 1館検出遺構と出土造物
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第99図 遺構外出土酒器・剥片分布図

二次加工を施し、裏面は両側縁に二次加工を施し、援形に整形しているO 表面中央部から基部

にかけての二次加工による剥離でできた稜線は摩滅している(スクリーントーン部分)。刃部

表面左側には細かい階段状剥離痕があり、刃部表面には光沢が認められるO

スクレイパーは10点出土した。 39はやや厚みのある縦長剥片を用いたスクレイパーで、表面

左側には大形の二次加工を施し、裏面左側縁には細かい二次加工を施して刃部を作出している0

40は横長剥片を素材とし、末端側の一部を除き、ほぼ全周に比較的大形の二次加工を施し、卵
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第 2節遺構外出土遺物
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形に整形している。素材末端側の表面には細かい二次加工が施されて刃部となっている。41は

51 

54 

55 

第103図遺構外出土遺物〔縄文時代(7 ) J 
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厚手の縦長剥片を素材とし、一部をi徐き比較的大形の二次加工を施し、全体を尖頭状に整形し

た後、表面右縁に細かい二次加工を加え刃部を作出している。 42は大型の縦長剥片を素材とし、

表面には打面側と左側縁の一部を除き、ほぼ全縁に二次加工が施され、裏面には先端近くに数

ケ所の微小会Ij離痕が認められる。 43は薄手の縦長剥片を素材とし、両側縁の主として表面側に

二次加工を施し刃部を作出している。下部は折損している。 44は横長争Ij片を素材とし、末端縁

は裏面に、表面の右側縁には両面に細かい二次加工を施している。末端側が外湾、表面右側が

若干尖頭状を呈する刃部を作出している。 45は薄手の横長剥片を素材とし、裏面末端側から左

側縁及び表面右側縁に二次加工を施している。末端側が内青し、表面左端が尖頭状を呈する刃

部を作出している。 46は弧を描く刃部のみが残り、他部分は折失している。刃部は素材剥片の

末端側に表面に比較的急角度の二次加工、裏面右側に比較的平坦なニ次加工をそれぞれ施して

作出している。 47は比較的す詰まりの剥片を素材とし、末端表面左側に比較的急角度の二次加

工が認められる。制片の右側は後世の剥離痕が多数存在し、細部の形状等は不明瞭であるが、

剥片表面の末端中央から左側縁にかけて、微小剥離痕が存在する。 48は寸詰まりの剥片の表面

の末端縁辺に細かい二次加工を施し、弧状の刃部を作出している。

第4表遺構外出土石器一覧表

大きさ(単位は長@幅が棚、重量が g) 

番号 出土地点 層位 器 種 最大長 最大幅 最大厚 重量 最大刃長 材 質

3 4 NE78 羽 石 鎌 3 5 3 5 6 2 5 頁 ZιiヨJ 

3 5 MG55 V 石 錬 3 9 2 2 5 1 6 2 頁 石ι.w 

3 6 不明 縦型石匙 6 0 2 1 8 1 0 5 1 頁 石ιふJ

3 7 NB59 I 縦型 E 匙 3 7 2 0 4 4 4 2 頁 石

3 8 ND73 I 石 箆 9 2 4 0 1 6 5 1 3 4 頁 石LよJ

3 9 MP53 V スクレイノ¥'- 7 2 4 1 1 3 3 6 4 6 頁 石弘よJ

4 0 NN65 V スクレイノ¥'- 9 1 5 4 1 6 6 9 8 3 頁 石ιよJ

4 1 NS70 V スクレイノ¥'- 9 3 6 0 1 6 8 9 6 4 頁 ぞLよi

4 2 表採 スクレイノ¥'- 114 8 2 2 1 148 9 1 頁 老LよゴJ 

4 3 MM58 VI スクレイノ¥'- 4 7 2 2 7 6 4 3 頁 石'-'-' 

4 4 N066 V スクレイノ¥'- 5 7 110 1 6 8 1 7 7 頁 疋Lよ玉」

4 5 NH78 VI スクレイノ¥'- 5 4 9 9 1 0 4 5 7 5 頁 友ιよ=j

4 6 NJ65 スクレイノ¥'- 3 2 5 0 1 2 1 3 4 5 頁 石ι.w 

4 7 NK63 羽 スクレイノ¥'- 5 7 5 6 1 6 4 0 4 2 真 右ιよJ

4 8 NM66 V スクレイノ¥'- 6 2 6 9 1 4 5 0 5 9 頁 司w-ヨJ 

4 9 一次表採 欝製石斧 109 6 5 3 0 3 5 ] 計iJ!IJ不能 安山岩

5 0 NL68 磨製石斧 7 9 3 3 4 4 6 7 3 3 緑色凝灰岩

5 1 NN65 V 磨 石 126 5 7 3 8 310 安山岩

5 2 NN66 V 磨 石 102 9 4 5 6 784 安山岩

5 3 NN70 V 磨 石 121 104 8 3 1，42 1 安山岩

5 4 NN70 V 磨 石 1 1 8 8 9 6 2 931 安山岩

5 5 NJ68 石 冠 133 6 5 7 1 1，00 ] 花嵐岩
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磨製石斧は 2点出土した。 49は基部を折損するが、横断面形は所謂三味線腕形をなす比較的

大型の定角式石斧である。刃部には大型の剥離痕が存在するが、刃部再生は認められない。 50

は基端面以外全面が研磨された完形の両凸円刃石斧である。横断固形は低多角形を呈する。表

面の刃部左上、裏面左側及び裏面中央に整形時の剥離痕が残っている。

磨右は10点出土した。 51は棒状礁を素材とする。両面及び、表面右側辺に療面が形成されてお

り、特に表面の磨痕が顕著である。 52はやや偏平な円磯を素材とし、両面に磨面が見られる。

53は比較的大型の円i擦を素材とする。ほぼ全面を磨っている。 54は円!擦を素材とする。両面の

中央部分に磨面が認められる。 55はいわゆる北海道式石冠である。全面散打整形され、上面観

は一端がやや狭まった長楕円形、側面観は半円形に近い。側面には幅 2cm前後の浅い溝状の凹

みがめぐるO 底面はほぼ平坦で、若干磨痕が認められる。

2 古代(平安時代)の遺物

調査区南東部で調査前に、!日耕作者により黒土が不法採取された際の盛土中に発見した遺物

である。原位置は不明であるが、調査区内の出土である(第104図)0 1は、推定口径14.5cm、

現高4.7cmの、職醸成形したあと内面に箆磨きと黒色処理をした土師器杯形土器である。胎土

は精選されており焼成良好で堅徹である。外面の色調は浅黄境色を呈するo 2は、推定口径15

cm、現高 3cmの、線櫨成形したあと内面に箆磨きと黒色処理をした土師器杯形土器である。胎

土は精選されており焼成良好で堅徽である。外国の色調は浅黄櫨色を呈する。 3----7は、粘土

紐巻き上げで成形した土師器護形土器の口縁部破片である。 3----6は口縁部が大きく外皮し、

口唇の内側が垂直に立ち上がる形態である。胎土に砂磯を多量に混入し、焼成は良好で堅撤で

ある。 7は口縁部が大きく外反している。 8は、土師器整形土器の底部破片である。現高 3.6 

cm、底径 8.2cmで胎土に砂磯を多量に混入し、外面が箆削り調整されている。底面には木葉痕

がみられるO 焼成は良好で撃徹であるO 色調は外面がにぷい澄色、内面が黄樺色を呈する。

3 中世の遺物

遺構外出土の中世遺物として、白磁碗と珠洲系@珠洲焼揺鉢がある(第105図、悶版36-37)。

1は、 M059グリッドの I属中から出土した12----13世紀の中国製白磁碗の腰部破片である。

2は、 LK27グリッドから出土した14世紀後半----15世紀中葉の中国龍泉窯系の青磁碗腰部破片

である。外面に箆描きの蓮弁文がみられる。 3は、 MR71グリッドの I属から出ことした13世紀

E期)の珠洲系描鉢の口縁部近くの破片である。卸日が粗雑で、 i擁轍撫での凹凸が顕著で

ある。 4は出土地点不明、 5はNC65グリッドの I属から出土した14世紀後半(IV期新)の珠洲

系揺鉢の口縁部破片である。口縁部のっくりは珠洲焼では見られず、内面の調整も特異で胎土
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も河期のものに比べ一般的ではなし'06は、 M056グリッドから した14世紀後半(IV期新)

4 

一 一一一?一一~ -一

。 10cm 

第104図遺補外出土遺物(古代)
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;〆 くク

4 

む

第105図 遺構外出土遺物(中世)

の珠洲系揺鉢の体部破片である。 7は、 LL30グリッドから出土した14世紀後半(IV期新頃)の

珠洲系措鉢の体部破片である。

4 近@現代の遺物

遺構外出土の近@現代の遺物として、陶磁器@説@円盤状石製品@木製品@金属器がある(第106'-"'"

1081盟、図版38，-....，42)。

近世の陶磁器としては、17世紀後半から18世紀末葉までの肥前産の陶磁器があげられる(第10

6図)01は17世紀後半'-""'18世紀代の口縁部に草花文が描かれ、蛇の目高台をもっ染付の血であるO

2 • 3は17佐紀後半'-""'18世紀代の染付の碗である。 4は17世紀後半'-""'18世紀代の青磁瓶である 0

5は18世紀の染付の小杯あるいは仏飯器で笹文が外面に描かれている。 o6は18世紀の染付の

皿か碗で、 7は18官紀の染付の皿である。 8は18世紀代の梅樹と組み合わせた八橋文の染イ寸の碗
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6 

Cヱコ 9 

8 

第108関 遺構外出土遺物(近代・現代)

である。 9は18世紀の染付の碗か蓋物である。10は18世紀前半から中葉の比較的上質な、内而に

桜?を外面に唐草文を描いた染付の盟であるo 11は18世紀中葉から末葉の、内面に草花文、外|面

に唐草文の描かれた染付の盟である。12は18世紀後半から19世紀初めの染付の筒形碗である。

近代から現代の遺物は第107.108図に図示したが、近代陶磁器はi玄l絞40と41である。図版40の1

3----18は明治時代のものである。13は瓶、14は科学コバルトをもちいた碗，15は勅下彩@銅版転写

の碗，16も銅版転写の血である。17は型押し塗り潰しの瀬戸 e美濃の盟、18も型押し塗り潰しの血

である。41の19"-'22は明治時代初頭から大正時代にかけてのものである。 19.22は型紙刷りの碗、

20.21は型紙刷りの血である。41の23----30は明治時代後半から大正時代にかけての銅版転写した

ものである ある27以外は盟である。

近代から現代の遺物(第107.108図)であるが、 1はMN57.NN69.NK60グリッドに出土し接合

した日経18.7cm、高さ 9.4cm、底径 7.7cmの阿仁焼と思われる黒褐紬の片口鉢である。 2は、 M

ハU



第 1節縄文時代の遺構と造物

G51グリッドから出土した18:世紀の肥前系の粒製の白磁瓶の底部破片である。 3は碗である 0

4は円盤状石製品であるo 5は所謂ミトン型の藁手袋を製作する際に使用する型木であるO 全

長49.7cm、摩さ 2.2cmで、あるが、手袋型部分は長さ24.2cm、幅 9.7cm。栂指部分の長さ 7.3cm、幅 2

cmoその他の指部分の長さ13cm，，*高 5.4cmである。板自の杉板製。 6は上部を欠損する蝋燭立てで

ある。 7は八花状の羽縁部をもっ金属製皿であるo 8は陶器製の蝋燭立てと思われる。底面に

盲孔が穿たれているo 9は板状の鉄製品である。

第 5章分析と考察

第 l節縄文時代の遺構と遺物

3次にわたる発掘調査で縄文時代の遺構は、竪穴住居跡14軒@フラスコ状土坑1基@土坑5基@

土器埋設遺構 l基@配石遺構 l慕の22遺構が出土した。検出した位置を概観すると、台地の東

側縁辺部に竪穴住居跡 2軒とフラスコ状土坑 1基、中央部に配石遺構 1基、西側縁辺部に竪穴

住居跡12軒と土坑 5基および土器埋設遺構 1基となり、台地の西側に集中しているO

検出した遺構の時期は、東側縁辺部に位置する S130竪穴住居跡が中期後葉、 S127竪穴住

居跡が後期後葉、 SKF29フラスコ状土坑が晩期前葉であり、西側縁辺部の S1 185竪穴住居跡

が中期前葉、 SK228士坑が中期、 S1225壊穴住居跡と SK229十，坑が晩期前葉であるの SR2 

26土器埋設遺構と SK182土坑.S K188土坑は、粗製土器であるため時期が特定できない。他

の竪穴住居跡10軒は、出土景が少ないものの中期中葉~後葉の土器片が出土したり、炉跡の形

態が石囲部と揺り込み部からなる所謂f石関複式炉」の範轄であることから、中期中葉~後葉と

考えられる。

ここでは、西側縁辺部に位寵する12軒の竪穴住居跡うち、中期の11軒(拡張@建て替えを入れ

て12軒として以後進める)を対象として、竪穴住居跡の平面形と規模および炉の形態を分析し

ながら竪穴住居跡群の変遷を見てみたい。

竪穴住居跡の平面形は、円形@楕円形@方形の 3つに大別できる O 円形はS1 189.202.206.22 

3.224竪穴住居跡の 5軒、楕円形は S1 185.187.200.201A .201B -203竪穴住居跡の 6軒、方形

はS1222竪穴住居跡の 1軒である。

緊穴住居跡の規模を床面積から分類すると、

A群:3----7 rrf... 8軒

B群:l1rrf前後… 2軒
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C群:14ni前後… 2軒となる。

A群は、円形の S1 189.202.206.223.224竪穴住居跡の 5軒、楕円形の S1 185.187竪穴住居

跡の 2軒、方形の S1222竪穴住居跡の 1軒である。 B群は楕円形の S1200.201B竪穴住居跡

の2軒、 C群は楕円形の S1201A.203竪穴住居跡の 2軒である。

西側縁辺部に位置する12軒の竪穴住居跡の平面形と規模(床面積)からは、大型の竪穴住居跡

は楕円形プランに限られ、小型の竪穴住居跡はすべて円形フ。ランを呈することがわかる。なお、

S 1201Aと201B竪穴住居跡の新旧関係は、 A竪穴住居跡が新しいものであるが、拡張@建て

が行われたものであり、時間的には連続しているものと思われるO

12軒の竪穴住居跡のうち、炉の遺存状態が良かったものは、 S1185.189.200.201A.202.20 

3.224竪穴住居跡の 7軒である。 S1 201B -223竪穴住居跡の 2軒も形態が推定可能であったの

で" 9軒の炉について分析する。

炉の形態は以下の 2類 3種に分類できる。

炉 1類土器埋設石囲炉 S 1 185竪穴住居跡

炉 2類所謂「石囲複式炉」であるが、石囲部の形態から 2種に細分する。

2類a 方形石囲部+掘り込み部 S 1 200.201B -202.203.223竪穴住居跡

2類b 馬蹄形石閤部+掘り込み部 S 1 189.201A .224竪穴住居跡

この炉2類には、掘り込み部内の住居跡援寄りに楕円形の掘り込みが存在する。

炉 1類は床面中央に、炉 2類は壁寄りに位置する。炉2類aは住居の西慨に、炉 2類bは東

側に位置するという傾向がみられ、また、楕円形フ。ランの S1 185.200.201A .201 B • 203竪穴

住居跡の 5軒は、炉の主軸が竪穴住居跡の長軸方向に一致している。

土器の出土した竪穴住居跡は、 S1 185.187.200.201A .203.222.223.224竪穴住居跡の 8軒

であるo S 1 185竪穴住居跡で炉に埋設していた土器は、中期前葉の円筒上層a式土器(宜群a

類)であるが、埋土中位から出土した土器は中期中葉~後葉(II群)である。 S1 203.222.224竪

穴住居跡では中期中葉~後葉の土器(II群)が理土下位から出土している。 S1187.200.201A 

竪穴住居跡からは粗製の土器(V群)のみ出土した。 S1200竪穴住居跡では、炉掘り込み部内

のピット状掘り込みの底面に大形の土器片が、他の 2軒では炉掘り込み部内のピット状掘り込

みの埋土中からであった。 S1223竪穴住居跡では中@後期と粗製土器(II.国.v群)が出土した。

粗製土器の出土状況は S1200住居跡と同じであったが、中@後期の土器は木根による撹乱土か

らのものである。以上をまとめたものが第 5表である。

また、 S1189.200.202.203竪穴住居跡の 4軒では、炉掘り込み部内のピット状掘り込みで、

人為的に埋めたと思われる埋土中から、炉石と同程度の大きさの自然、石が各 1個出土している。

S 1201Aと206竪穴住居跡の床面から出土した磯剥片(ブレイク)が接合した。 竪穴住居跡は、
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第 5意分析と考察

出土土器から第 I期:中期前葉、第立期:中期中葉~後葉の 2期に大別でき、 S1 185竪穴住

居跡が第 I期、 S1 203-222.224竪穴住居跡の 3軒が第E期である O

また、炉形態の類似性から、炉 2類に賭する S1189.200-201A.201B-202.223竪穴住居跡

の6軒、 S1201A竪穴住居跡出土の造物との接合関係から、 S1206竪穴住居跡をも合わせた

10軒が、第宜期の一群として把えられよう。

第 5表 西側縁辺部縄文時代中期竪穴住居跡構成要素一覧

遺構番号 185 187 189 200 201A 201B 202 203 206 222 223 224 

平面形 楕円 楕円 円形 楕円 楠円 楕円 円形 楕円 円形 方形 円形 円形

規模 A A A B C B A C A A A A 

炉 不明 2 b 2 a 2 b 2 a 2 a 2 a 不明 不明 2 a 2 b 

出土土器 五群 V群 V群 V群 E群 E群 V群 宜群
」一一一一……

この一群は、 S1201Aと201B竪穴住居跡の来ITI日関係から、炉 2類 aが炉 2類 bに先行する

ので、第五期の中でも S1 200.201B .202.203.223竪穴住居跡のグループ→S1 189.201A .206. 

224竪穴住居跡のグループという推移が想定できるO

ところで" S 1 189.200.202.203-223竪穴住居跡に見られる炉掘り込み部内の椅円形ピット

状掘り込みには、石あるいは深鉢土器の大破片が出土している。これは竪穴住居跡の廃棄時に

意識的に石あるいは土器を埋置したのではないかと推測される口また、炉 2類 aから炉 2類 b

炉べの構造の変化の過程で石岡部と掘り込み部の堅固が不明瞭となり、 S1 222竪穴住居跡で

は掘り込み部の縮小、あるいは消失という推移が想定される。

このことから閉鎖縁辺部に位寵する12軒の竪穴住居跡は、(中期前葉)S 1 185竪穴住居跡→

(中期中葉~後葉)S 1 200.201B .202.203.223竪穴住居跡…→S1 189.201A .206.224竪穴住居

跡→(晩期)S 1 222竪穴住居跡という変遷をみる。

J王

1 梅宮茂 「複式炉文化論Jr福島考古J第15号福島 県考吉学会 1974(昭和49)年

中村長幸 「複式炉についてJr考古風土記J第 7号 1982(昭和57)年

参考文献

秋田県教育委員会 f館下 I遺跡発掘調査報告書J秋田県文化財ー調査報告書第62集

1979(昭和54)年
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日本鉱業株式会社船)11製油所 『大畑台造跡発掘調査報告書J 1979(昭和54)年

鹿角市教育委員会 『御休堂遺跡発掘調査報告書J鹿角市文化財調査資料19

1981 (昭和56)年

秋田県教育委員会 「北の林E遺跡e上葛岡 I遺跡@上葛伺E遺跡、J~東北縦覧自動車道発掘調査報告

書N-北の林E遺跡e上葛岡 I遺跡、@上葛両立遺跡./J¥立沢館遺跡 -J 秋田県文

化財調査報告書第90集 1982(昭和57)年

鹿角市教育委員会 F天戸森遺跡発掘調査報告書J鹿角市文化財調査資料26 1984 (昭和59)年

比内町教育委員会 f本道端遺跡J比内回]埋蔵文化財調査報告書 1986(昭和61)年

秋元信夫 「特集縄文時代前@中期のムラ 米代)11流域の縄文時代中期の集落 住居形態の

変遷について~よねしろ考古J 第 7 号 1991(平成 3)年

秋田県教育委員会 『国道103号道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査 上野遺跡 』秋田県文化

財調査報告書第222集 1992(平成 4)年

第 2節古代(平安時代)の遺構と遺物について

古代(平安時代)の遺構は、竪穴住居跡5軒、土坑9基、竪穴状遺構 1基、焼土遺構 1基の16

遺構である。しかし、この台地上には、山王台遺跡として大館市教育委員会が発掘調査した竪穴

住居跡9軒(うち l軒は山王岱遺跡調査で部分精査)、焼土遺構 2基があることから、これらと

連関させて検討しなければならない。

遺構の分布状況からは、山王台遺跡調査区北部で、遺構が検出されないことから古代の遺構群

の北限が確認でき、また西側もほぼ本調査区で確認できたと考えられるので、古代の居住空間

として台地の東半分が使用されたと推定できる。

『山王台遺跡発掘調査報告書』で竪穴住居跡群を、火山灰の堆積状況@竪穴住居跡の主軸方

向@かまど位置@柱穴位器等の属性から分析した板橋範芳氏によれば、竪穴住居跡は四階に主柱

穴をもち、かまどに芯材として石を使用する共通性があり、かまどが南壁東寄りは吉い時期で、

かまどが南壁西寄りは新しい時期が主になるという。また、竪穴住居跡の廃棄の先後関係は①

火山灰降下前廃棄@主軸方向S_26
0 

，....__27
0 

10' -E.かまど南壁東寄り ②火山灰埋土上位@主

軸方向S_20
0 

，....__20
0 

30' -E、S_22
0 

，....__24
0

守 E.かまど南壁西寄り ③火山灰埋土中位@主軸方

向S-140 -E.かまど南壁西寄り ④火山灰埋土下位@主軸方向S-7 0 30' 時 E.かまど南控西寄

り となることから竪穴住居の建築@臼常生活におけるかまど使用という建築および存立期の

先後関係までたどれる可能性があるとしている。本調査で検出した竪穴住居跡をこの分析結果

にあてはめてみると、 S1 108竪穴住居跡は②に入るが、他は火山灰との関係が明確ではない
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ことと主軸方向に差異があるものの、かまどの位置から S150竪穴住居跡は①に、 S1 144-A 

竪穴住居跡は規模とかまど位置から③に相当すると思われる。 S1 144司 A竪穴住居跡は、山王

台第4号竪穴住居跡と規模が類似していることから、張り出し部をもっ竪穴住居跡と考えられ

る。板橋氏は山王台第4号竪穴住居跡、を「おそらくカマドを西寄りに構築する時期になって建

築された集落の中心的建物」ととらえている。もし S1 144-A竪穴住居跡がほぼ同時期である

とすれば、大型の竪穴住居跡 1軒と普通サイズの竪穴住居跡数軒が 1つの基本単位で、それが

いくつか集まって「集落Jとなっているのかも知れない。

3基の焼土遺構は、 「土師器の焼成窯Jあるいは f黒色処理のための遺構」と考えられるも

のの、掘り込みが浅く上部構造が不明なことから積極的に性格を追及できない。

遺物は、二!こ師器と須恵、器に 2大別されるが、土師器の器種構成は;杯@高台付杯(山王台).盤@

壷@鍋の 5種、須恵器の器種構成は杯@壷(山王台).饗(山王台)の 3穏で、それぞ、れ供膳@煮沸@貯

蔵の用をなしているが、須恵器は量的に少ないことから副次的であったかもしれない。

土師器の切くには糠i櫨成形@回転糸切り技法で切り離されたままのものと、切り離し後に内面

を箆磨き@黒色処理したものの 2種が見られるO

土師器の護は、粘土紐巻上げ成形し外面下半を粗い箆削り調整し、大小 2穣の器形がある。

口縁部はいずれも続く外反しているO 口唇部のっくりにいくつかのパターンが見られるが、板

橋氏のいう「口唇内湾(仮称)Jパターンが多数を占める。また、底部には木葉痕が若干見られる

が、砂粒を付着させた所謂「砂底」は全く見られない。

煮沸形態に甑がなく、鍋であるのは土製の甑から木製に替わったためとも見られるが、強飯か

ら姫飯@粥@雑炊への変化を具現しているのかもしれない。

この台地上に竪穴住居跡群が営まれ、廃棄された年代を推定する際の目安となるものの一つ

に火山灰が上げられる。本遺跡の発掘認査では、大湯浮石属と白頭11J・苫小牧火山灰の 2枚の

降下火山灰が確認されている。大湯浮石層は、田部への自然、堆積@遺構内へ自然あるいは人為

の堆積がみられ、火山灰と遺構の関係が遺構問の時間差を知る目安となっているO しかし、大

湯浮石層に下位の粗粒浮石層が連続するという十和田a降下火山灰の噴出@降下年代について、

『扶桑略記』延喜15年 7月13日の出羽国言上の降灰記事から915年が与えられつつあるが、火山

灰分析による降下範囲拡大の問題等とあわせ、なお慎重に検討すべき問題であるO

考古学的には、米代川流域の古代土器編年が確立していないので推定の域を出ないが、 9世

紀後半から10世紀前半という年代を想定できると思われる。

E王

1 Iロクロ回転調整の際にやや口縁を外に開き、口唇にi揺O.8cm内外の平坦顕をつくり、そこに一条の

176 
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ゆるやかな iUJ字状の浅い凹みを巡らすが、それは断固でみると口唇が内湾していて、蓋受けのよう

な受け口状を呈する形状」と説明されている。本報告書で「短い口縁部は緩やかに外皮し、口鶴内側が垂直

に立ち上がる」としている形状である。短い口縁部が外反し、 上向きになっている口唇部の内側を、指で

つまみ出してわずかに立ち上がらせたものである。

引用文献

大館市教育委員会 『大館市山王台遺跡発掘調査報告書J1990(平成 2)年

参考文献

大池昭二 「十和田火山東麓における完新世テフラの編年Jr第四紀研究J第11巻第4号

1972(昭和47)年

町田 洋e新井房夫e森 脇 広 「日本海を渡ってきたテフラJr科学JVo1.51，No.9 1981 

(昭和56)年

山田一郎@井上克弘 「東北地方を覆う古代の珪長質テフラ“ト和田一大湯浮石"の同定」

『第四紀研究』第29巻第2号 1990(平成 2)年

第 3節 中世城館としての山王岱遺跡

中世城館を分析する際には、軍事的側面から敵の攻撃に対してどのような防御施設@機能を

しているのかを分析し、政治的側面から地域における各城館の配置に権力の伸長@衰退を分

析し、社会経済的側面から城@舘主がその地に城館を築くことによって農業@商工業 e交通等の

何を支配しようとしたかを分析する 3つの視点が考えられる。しかし、米代川流域の中世城館

の調査@研究が、未だー舘単位での分析に止まっており、政治的@社会経済的側面からの分析を

行うまでに至っていないのが現状である。

本項では、三次にわたる発掘調査で得られたデータを基に「餌釣館」について若干の分析を

試みたい。

[占地] 米代川右岸の沖積低地からの比高が17'"'"'20mの段丘(台地)南側の縁辺に位置して

おり、東@西に関析谷が入っているため半島状を呈する。東側には比高12'"'"'14m、 下i福30mの

餌釣沢を挟んで急峻な山塊が立ちはだかり、約500m南側には餌釣遺跡として発掘調査された

中世城館(空堀内から12'"'"'13世紀の中国白磁碗片が出土している)が舌状台地上にあり、これを

よく視認できるO さらに米代打iは沖積低地より低いところに)11道があるため、これを直接農業

用水とすることが難しい。このため稲作経営に適した沖積低地に流れ出る餌釣沢を押えており、

ワー
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餌釣沢からの水利を管理するに適した地点である(台地西端の中腹に炎天が続いても枯渇しな

い涌水があり、現在も使用されている)。また、南西側には米代川の沖積低地と盆地内の独立峰

である達子森(標高207m)を望むことができ、米代川水運を遠くまで

きる。

第110閲 i餌釣館」推定範閤

4 krnの範閉)監視で、

「餌釣館j は面積 8万ni(約24，500坪.8 .1町歩)で、 6郭からなる舘跡と推定

されるO 外郭ライン(外構)は、急峻な台地斜面と関析谷で区画されるが、 が人工的掘削

による空堀となっている。この外郭ライン(外構)を形成する空堀は、開析谷の谷奥から幅 4

，...._， 5mで延伸させたもので、その両側に土塁がかすかに痕跡を残している。外郭ライン(外構)

で土塁が認められるのはここだけで、他の急峻な台地斜面と開析谷の上部には確認できなかっ

た。関析谷は 3，...._，20mと深いことと i揺が20，.....，30mと広いことから、当初からこと塁が構築されな

かった可能性が強い。館跡内部を郭割りする空堀は、上i福4，...._， 7 .2m、基底i隔2.5，...._， 6 m、深

さ0.9，...._， 1.lmのi指広で浅い形状である。平面形は 3条とも鍵形に屈曲する所謂「横矢掛り j

の形態を呈する O この空揚を掘削して出た土砂を両側に台形状に積み上げて土塁とした所謂

「掻き上げ堀jであるO 二七塁は約 1mの高さしかないが、空堀震からは約 2，...._， 2.5mの高さと

なるO 土患と空堀の間には、地山を削ったi福o.5，...._， 1 mの犬走り状の平場がみられる。

堀に伴う構造物としてSD10空堀跡の屈曲部にある 2基の橋があげられる。この橋の 1
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は木材架構の筋違い橋構造のものである。他の 2条の空堀では、橋が確認できなかった。 SD

10空堀跡内に掘り込まれた溝状遺構は、土層断面観察では空堀内に土砂が堆積してから掘り込

まれた状況で、あるが、堀底に立てられる逆茂木と向じように障害物とする目的で、板材を溝状

遺構に並べたのではないかとも考えられるが推測の域を出ない。

[作事] n郭では柱穴群を検出したものの建物跡ブ。ランを検出する作業が行われていない。

醸，..._，v郭で検出した柱穴群については、第4章第 1節項に記述している。重複する建物跡の新

!日関係@同時期存在等については今後さらに分析を加えなければならない。

[出土陶磁器について] 発掘調査で出土した陶磁器類のうち、近世~現代陶磁器を除くと

白磁碗@血4点、青磁碗 2点、瀬戸灰稲碗 1点、瀬戸系香伊 1点、無紬の珠洲@珠洲系播鉢 7点

の15点、である。このうち、 12，..._，13世紀前半の白磁碗@血 2点、青磁碗 I点、無勅の珠洲系播鉢

中田白石蕗R宛

(12世紀後半-13世紀前半) ~ 
中国白碗皿

(12世紀後半-13世紀前半)

ミミ~ J フ
中国自磁碗

(12世紀後半-13世紀前半)
中国龍泉窯産鏑蓮弁文青磁腕

(13世紀-14世紀前半)

3 ￡三~d
~j:l 匡i臼磁1m
(12世紀後半-13世紀前半) 111国鏑蓮弁文脊峨腕

(14世紀後半-15世紀中半)

く三 ツ足香炉(室町) 8 

灰来lIl平茶碗(14-15世紀)

第111額 出土中世陶磁器集成(1 ) 
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2点はSF101土塁の敷下のi日地表面に大観O賓(11国読)と共伴出土したもので、これらはSF

101土塁の盛土以前、言い換えると SD09空堀跡の掘削以前に既に廃棄されていたものである。

生産年代がほぼ同時で共伴出土しているこれらの陶磁器類の組み合わせが当時の日常生活での

器種組み合わせを物語っていると思われ、供膳具の陶磁器が中国製品、調理呉が国産品という

使い分けになっている。

供膳具には木製品が多く使用されたと忠われるが、 「かわらけj はl点も出土していない 0

12'"'-' 13世紀代の遺跡である「矢立廃寺跡」では、中国製自磁碗 elIIl.とともに「かわらけ|が

出土しているが、本遺跡では全く出土していないのは遺跡の性格の違いによるものなのか検討

を要する。国産の無粕揺鉢は、能登半島@珠洲から自本海交易で移入したものではなく、米代

川下流域の二ツ井町エヒパチ長根窯跡で生産されたものと考えられる O

13世紀前半のエヒパチ長根窯跡では護@片口鉢 e(播)鉢@四耳壷@小田@陶硯@浄瓶@経筒容器が

されているが、本遺跡では播鉢(あるいは片口鉢)のみの出土で、地の器種は確認、できな

かっ fこO

14'"'-'15世紀代の陶磁器として、 14世紀後半'"""'15世紀中半の中国製錆蓮弁文碗 1点、瀬戸系の

灰粘平茶碗 1点、同じく瀬戸系の三つ定香炉 1点と国産の無事由揺鉢4点が出土している。

15世紀後半から16世紀代の陶磁器類の出土は皆無である。

17世紀以降になると陶磁器の出土量が増加する。これらのことから、陶磁器特有の「伝世Jを

考えずに陶磁器から本遺跡「餌釣館Jを観ると、 12'"""'13世紀代の中国製品と国産品(無粕陶器)

の共用期、 14'"""'151埜紀代の中国製品と国産品(施柏@無粒陶器)の共用期、 17世紀以降の染付陶

磁器多用期の 3期に分けることができるo r館釣館Jの年代は、前2期と考えられるが、空堀

を掘削した時期は14世紀'"'-'15世紀前半と推定される。

[性格] 推定される「餌釣舘J8万nfのうち15，950nfと全体の20%を発掘調査したに過ぎ

ず、 「餌釣舘」の創建から廃棄に至るまでの期間と機能を推測するのは図難である。しかし、

軍事@戦闘機能をもっ戦略的な館跡、であるし、一方水利権の確保、知行地支配を在地で行う所

ンター的役割も兼備していたものと考えられる。

第 4節 と火葬場および火葬人骨

本遺跡では、入管を出土した遺構が 7基ある。いずれも火熱を受けた骨が木炭と一緒に出土

しているが、遺構の形態@骨の出土状況に違いがみられた。遺構の中で確実に焼かれ、そのま

ま埋葬されたと考えられる火葬墓と被火骨出土遺構について記述する。

火葬墓としたのは、被熱痕があり焼土 a炭化物@灰が伴うことから火葬場であるが、拾骨して
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いないことから、そこをそのまま墓として使用したと判断した。主体部は、長軸約120"-'125cm、

短軸50"-'75cm確認面からの深さが15"-'20cmの隅丸長方形あるいは小半Ij形を皇し、長軸方向に若

干角度を持って交差するように、幅15"-'20cm、長さ95"-'200cm、深さ 15"-'22cmの溝が付属してい

る形態である。主体部である墳の壁面と溝部分が良く焼け、底面はあまり焼けていない。選存

状態の良い SX05火葬墓では、人骨は頭部を北に、脚部を南にした横臥屈葬の形を取っている。

人骨の下及び周囲に炭化した木の枝や大型の炭化物が多く見られ、壁面にも禾本科植物灰の堆

積があったことから、この人骨は、この壌の中で火葬され、拾骨することなく、そのまま埋め

られたものと考えられる。つまり①隅丸長方形の土壌と、これに直交するような溝を掘る(溝

が土壌と重なる部分では、溝を深くする)。②壌底に薪木を並べ、壁には藁などの禾本科植物

く。③遺体を薪木の上に安置する。③薪木に火を放ち茶毘に付す。⑤燃えた後に周囲にあ

る土で埋める。という作業工程が推定される。 SX 03.04火葬墓も含めて副葬品等は全く出土

していないが、火葬墓の上面は畑の耕作によって削平されているので、上部に何らかの副葬的

な遺物があったとしても、移動してしまったと思われる。

被火骨出土遺構としたものは、円形@溝状のプランを呈し、内部に火熱を受けたと思われる

骨が出土するO しかし、底面@壁面とも焼けておらず、火を焚いた痕跡もなし、。どこかで茶毘に

ふされたあと、拾骨されてこの遺構の中に置かれたものと考えられるO

SX16被火骨出土遺構は、直径180cmの円形を呈するが、中央部の直径100cmほどの範囲が高さ

10cm前後のマウンドとなっていた。 SX16被火骨出土遺構の中で骨を焼き、マウンドを形成し

たと考えると、その構築順序は、①地山(四B砂!穣層)を直径L2mの範閤で、10cm前後の深さに

掘り込み、木炭混じりの土とltJ、!燥を約10cmの厚さに積み、その中央を南北に長い不整惰円形に

掘り込む②この中で骨(遺存している骨の状況から、完全な形の遺体ではあり得なかったと推

定される)を集めて焼く。③少し木炭の誼じった土を 5cm前後の摩さで、この上にかけて、し

める。④さらにその上に木炭を含まない砂質土をかけマウンド状にする。⑤このマウンドの周

囲に、ljI話20"-'25 cmの浅い溝を掘ったと考えられるO

中世~近世にかけて、違跡の東側区域を火葬場および墓地として使用した集団の慕制は、本

遺跡のみの特異なものではなく、関東地方でも多く検出されているO

出土人骨の鑑定結果は次の通りである。
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出土人骨鑑定結果

札幌医科大学解剖学第 2講座鈴木隆雄

l 緒言

山王岱遺跡から した人骨はいずれも焼成を受け、一般に保蒋は悪く、色調は灰白色を皐

し、焼かれた際にできる変形やひび割れが著しく、詳栴な形質人類学的観察の困難な状態であっ

fこO

人骨の発掘部位と主たる骨破片の数はおおよそ以下の通りである。

S X -04 : 30)点

SX-05 : 52)点

S X -13 : 17点

SX… 14 :土塊と共に一括取り上げ

S X -15 : 15点

S X 16: 15点

以下の記載は発掘とりあげの際に付けられた整理番号に従って各々の骨破片についての分析

結果であるO

2 結果

(1) S X -04 

No.Ol肋骨破片(6.7cm)、硬化

No.02 小骨破片(肋骨?) 

No.03 同上

NO.04 向上

No.05 向上

No.06 小骨破片(部位同定不能)

NO.07 四肢長骨破片(前腕骨?) 

No.08 向上(上腕骨?) 

No.09 小骨破片(部位同定不能)

No.10 

No.ll 向上

No.12 :同上
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No.13 向上

No.14 四肢長骨破片(部位同定不能)

No.15 四肢長骨破片(部位向定不能〉

No.16 :向上

No.17 小骨破片(部位向定不能)

No.18 :同上

No.19・

No.20 向上

No.21 向上

No.22 同上

No.23 向上

No.24 同上

No.25 向上

No.26 向上(肋骨?) 

No.27 向上(部位向定不能)

No.28 :向上(上顎骨体)および歯牙破片(上顎側切歯e犬歯?) 

No.29 河上(顔面頭蓋?)および歯牙破片(歯穏同定不能)

No.30 :向上(部位同定不能)

(2) S X -05 

No.01および01' 四肢長骨破片(上腕骨骨幹部)

No.02 :骨破片(顔面頭葦)

No.03 :向上(脳頭葦)

No.04 脳頭蓋破片(成人頭蓋)。厚さ5.9rnrn。外板、板間層、内板を識別するO

No.05 頭蓋破片

No.06 向上

No.07 向上

No.08 :向上

No.09 脳頭蓋破片(6X5cmのほぼ方形)。よく焼成を受けており、硬化し、ひび割

れ多数。叩くと金属的音。(部位向定困難)

No.10 脳頭蓋破片および蕗牙 1片。頭蓋片は焼成による変形。部位の同定不能。

歯牙で歯根は頬および舌側に先端分離の2根性である。歯冠の摩耗著しく校
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頭は識別できない。成人の上顎第一小臼歯と推定される。

以上、整理番号No.3、4、7、8、9、10は取り上げ状態から見ても、同一個体に属すると考

えられるもので、成人頭蓋の破片と考えられるO 性別は不明である。

No.11 小骨破片(部位不明)

No.12 脳頭蓋小破片

No.13 同上

No.14 :向上

No.15 四肢長骨破片(尺骨骨幹部?)硬化、湾出変形、長さ9.3crn

No.16 向上(部位不明)

No.17 :頭蓋小破片

No.18 小骨破片

No.19 歯牙(下顎第 2大臼歯?)、歯冠形態観察不能。

No.20 歯牙破片(部位不明)

No.12 :小骨破片

No.22 歯牙破片(小臼歯?)、歯冠部破片(形態不明)

No.23 :小骨破片

No.24 頭蓋の骨破片多数。伺定可能なものとして、右側頭骨錐体部(右内耳孔部分)

および右下顎骨下顎角部分破片。

No.25 :右側頭骨頬骨突起起始部、一部に関節寓および外耳道を識別するO

No.26 :小骨破片

No.27 四肢長骨(骨幹部)破片、長さ5.8crn

No.28 向上、長さ3.9crn

No.29 小骨破片

No.30・

No.31 骨破片(海綿質の多い塊状の骨破片である。寛骨、特に腸骨稜部分?) 

No.32 定大腿骨骨幹部(近位)破片、長さ13.9crn、左大腿骨のうち、頚部下縁から

骨幹部内側縁にかけて、また大転子(破損消失)下部から骨幹部外側縁にか

けて骨体前面のみが残存している。変形著名o

No.33 小骨破片(部位同定不能)

No.34 向上

No.35 向上
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No.36 

No.37 四肢長骨破片(部位向定不能)

No.38 同上

No.39 向上 No.40 小骨破片(部位向定不能)

No.41 

No.42 同上

No.43 向上

No.44 小骨破片(部位同定不能)

No.45 ・

No.46 大腿骨骨幹部破片、長さ6.7cm、骨は脆弱化、側別不明。

後面の粗線の形態がよく保たれている。ひび割れ多数。

No.47 大腿骨骨幹部(遠位膝面?)、長さ4.7cm

No.48 四校長骨破片(大腿骨骨幹部?) 

No.49 

No.50 向ーと

No.51 同上(部位不明)

No.52 

(3) S X -13 

No.Ol 四肢長骨破片(部位同定不能)

No.02 向上

No.03 小骨破片(部位向定不能)

No.04 向上

No.05 向上

No.06 

No.07 向上

No.08 

No.09 向上

No.10 

No.ll 

No.12 

No.13 向上
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No.14 :四肢長骨破片(前腕骨?)、長さ3.8cm、焼成変形、ひび割れ多数。

No.15 :小骨破片(部位向定不能)

No.16 :同上

No.17 :向上

(4) S X -14 

多数の焼成骨片が一括され取り上げられている。それらの大部分は小骨片となり正確

な数量および部位の悶定は不可能であるが、一部に頭葦の破片(矢状縫合部分を含む

頭頂骨片で縫合は鋭く複雑で完全に解離している)および四肢長骨破片が混入してい

る。いずれの骨もよく焼成を受け、硬化著名である。骨片を叩きあわせると特有の金

属昔がする O

(5) S X -15 

全部で15点出土しているが、いずれも土塊内に小さな骨片として存在するにすぎないo

No.01 :四校長骨破片(大腿骨骨幹部?) 

No.02 :小骨破片(部位向定不能)

No.03 :向上

No.04 :向上

No.05 : I司iて

No.06 :同上

No.07 向上

No.08 :向上

No.09 同上

No.10 

No.ll 向上

No.12 向上

No.13 向上

No.14 向上

No.15 河上

(6) S X -16 

No.01 四肢長骨破片(部位同定不能)

日
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No.02 向上

No.03 土塊中の小骨片

No.04 同上

No.05 頭蓋破片(矢状縫合部分を含む両側頭演骨片、縫合一部癒合)

No.06 四肢長骨破片(骨幹部、長さ5.2cm、部位不明〉

No.07 :小骨片

No.08 上腕骨骨幹部(遠位後面)破片、長さ4.3cm

No.09 小骨片

No.10 肋骨破片(肋骨角近傍?) 

No.ll 小骨片(部位不明)

No.12 向上

No.13 向上

No.14 向上

No.15 膝蓋骨破片(1.8x 2.3cm)、側別不明

第 5節近世の煙管(キセル)について

本遺跡の SD 01空堀跡から出土した煙管(第68図 2)は、その各部の形態及び製作工程から1

7世紀後半~末葉を中心とする時期に製作@使用されたと想定しているのこの年代推定根拠は、

東京都立一橋高校内遺跡の層位的調査と吉泉弘氏による編年観に基づいている。古泉弘氏に

よると、煙管の変遷は下記の 6段階に分けて考えることができるという。

V 

VI 

包II:I:ぎの変遷〔古泉1983による〕

第113図煙管参考図

1段階〕煙管の初現形態を示す。火皿ドの脂返しが一旦ド方へ大きく湾曲し、ラウ

煙管の部分名称(仮称)C古泉1985による〕

ラウ

II 

I
 

I
 

I
 

N 

にとりつく部分が一段太く巻かれた「肩付JとなるO 火血と首部の接合部に

は補強帯が巻かれる。 16世紀末から17世紀初頭。
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〔第 2段階〕脂返しが大きく湾曲する「河骨形」という形態をとる。 。補強帯をもっO

17世紀前半。

〔第3段階〕河骨形。補強帯が巡るが、首部は火皿の下からラウ接合部まで 1枚の銅板を巻い

て製作される。 17世紀後半。

〔第 4段階〕河骨形。補強帯は消失するo 18世紀前半。

〔第 5段階〕脂返しの湾出が小さくなる。 18世紀後半。

〔第 6段階〕火加は小型化し、逆台形を呈する。脂返しの湾曲はほとんどなくなり、火皿の下

に直角にとりつくようになる。 19世紀。

この 6段階の変遷の中に本遺跡から出土した煙管を当てはめてみると、第 3段階に相当し、

一橋高校内遺跡の麗序と照らし合わせて導き出した年代が前述の17世紀後半~末葉である。

秋田県内で、煙管の出土している遺跡は、本遺跡を含めても 6遺跡9例しか報告されていな

し)0

花輪館跡(鹿角市花輪字中花輪) 2炉u(1例は吸口部のみで第3段階以降、もう 1例は雁首

部で第6段階と思われる)

妻の神道遺跡(鹿角市花輪) 1例(吸口部のみ、第4段階以隆)

小平遺跡(鹿角市花輪字八幡平) 1例(吸口部のみ)

蒲沼遺跡(八郎潟町蒲沼) 2例(1例は雁蓄と吸口が揃っている、第 4段階。もう l

例は雁首部で火皿を欠く、第4段階か)

鵜沼城跡(雄勝町桑ケi崎字平城) 2例(2例とも雁背と吸口が揃っている、 l例は第4段階

もう 1例は第 5'""6段i皆)

このように見てみると、本遺跡から出土した煙管は、県内では吉手の部類に収まることがわ

かる。
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第 6章まとめ

本発掘調査は、中世城館「餌釣舘Jの範囲が、日吉神社境内を区画する空堀の範囲と認識されて

いたころに、その北i騰に所在する遺跡ということで小字名の「山王岱」を冠して山王岱遺跡と称

して三次にわたって実施してきた。

第一次調査の結果として、空堀と土患が検出され、中世城館「餌釣舘Jの範囲が拡大すると判断

しながら遺跡名をそのままにしていたため、遺跡の性格と内容を暖昧なものにしていた。 三次

にわたる発掘調査が終了し、中宮城館「餌釣館Jの範閤が当初の約 7.5倍に拡大することが予想

される。郭も神社境内の区画を I郭とし、台地の東南側から E郭@班郭.rv郭.v郭@羽郭と仮称す

れば、山王岱遺跡と称して三次にわたって実施してきた範囲はE郭~町郭にまたがっている。

「山王岱遺跡Jの調査範囲には、縄文時代中期の竪穴住居跡、群が構築され、生活が営まれた後、

縄文時代後期と晩期の竪穴住居跡等が構築され、生活が営まれている。このあとしばらくブラン

クがあり、古代(平安時代)になってから北東側に隣接する「山王台遺跡」の調査範囲とあわせた

竪穴住居跡群が構築され、生活が営まれている。平安時代後期に地縁的な血族により、地域社会

に根付いた武士は、国街@郡街に仕える官人や荘園の荘宮になるが、自らが開発した土地を大社

寺等に寄進して年貢を上納し、在地支配を強めていく事になる。律令制度の中に武士団が台頭す

る萌芽を見ることができる。この地域においては、 「河田氏Jが文献上知られているが、その

居館跡等については不明である。また、平安時代の集落等が発掘調査されているが、文献との

対比は試みられていない。

この古代の竪穴住居跡群の後に「コjの字状を呈する溝状区画が作られている。この溝状区画

は、掘立柱建物跡の周囲を区画する施設跡と考えられるが明確にすることができなかった。

この後、河側に土塁を築く空堀が 3条掘削されている。土塁敷下の土中から12'"'-'13世紀前半の

中国白磁e青磁が、土塁盛土中からも13世紀前半の国産無税陶器が出土していることから、13世

紀前半以降に掘削@盛土されたと考えられよう。この 3条の空堀が同時に存在したか密かについ

ては確証が得られなかったので明言できないが、これらの空堀が外構のためのものでなく各郭
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を区画する空堀であることから同時存在の可能性が大きいと思われる。中世間磁器については、

12ぺ3世紀と14.15世紀の陶磁器があるものの16世紀の陶磁器は皆無であり、そのあと 17世紀以

降の遺物が多くなることからJ餌釣館」の年代は「陶磁器の伝世Jという問題を考えなければ16

世紀ごろまで下ることはなく，.14世紀前後(13世紀後半'"'"'15世紀)とすることが妥当と思われる。

戦略的な館が構築されたのは、惣領制の矛盾から庶子家があぷれだし、余剰生産物の分配をめぐっ

て戦闘がおこなわれる時代背景があったと推測されるO

米代川流域の中世域館は、沖積低地に張り出す舌状台地を空堀(大堀切)で幾つかの郭に区画

する多郭連続式ながら、相互に独立的な様相を呈しており、ど、の郭が中心をなすものか明確でな

いのが一つの特徴である。舌状台地を区画する空堀が深く幅広なためJ空堀に土塁が伴うJとい

う認識はほとんどなく、逆に土塁を伴わないのが二つ自の特徴であるかのように思われていた。

本調査では、大館市片山館@二ツ井町竜毛沢館に続き、空堀に土塁が伴うことを明らかにしたが、

とも他の館とは構造的な違いがあることも明確にしなければならない。つまり、土塁をもっ

三館の空堀は、他の舌状台地を区画する空堀が幅誌で 3m以上深く掘削され，，*~自体が独立台地

の様相を呈している館跡と異なり、段丘の縁辺部あるいは幅広な台地に立地していることと、郭

を区画する空堀が深さ 1'"'"'2m程度しか掘削されておらず、郭自体が独立台地の様相を呈して

いない。空堀の深さと広さは、軍事的な側面から決定されたとする見方もあるが(これが多数意

見であろう入この米代J11流域では地費…シラスーが影響しているのではないかと考える。つま

り、シラスで形成されている舌状台地では、空掘の掘削ででた土を盛土して土塁を構築しようと

しても困難であるのに対し、土塁をもっ三館は段丘磯層の上部に所謂ロームが堆積しており、盛

土に適している。占地と地質の条件が、館の構築に影響を与えていると思われる。

掘立柱建物跡は、土塁より古い時期のものや数ブロックでの重複が見られる。掘立柱建物跡群

の吉い時期については、建物の構造(間取り)や土塁敷下の土中(土塁構築当時の地表面と考えら

れる)から出土した12'"'"'13世紀前半の中国陶磁器がひとつの目安となると考えられる。また、17

ttt・紀以降の遺物も出土していることから近世に構築された掘立柱建物跡もあるかもしれない。

この掘立柱建物跡群については、さらに建築学と考古学の両面から分析を続ける必要がある。

16世紀初頭に甲斐から浅利氏嬬流の浅利則頼とその一党が当地方に流落し、支配することに

なるがJ浅利興市侍分限」に浅利則頼を城主とする浅利弐の家臣国の中に、村落名の生(油)内を

名乗る生(地)内権劫がおり、本館跡の西100mに池内の集落があることから本館跡の館主が生

(池)内権助ではないかとの見解もある。しかし、出土遺物の年代から「餌釣館Jの創建期を推定す

ると、生(池)内権助を創建館主とするには無理があり、むしろ数代の館主のひとりとしたほうが

良し 1かもしれない。

前年度に本遺跡から商に約500m離れた舌状台地に立地する餌釣遺跡が発掘調査され、中世の

ハ叶
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第 6章まとめ

館跡であることが判明した。さらに南に山館があり、これら 3つの館跡が米代川右岸のわずか 2

Mの間にあまり間隔をおかずに立地している。大館盆地の縁辺部には、河岸段丘@舌状台地が発

達し、そこに館が構築されている(第 2章第 2節の「歴史的環境」の項参照)。館の下方に集落があ

り、集落名を姓とした地侍の三者がよく結合した所謂一村一館型の館として認識されているが、

発掘調査例が少ないため同時に存在したものか、また伝承通りの年代か明らかではない。

また、倉IJ建時期について沼館愛三氏は、古代に掘割された舌状地形を再利用したものが多いと

の趣旨をのべており検討ーする必要があろう。

三次にわたって発掘調査した「山王岱遺跡」からの情報を適確に分析するまでには至らなかっ

たが、この調査で得られたデータに十分な検討を加えて、この遺跡の軍事的、政治的、社会経済的

立場を究明しなければならない。このことを今後に残された課題としたい。

参考文献

秋田県教育委員会 『片山館コ遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第203集

1990(平成2)年

秋田県教育委員会 『竜毛沢館跡、跡発掘調査報告書一一般国道 7号二ツ井パイノfス建設事業に係る

理蔵文化財発摺調査-J秋田県文化財調査報告書第188集 1989(平成元)年

沼館愛三 「津軽諸城の研究J(草稿) みちのく双書第34集青森県文化財保護協会

八戸市教育委員会 『風張(1)遺跡IIJ八戸市埋蔵文化財調査報告書第42集 1991(平成 3)年
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SD 137C-D土属断面益配

l 現代盛土(道路側溝)

2 にぶい貧褐(10YR%) 磁混入

3 木綴による混乱

4 極暗縄 (1.5YR勾〉
5 晴褐 (10YR:}，i) 欄・褐色土佐混入

6 黒褐(lOYR:Jil 

7 黒褐(I0YR勾)
8 県褐(lOYR勾) 粘性強

9 黒燭(lOYR勾)
10 地山 (VIIA)

3 

SD 168M-N土層断面註記

1 黒縄(lOYR::If) 
2 黒燭(lOYR~) 
3 黄縄(10YR%l 
4 情乱(ゲ 1) ';1 ト抗打伎による)

SD  168-212-2130-P 土刷断面註 ~è

l 黒褐(10YR~)
2 潟 (10YR Jy，) 
3 暗褐(lOYR委託)

4 略褐(10YR %l 

5 泉褐(10YR~)
6 黒褐(10YR勾)
? にぶい貧縄(10YR勾) 鯛鴎・地山(咽A)位混入

、、
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秋田県丈化財調子正報丹書第221集

(付図 5集の 2) 

¥ J  S D 1225 -T土層断面註記

1 にぶい褐 (7，5YR持) 白色浮4河村浪人

2 県縄(lOYR %l 白色浮ふ混位人

3 ，¥1¥縄(lOYR 3ぎ) 白色r;，ヨ粒多・浪人

. ，県縄 (7.5YR~) 日色・貧褐色浮イイ約少量混入

5 黒縄 (7，SYR討)
6 1庫本属序第V圃
7 極暗褐 (7_SYR ~ぎ)
8 本穏による雛乱

9 犬訓崎淳，;

S D 123U -V土層断面註記

l にぷい縄 (7，SYR~) 白色浮n混入

2 黒褐(lOYR %l 向色浮訂't・混入

3 黒褐 (10YR~) 白色浮針多量混入

4 黛褐 (7 ，5YR~) 内色浮れ・貧褐色t手伝粒少量混入

b 黒褐 (7.5YR 9f) 
6 厳本属序第 V掴

7 極暗掲げ 5YR勾)
8 木慢による檎乱

9 大禍浮<i

S D 137-140G -H t.層断面註記

1 木鍛による撹乱

2 晴褐(7，5YR%l 地山 (VDA)粒微量混入

3 黒緬(lOYR3i) 制機地山 (VDA)村少量混入

• 3に同し

5 黒綱(lOYRち)地山 (VIIA)特徹・混入 粘土質
6 砂梯

7 3にいiJL 

8 黒縄(lOYR勾) 強い粘土質
9 池山粒 (肉堆積)

10 暗燭 (10YR%l 砂峨混入

11 果、縄(10YR~) 砂餓多量混入

S 0137 円
二二 H=78.500m 

S D 167 r -J土層断面註記

1 黒褐(10YR~) 
2 黒崎(10YR~) 地山(VlA)塊少量混入

3 貧褐(10YR持) H 少量混入

S ]) lti:! 

E 

一¥_f
SD 168K-L士層紙面位記

1 黒褐(lOYRち)

2 鳳褐(lOYR~) )-5園大の砂織多量に混入

3 貧縄(lOYR%l 1 t-II.l状に多量に混入
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I 11二 77.6()()m且
お
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5Dl10Q-R土幡断面益"

I にω い綱 i75Y R九)
2 黒褐 (75Y R勾) 段化物・地山粒少量混入

3 暗燭 (7 ，5YR~) 炭化物・地山粒少量混入

4 暗褐 (75YR~) 地山花混入

5 鳳縄 (10YR勾) 亀山村嶋多量混入

6 鑑暗褐 (75Y R句、
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